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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ごく普ふ通つうの高校生である高こう坂さか京きよう介すけには、桐きり乃のという妹がいる。

　実はオタクな超ちよう美少女、桐きり乃のの『秘密』を守るため、京きよう介すけは奮ふん闘とうしてきた。

　そんな日々の中、京きよう介すけは桐きり乃のの親友・新あら垣がきあやせと出会う。

　しかし、潔けつ癖ぺきでオタク嫌ぎらいなあやせが、桐きり乃のの秘密を知ってしまう。

　妹から『人生相談』を受けた京きよう介すけは、あやせと桐きり乃のの大喧げん嘩かを収めるため、自らを犠ぎ牲せいにする噓うそを吐つく。




　あやせに嫌きらわれてしまった京きよう介すけ。ところがある日、あやせから桐きり乃のに関する相談を受ける。

『桐きり乃のの秘密』について、あやせが相談できる相手は、大だい嫌きらいな京きよう介すけしかいないのだ。

　幾いく度どもあやせの相談に乗っているうち、二人の仲は深まっていき、京きよう介すけが吐ついた『あやせと桐きり乃ののための噓うそ』が、バレてしまう。

　あやせは京きよう介すけに謝罪し、二人の新たな関係が始まった。




『桐きり乃のの趣しゆ味みを理解したい』と言うあやせのため、京きよう介すけは、彼かの女じよを夏コミへと連れていく。

　桐きり乃のとのニアミスや、級友・加か奈な子ことの遭そう遇ぐうといったトラブルを経て、二人の距きよ離りが近づいていく。

　夏コミ会場で出会った、桐きり乃ののオタク友達であり京きよう介すけの後こう輩はいでもある黒くろ猫ねこ（五ご更こう瑠る璃り）は、あやせと楽しそうに笑い合う京きよう介すけを見て、激しく動どう揺ようする。

　京きよう介すけをひそかに慕したう彼かの女じよは、受験生である京きよう介すけを慮おもんぱかって、積極的なアプローチができずにいたのだ。優やさしき心を暗黒に染め上げた彼かの女じよは、自らを復ふく讐しゆうの天使〝闇やみ猫ねこ〟と呼こ称しようする。




　夏コミの帰り道、ついにあやせは、京きよう介すけに、愛の告白をする。

　京きよう介すけは告白を受うけ容いれ、二人は恋こい人びと同士になった。
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　俺おれは高こう坂さか京きよう介すけ、ごく普ふ通つうの高校生で、この物語の語り部べだ。

　ここまで『俺おれとあやせの馴なれ初そめ』について話してきたわけだが。

　この先に進むにあたって、おさらいをさせてもらおう。

　俺おれには、桐きり乃のという三つ年下の妹がいる。

　スポーツ万ばん能のう、学業優ゆう秀しゆう。むちゃくちゃ可か愛わいくて、めちゃくちゃ生意気で。

　雑誌のモデルまでやっている、完かん璧ぺき美少女。

　なのに、オタク。

　あいつはエロゲーが大好きで、特に妹を愛しているという、とんでもない秘密を隠かくしていた。

　それを知ってしまった俺おれが、大だい嫌きらいな妹から、人生相談を受ける──。

　俺おれと妹の、長い物語の始まり。

　……………………。

　あやせと付き合ったってのに『また妹の話かよ』って、呆あきれる声が聞こえるな。

　いや、違ちがうんだ。これは、俺おれがシスコンだとか、そういうアレじゃあなくて……。

　高こう坂さか京きよう介すけや新あら垣がきあやせについて語ろうと思ったら、どうしたって俺おれの妹──桐きり乃ののことは、避さけては通れぬ特記事じ項こうなんだ。

　だって桐きり乃のは、高こう坂さか京きよう介すけにとって、仲の悪い、大切な妹で。

　秘密を隠かくす共犯者で。愛する彼かの女じよの親友で。

　もっとも身近な異性でもある。

　そして桐きり乃のは、新あら垣がきあやせにとって、もっとも仲の良いい大切な親友で。

　高こう坂さか京きよう介すけと出会ったきっかけで。関係を深めていったきっかけで。

『彼かれ氏しの妹』で。

　もしかしたら、将来的に、義理の妹になるかもしれない相手でもある──

　……なんてな。最後のは、俺おれの願望が入ってしまったが。

　とまぁ、そういうわけだ。

　俺おれとあやせにとって『桐きり乃の』がどれだけ特別なのか、分かってくれたかい？

　ならいいさ。

　妹の話おさらいも終わったことだし、さっそく本題に入ろうか。

　物語は、八月──あやせが初めて夏コミに参加した日。

　俺おれがあやせに告白されて、ＯＫして、恋こい人びと同士になった──記念すべき日。

　その翌朝から始まる。




「うわああああああああ！　結局一いつ睡すいもできなかった！」

　大声と共に、勢いよく顔を洗う。

　乱暴にタオルで水を拭ぬぐい、鏡を見る。

　火ほ照てった顔面が、ジュウジュウと水分を蒸発させていく。

　昨日の夕方、あやせと別れてから、一時も興奮が収まらない。茹ゆで上あがった脳は、まともに働かず、受験勉強も手に付かない。

　なのに眠ねむ気けが一いつ切さいない。

　めっちゃ不思議な気分だった。幸せ──とも少し違ちがう。

　それもあるが、それだけじゃあ、ない。

　ほんわか～として天にも昇のぼる幸福感だけじゃなくて……落ち着かない、忙せわしない気分が渦うず巻まいている、というか。

　夜中に家を抜ぬけ出だして、千葉駅まで全力疾しつ走そうして、愛を叫さけびたくてたまらない。

『あやせえええええええええええええええええええ！　愛してるぞおぉぉぉぉぉ────！　はぁっ……はぁっ……あっ、あやせえええええええええええええええええ！』

　そんな感じでだ。

　この衝しよう動どうを、朝まで抑おさえ切れたのは、奇き跡せきと言っていい。

　なんだろうな、これ。

『酔よっ払ぱらう』ってこういうものなのかもしれん。

　テンションが上がりすぎている。

　だってあやせが、『俺おれの彼かの女じよ』なんだぜ！

　あやせが、『俺おれのことを好き』ってことなんだぜ！

　しょうがないだろ、こんなの。

　はぁ～～～～～～～～～～～～、もう！　もう！

　だーめだこりゃ。どーしようもねえよ！　どうすりゃいいんだよ！

　なにがなんだか分からねえが、身体からだを動かさずにはいられない。

　意味もなく洗面所でジャンプしてみたりする。

　どすんどすんと騒そう音おんを撒まき散ちらしていると──

「なに!?　うっさいんですケド！」

「はい！　すんません！」

　いずこからか聞こえてきた妹のキレ声に、謝罪する俺おれ。

　高校生男子、人生初彼かの女じよができた翌朝の図。

　同じ状じよう況きようを経験した他の男子は、どうなんだろう？　俺おれみたいになったんだろうか？

　赤あか城ぎあたりに聞いてみたい。

　てか、あいつ彼かの女じよいたっけな。

　サッカー部でガタイもいいし、モテそうだが……シスコンだし、どうだろうな。

　まあいいや。

　とにかく俺おれは、親しい男友達に、彼かの女じよができた自じ慢まんをしながら、上から目線で恋れん愛あい相談したいのだ！

　──なあ赤あか城ぎ。実は、俺おれ、彼かの女じよできたんだけどさァ～～～～！

　──超ちよう可か愛わいくて、年下でさァ～～～～！

　よし、この切り出し方で問題ないな！

　俺おれは勢いのまま、朝食も待たずに自室へと駆かけ戻もどり、携けい帯たい電話をわし摑づかむ。

　そこで気付いた。

「あ！　あやせからメールが来てる！」

　後から思い返してみると、こんなんでよく交際がバレずにいたもんだぜ。

　ともあれ、こんときの俺おれは、愛いとしい彼かの女じよから届いた一通のメールによって、友情を破は壊かいしかねない迷めい惑わく電でん凸とつを敢かん行こうせずにすんだわけだ。

　あやせからのメールは『夏休みも残り少ないですし……』という表題に、短い本文が続いていた。──簡潔に一言。




　──さっそくデートしましょう！




「喜んで！」

　そういうことになった。

　あやせの張り切った顔が見えるかのような文章に、こちらの心も浮うき立たつ。

　てわけで即そく、行動！

　電子機器に慣れていない俺おれは、覚おぼ束つかない手つきで返事を綴つづる。

『いいぞ！　どこに行きたい？　なにがしたい？』

　するとすぐに返事が戻もどってきた。

　きっと、あやせは俺おれにメールを送ったあと、ずっと返事を待っていたのだろう。

　ベッドの上にちょこんと座すわって、じっ……と、携けい帯たいを見つめるあやせ。

　そんな光景を妄もう想そうしてしまい、温かな嬉うれしさが胸中に広がった。

　俺おれは、あやせからの返事を読んでいく。

『お兄さん、お返事ありがとうございます。今日、時間ありますか？　なるべく早く会いたいんです』

「最高だな俺おれの彼かの女じよ！」

　ああああああ！

「俺おれも会いたいよぉぉぉおおぉぉ～～～～～～～～～～～～～～！」

　いや、すまん。

　今日の俺おれって、桐きり乃のじゃなくてもキモいって思うよな。

　違ちがうんだ。普ふ段だんはここまでじゃないんだ……仕方ねえんだよ！

　人生初彼かの女じよができて、舞まい上あがっているんだから！

　震ふるえる指で『俺おれも会いたい』と、送った。

「……っ」

　その瞬しゆん間かん、とんでもなく照れくさくなってきて、俺おれは頭を抱かかえて身体からだを震ふるわせた。

　続いて不安になった。

　いまの文面で、大だい丈じよう夫ぶだったろうか？

　キモいとか、カッコつけすぎだとか、思われなかっただろうか？

　あやせのことが好きすぎて。頭の中が、あやせで埋うめ尽つくされていて。

　こんな細かいことでも、みっともなく悩なやんでしまう。

　返事を待つ間、胸が張はり裂さけそうになってしまう。

『わたしも会いたいです』

　そう色よい返事がきただけで、はぁ～～～～～～～～～～、と、九死に一生を得たように安心してしまう。メールだけでぐったりだ。

『お兄さん、付き合うって……すごいですね』

　本当にな。

　昨日までの自分が、他人みたいだ。

　知らなかったぜ。俺おれって、彼かの女じよができると……こんなふうになっちゃうんだな。

『今日なら、いつでもＯＫだ。あやせと会えるなら、埼さい玉たま県けんにだって行ってやるぜ』

『なんですか、その変なたとえ』

『どんな辺境でも駆かけつけるって意味だ』

『もう……はいはい。なら、十時に中央駅で待ち合わせ……で、どうでしょう？　映画館もありますし』

『映画かあ……すまん、いまなにやってるか、まったく分からない』

『実はわたし、ずっと観みたいなって思っていた作品がありまして……』

　俺おれは、ベッドの脇わきにしゃがみ込こみ、あやせへの言葉を綴つづり、あやせからの返事を読み……

　そうやって……俺おれたちは、しばらくメールを送り合った。

　まるで、隣となりにいる相手と会話をするように。

『じゃあ、それを観みよう』

『はい！　楽しみにしています♡』

　くすぐったくて、照れくさくて、ドキドキする──幸福な時間だった。

　まぁ……しっかし、頭を冷やしてからメールを読み返してみると……

　計画性のない彼かれ氏しを、あやせが一いつ生しよう懸けん命めいフォローしてくれているのが分かった。

　ったく……やれやれ、俺おれってヤツは……。

　嬉うれしくもあり、情けなくもあり。

　釣つり合あう彼かれ氏しにならねーとな、と、独りごちた。




　その後──朝食を摂とって、風ふ呂ろに入って、服を選んで……あっという間に待ち合わせの時間になってしまった。

　午前九時三十分──待ち合わせ時刻の三十分前。

　俺おれは、千葉中央駅に到とう着ちやくした。

　駅前には、俺おれと同じ目的だろう同年代が、チラホラと見える。

　──デートの待ち合わせ。

　千葉住みの高校生カップルが、交通費ゼロで遊ぼうと思ったら、まあ、このあたりになるのだろう。

　千葉駅ではなく、千葉中央駅。

　俺おれの勝手な印象だが、千葉駅付近は、学生カップルたちがゆるめのデートで行く場所って感じ。平日とか、制服姿のカップルとめちゃくちゃ遭そう遇ぐうする。

　マジうらやましいので、彼かの女じよができたら、ペリエ千葉でゆるーく制服デートをするのが、俺おれのひそかな夢だったりする。

　九月になったら、叶かないそうだ。

　今日は記念すべき初デートなので、千葉駅ではなく、千葉中央駅で待ち合わせをして、映画を観みる。

　これもまた、夢に描えがいていたシチュエーション。

　ひとつ夢と違ちがうのは──夢を遙はるかに凌りよう駕がしているのは──

　デートの相手が、俺おれの彼かの女じよが……あやせだってことだ。

　さっき言ったとおり、駅前には同年代の女性が何人かいたのだが。

　一目で分かった。

　輝かがやいていたから。

　待ち合わせ時間まで、まだ三十分もあるってのに──

「あやせ！　おはよう！」

　声を掛かけながら駆かけ寄よると、綺き麗れいな姿勢で立っていた彼かの女じよが、振ふり向むいた。

「おはようございます、お兄さん。──早かったですね」

「それはこっちの台詞せりふだ。来るの早すぎだろ」

「お兄さんのことだから、きっと、早めにいらっしゃるだろうなって。少しでも早く会いたくて、それで……えへへ」

　こつん、と、拳こぶしで自分の頭を小こ突づく。

「あ、あぁ……そう、だったんだ」

　くっ……あざとい。

　なんというあざとさなんだ……あやせ！

　俺おれは会って早々、正気を失いそうだぞ。

　ええと……なんだっけ。混乱してきた……。

　落ち着いて思い出すんだ京きよう介すけ、昨夜さんざんシミュレーションしただろう！

　初デートで、彼かの女じよと会ったら、まず、まず──こう言え！

「いいな、その、服」

　俺おれの視線は、あやせの可か憐れんすぎる顔に吸い寄せられ……続いて、全体──ではなく。

　長く美しい脚あしから、目が離はなせなくなる。

　クロップドパンツから覗のぞく白い足首が、目に毒だった。

　ラフな服装なのに、素材がいいからか、着こなしのせいか、洗練されて見える。

　身内びいきなんかじゃ決してない。

　どんなに褒ほめたって百分の一も伝えられないだろうが、

「似合ってる」

　悩なやんだ末に出てきたのは、無難でつまらない言葉。自分で自分にがっかりだぜ。

　なのにあやせは、「ありがとうございます」と、笑ってくれる。

　大好きな彼かれ氏しから褒ほめられて、心から嬉うれしいんです──とばかりに。

「今日は、三度目のデートですから……ちょっとだけ冒ぼう険けんしてみたんです。そう言っていただけて、安心しました」

「……ああ」

　にこやかに答えつつ、内心すっげー焦あせる。

　──さ、三度目!?

　あれ？　俺おれたち初デートのはずでは？

　さすがにそう言うわけにもいかず、俺おれは脳をフル回転させて思考する。

　三度目ってどういうコト？　誰だれか別のやつとデートしたのと勘かん違ちがいしてる？

　え、ちょっとあやせ、いきなり浮うわ気き疑ぎ惑わくっすか？　って、そういう子じゃないよな。

　違ちがう違ちがう。じゃあなんだ……？　ううむ…………。

　いやっ……これ、もしかして──

　あやせのやつ、いままで俺おれと一いつ緒しよに出かけたのを、デートだと認にん識しきしてるのか？

　確かに俺おれ、冗じよう談だんでデートだとか言ったかもしれんけども……。

　だとしたら、あやせの中で、どれがデートで、どれがデートじゃなかったのだろう？

　俺おれにとっては重要なテーマだったので、つい、思考に没ぼつ頭とうしてしまう。

「どうしました、お兄さん？」

　彼かの女じよの呼びかけが、聞こえなくなってしまうくらいに。

「おーい、おにーさーん？」

　つん、と、頰ほおをつつかれて、気付いた。

「え？　あ──なに？　どした、あやせ」

「こっちの台詞せりふです。ぼーっとしちゃって、どうしたんです？」

「ごめん、あやせが、急に『三度目のデート』とか言うからさ、色々考えちゃって」

　不意に問われたのと、仕草が可か愛わいかったのとで、つい正直に答えてしまう。

　もちろんあやせからは、この問いがくる。

「色々って？」

「『三度目のデートでは、キスをする』って言うよな、とか」

「なっ！」

　かぁ、と、頰ほおを赤らめるあやせ。

「い──いきなり何を言うんですかっ！」

「今日って、俺おれたちが付き合い始めてから、最初のデートだろ」

「そ、そうですね。それがっ？」

「少しでも参考になればって、予習したんだよ。家にあった雑誌で」

「さては！　その雑誌に、キスのことが書いてあったんですね！　もう！　どうせえっちな本でしょう！」

「あやせが表紙だったんだが」

「…………………………」

　あやせは黙だまり込こんでしまった。

　むむむ……と、耳先まで真っ赤になって恥はじらっている様子は、とてもえろい。

　そんなあやせが表紙を飾かざっている雑誌は、えっちな本といえなくもないだろう。

　この場でそう言ったら殺されそうなので、言わんが。

　あやせは、ちら、と上うわ目め遣づかいで俺おれを見上げる。

「…………それで？」

「それで、とは？」

「……だから……その…………」

　形のいい唇くちびるを、ツンと、尖とがらせるあやせ。

「その記事を読んで……お兄さんは……どう思ったんです？」

「どうって……なるほどって、思ったぞ」

「……そういうことを聞いてるんじゃ、ないんですけど……」

　分かってるよ！　正直に答えるとだな！

『まじかぁ……そんなに早くキスしていいのかよ！』

『あやせが表紙なんだから、コレもうあやせが言ったようなもんだろ！』

『うぉおおおおおおッし！　三度目のデートでは、超ちよう気合い入れるかあ！』

　って思ったよ！

　そんで、今日いきなり『三度目のデートだぞ』って言われて、

　まさにいま！　テンパってるんだよ！

　今日！　キスの日じゃん！

「………………………………………………」

「………………………………………………」

　俺おれとあやせは、どちらからともなく視線をそらし、しばし沈ちん黙もくの時間を過ごした。

　やがて同時に振ふり向むいて、

「そっ、そろそろ行くか！」

「そうですね！　映画、始まっちゃいますし！」

　わざとらしい笑え顔がおで言って、俺おれたちは歩き出す。

　俺おれたちにとっての初デート。

　或あるいは、三度目のデートの始まりだった。




　俺おれたちが向かったのは、待ち合わせ場所の近くにある映画館だ。

　二人で歩き、二人で並んでチケットを買い、二人でドリンクを選ぶ。

　なんやかんやと、雑談を交えながらだ。

　そうして、二人で並んで観かん賞しようする。

　どれもこれも、当たり前の行動ばかり。

　なのに新しん鮮せんで、楽しかった。

　すっげー、幸せだった。

　気持ちがふわふわして、天国で遊んでいるみたいだ。

「映画、すっごく面おも白しろかったですね！」

「悪い。恋れん愛あい映画はよく分からん」

「あぁ……男の人には向いていない内容だったかも？」

「一人で観みていたら、きっと寝ねてたな」

「もぉ～」

　あやせが選んでくれた作品は、恋れん愛あい要素が強すぎて、俺おれにとっては退たい屈くつな内容。

　だけど、これを観みてよかった。

　満足した心持ちで、映画館を後にする。

「でも、不思議と楽しめたよ」

　デートムービーを、どうしてみんな観みに行くのか──よおく分かったぜ。

　好きな人と一いつ緒しよに、恋れん愛あい映画を観みる──。

　それだけで、計り知れない価値がある。

　感情移入の度合いがまったく違ちがうし、終わったあとで、こうして映画の話ができるからだ。お互たがいの恋れん愛あい観について、知り合うことができるからだ。

　いや、そんな大げさな話じゃなくても──

「そうですか。……なら、よかったです」

『今』、共通の話題になったり──

『いつか』、あんなことがあったな……って、二人で振ふり返かえることがあるかもしれない。

　得がたい想おもい出でだ。

　それに、

「次はアクション映画観みに行こうぜ？」

「はい、いいですよ」

「いつがいい？　モデルの仕事があるんだろうし、合わせるよ」

　こうして次の約束をする、きっかけにもなる。

「じゃあ……明日で？」

「早いな！　いや、嬉うれしいけど！　観みたいタイトルでもあるのか？」

「もう、違ちがいますよ。続けて映画を観みるのは、さすがに気が進みませんけど……」

　察しの悪い俺おれに、あやせはすねるように言った。

「……彼かれ氏しと、会いたいだけです」

「……俺おれも。……付き合い始めたのが、夏休みでよかったな」

　毎日会える。

　言外に含ふくませた意図が、ちゃんと伝わってくれたようで。

「……はい。そうですね」

　あやせは、照れたような微ほほ笑えみを返してくれた。




　場所は変わって、駅前のカフェ。俺おれたちは向かい合って、軽食を摂とっている。

　メニューは安価なのに、おしゃれな雰ふん囲い気き。あやせが友達とよく使う店なのだとか。

　やばい……初デート、あやせに任せっきりだ。

　うとい俺おれが選ぶより、ずっといいのだろうが、彼かれ氏しとしては情けない。

　内心焦あせっていると、あやせがこう切り出した。

「夏休みといえば……今日、会う前から考えていたことがあるんです」

「おう、なんだ？」

「いまさらですけど、『夏休みの予定』を決めませんか？」

「いつ会えるか、とか。どこに行くか、とか。何をするか、とか。相談しようってこと？」

「はい」

　恋こい人びとっぽいやり取りだったせいか、あやせはちょっと頰ほおを赤らめる。

「休みもだいぶ終わっちゃいましたし……お互たがいの予定を教え合って、なるべくたくさん会えるようにしたいなって」

「いい考えだと思うぜ」

　やはり俺おれの彼かの女じよは最高だ。

　俺おれの妹に負けないくらい外見が可か愛わいいし──それだけじゃなくて、しっかりしてる。

　あやせは、上じよう機き嫌げんに、手を合わせる仕草をする。

「なら、さっそく『打ち合わせ』ですね」

「はは、『打ち合わせ』って、なんか社会人っぽい響ひびきがするな」

「そ、そうですか？」

「ああ、さすがあやせだ」

　中学生の女の子ではあるけれど、普ふ段だんから大人に混じって仕事をしているだけのことはある。

　本心から褒ほめたのに、あやせは頰ほおをふくらませて不満顔。

「もう、からかわないでください」

「からかってねーって」
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　ああ、もう、本当に。

　中身のない会話が、こんなにも心を躍おどらせるなんて。

「じゃあ、さっそくやるか」

「はい。──わたし、夏休みの間は仕事を減らすことにしたんです。ですから八月の予定は、お兄さんに合わせますよ」

　何日か、ダメな日はありますけど──と。

　あやせは、日付を伝えてくる。

「それ以外の日なら、いつでも大だい丈じよう夫ぶです」

「俺おれも今月は、受験勉強くらいかな。つっても、余よ裕ゆうはあるから、毎日でも会えるぞ」

「夏コミで、そう言ってましたね。じゃあ、空いている日は全部会いましょう」

　あやせは、付き合うと、積極的にグイグイくるタイプらしいな。

　今後とも振ふり回まわされそうだが、それが嬉うれしい。

「ただ、本当に大だい丈じよう夫ぶなんですか？　わたしと付き合ったせいで成績が落ちた──とか、イヤですよ？」

「そうだな、分かってる」

　重く頷うなずいた。そして、浮うかれて舞まい上あがっていた自分を恥じ、反省した。

　あやせは冗じよう談だんめかして言ってくれているけど。

　もしもこの後、俺おれの成績が下がったり、志望校に落ちたりしたら、彼かの女じよは責任を感じてしまうはずだ。それは俺おれもイヤだった。絶対に。自分で自分を許せなくなっちまうだろう。

　だから、

「勉強はするさ。おまえのためにも」

　相手の目を見つめて言った。

「…………なら、いいですけど」

　あやせは何な故ぜか、目をそらしてしまう。

　ちら、と横目で俺おれを見て、強めの口調で言う。

「えっと……明日から──二人で、何をしましょうかっ？」

　俺おれは、ドキリとした内心を必死で隠かくし、

「そうだなあ……とりあえず、アクション映画に行くのは来月以降にして──」

　と、考えるふりをする。

　俺おれがあやせとしたいこと。

　そんなの、ひたすら部屋でイチャつきたいに決まっているだろ！

　初デート中に殴なぐられたくないから言わねえけども！

　何度目かの本音を告白すると、あやせをからかって怒おこらせるのは、メチャクチャ楽しい。

　楽しいんだが……ッ……それでも、今はダメだ……ガマンだ……

　今日は、あやせ曰いわく三度目のデート──

　なんとしてもキスまで行きたい！

　逆に今回を逃のがしたら、進展するのはだいぶ先になってしまうという、確信めいた予感がある！

　なので怒おこらせるような発言、行こう為いは厳禁だ。

　少なくとも、今日だけはダメッ！　控ひかえる……！

　などと思っていると、あやせがじれたように話を進めていく。

「お兄さん、お互たがいに、行きたい場所とか、やりたいこととか、言い合いましょう。それで、相談ができれば……」

「ああ、そうだなあ……」

　俺おれは、己おのれの衝しよう動どうと闘たたかいながら、生返事を繰くり返かえす。

　分かっているな、京きよう介すけ。

　セクハラ厳禁だぞ？

「俺おれ、あやせの水着姿が見たいな」

　すまない俺おれ、つい本音が漏もれた。

「もう！　言うと思いました！　お兄さんのえっち！」

　案の定あやせは、真っ赤になって怒おこり出す──

　……が、あれ？　言うほど怒おこっていない？

　いつもなら、蹴けりの二つ三つは飛んでくるシチュエーションなのに。

　あやせは「まったく……そういうところですよ……？」などと恥はじらうばかり。

　どうした……？　なぜ……蹴けってくれない……？

「いやっ、ごめん……セクハラするつもりじゃなかったんだ。俺おれは、その、ただ……夏だし、彼かの女じよと泳ぎに行きてえなって……」

「本当ですか？　すごく下心丸出しの要求だったような……」

「悪い先入観を持ちすぎだ。俺おれは、彼かの女じよと一いつ緒しよにアウトドア・アクティビティを楽しみたいだけ。ただ、それだけなんだよ」

「……疑わしいです」

「はは、ほんとだって」

「ま、まぁ……わたしも……恋こい人びとと海とか……プールとか……憧あこがれてましたし……行きたいですけど」

「お？　やった、マジで？」

　あれえ……？

　なんか、爽さわやかなカップル会話みたいになってる！

　いつもと──いままでと違ちがう!?

　なんだコレ……なんだコレ……さみしいんだが!!

「でも、お兄さん。行くなら、今日決めないと──そろそろ海もプールも終わっちゃいますし」

「だな」

　平静を装よそおいつつ、俺おれの内心では謎なぞの焦しよう燥そうが広がりつつあった。

　彼かれ氏し彼かの女じよの関係になったら、あやせにセクハラをしても、あんまり怒おこられなくなった。

　蹴けられたり、殴なぐられたり、大声でブチギレられたり、しなくなった。

　ただそれだけのことなのに……

　むしろ喜ばしいことなのに……

　つーか、まだその可能性が出ただけなのに……

　どうして俺おれは、こんなにも焦あせっているのだろう？　自分で自分が分からねえ……。

「じゃあ、急ですけど、今日場所を決めて、明後日あさつてに行く、ということでどうでしょう？」

「ああ、もちろんいいぞ！　でも、なんで明後日あさつて？」

「その……よかったら明日は──二人で水着を買いに行きましょう」

「ええ!?」

　そんな……そんな重大なイベントを……あやせから!?

「な、なんですか？　そんな大声を出して……」

「いや、だって、その…………いいのか？」

「い、いいもなにも……彼かれ氏しに水着を選んでもらうって、普ふ通つう、ですよね？」

「すごく嬉うれしいが……俺おれからそれを提案したら、殴なぐられると思ってた」

　えっち！　変態！　通報しますよ！

　──って。

「そんなことで殴なぐりませんっ。──というか、お兄さんがそんなこと言うから……恥はずかしくなってきちゃったじゃないですか……」

「あ、悪い」

　唇くちびるを尖とがらせて恥はじらうあやせは、とてつもなくえろ可か愛わいかったのだが。

　拍ひよう子し抜ぬけ！

　その感かん触しよくは否いなめない。

　消しよう沈ちんと歓かん喜きの混じり合った複雑な気分に、俺おれは胸を押おさえる。

　するとあやせは、どさどさとテーブルの上に、雑誌を積み上げた。

　──どっから出してきたんだ、コレ。

「あやせ、これは？」

「夏デートの特集記事です。打ち合わせの参考資料になるかもと思いまして」

　依い然ぜんとして、仕ビジ事ネスっぽい言い方をするあやせ。

　どれも六月～七月に発売された雑誌で、夏らしい単語が並んでいる。

「海なら、ここ。プールなら、ここ」

　彼かの女じよは付ふ箋せんを使ってページをめくり、赤ペンでマーキングされたデートスポットを指さしていく。

「どちらもまだやっていますし、実際に行った友達に聴きき取とりをしてきました。こっちの──海がいいかもです。他と比べて空いていて、帰りに行けるデートスポットもあって」

「……お、おう……じゃあそこにしようか」

　あやせのやつ……完全に、準備万ばん端たんじゃないか。

『打ち合わせ』の予習はバッチリだぜ！　とばかりの有あり様さまだ。

　八月中ちゆう旬じゆんから下げ旬じゆんにかけて。

　付き合い始めの数週間。

　この大切で貴重な期間を、残り少ない夏を、あやせは本気で、全力で、楽しもうとしているようだった。してくれている、ようだった。

「花火大会もいいよなあ」

「これ、夏前の号ですから……いまだと、花火大会は、ほとんど終わっちゃってますね」

「これとかは……あぁ、ダメか。あやせの撮さつ影えいと被かぶってる」

「来年は、行きたいですね。二人で……花火……見たいです」

「ああ、約束だ」

　あやせから、確かな、強い、愛情を感じる。

　──ああ、バカだな、俺おれ。

　──なにがセクハラに怒おこってくれなくてさみしいだよ。

　胸に、温かなものが満ちていくのが分かった。

「明日は水着を買いに行って、明後日あさつて、海か。──わくわくするな、あやせ」

「はい！」

「海の次は──」

「海の次は？　なにか、アイディアが？」

「──温泉旅行に行こうか」

　ビンタされた。首から上が吹ふっ飛とぶような一いち撃げきだ。

「わ、わわわ、わたし中学生なんですけどッ！　二人きりで泊とまりの旅行なんて──」

　却きやつ下かです、却きやつ下か！　と、怒いかりと恥はじらいが等分にブレンドされたあやせらしい顔で、叫さけぶ。

　俺おれは、モミジ型に腫はれた頰ほおを押おさえながら、

「そうだったな。つい、忘れてたぜ」

「気持ち悪い！　なんでニヤニヤしてるんですか！」

「フフフ……なぜだと思う？」

「お兄さん～～～～～～～～～～～～！　さっきからわたしを怒おこらせようとしているでしょう！」

　これだ！　これだよ……！

　今日一ドキドキするぜ。

「せっかく恋こい人びと同士になったのに……だから、なるべく怒おこらないで仲良くできたら……って我が慢まんしてたのに……」

　あやせは、テーブルに手を突つき、身を乗り出して、顔を近づけてくる。

　そうして囁ささやく。

「そういうことをするなら…………わたし……わたし……」

　そこで唐とう突とつに言葉が終わる。

　俺おれをゾクゾクさせておいて、最後まで言わず、止めてしまう。

「そ、そういうことをするなら、なんなの？」

「遠えん慮りよなく、おねだりしちゃいますよ？」

　ありゃ？　思いのほか、可か愛わいい台詞せりふが飛び出てきたぞ……。

　俺おれはやや拍ひよう子し抜ぬけしつつも、笑って両手を広げる。

「なんでも言ってくれ──怒おこらせちゃったお詫わびに、言うこと聞くぜ」

「いいんですか？」

「もちろん」

　彼かの女じよにおねだりされるなんて。こんなに嬉うれしいことはない。お詫わびでもなんでもねえわ。

　なにを要求されたって、俺おれが断るわけがないぜ。

　あやせは怒おこっていたはずなのに、とても控ひかえめに切り出した。

「じゃあ……遠えん慮りよなく、お願いなんですけど……」

　恥はじらうような口調で、

「お兄さんの部屋に、監かん視しカメラを設置させてください」

「バカじゃねえのおまえ？」

　さすがあやせだわ。俺おれの想定を易やす々やすと飛とび越こえてきやがるぜ。

「ば、バカって！　『なんでも言ってくれ』って言ったじゃないですか！」

「限度があるだろ！　なんで俺おれの部屋に監かん視しカメラを設置する必要があんの!?」

「恋こい人びと同士になったからです！」

「意味が分からない！　説明して！」

「え……普ふ通つうですよね？」

　なぁにその、『俺おれの方がおかしい』みたいな態度ぉ～。

　ぜってー普ふ通つうじゃねえって。

　普ふ通つうの彼かの女じよは、彼かれ氏しの部屋に監かん視しカメラ取り付けねえって。

「オーケイ分かった。分かってねえが分かった。話が進まねえし、ひとまず……普ふ通つうかどうかは脇わきに置いておこう……」

　不満そうにしているあやせに、俺おれは言葉を選んで問う。

「もう一度聞くけど、なんで俺おれの部屋に監かん視しカメラを設置する必要があんの？」

「お兄さんが部屋で何をしているのか一秒たりとも見み逃のがさずすべてを把は握あくしたいんです！」

「怖こわい！」

　堂々と許可を求めてくるところがさらに怖こわい！

「それと万が一にも浮うわ気きをしないようにです！」

「誰だれと浮うわ気きするっつうんだよ！　自じ慢まんじゃないが俺おれはモテないぞ！」

「それは……その…………………………桐きり乃のとか」

「その誤解は解けたんじゃなかったのか！」

「とっ、解けましたけど…………でもホラ、桐きり乃のって、すっごく可か愛わいいじゃないですか？」

「まあ、顔はね？」

　性格はクソだぞ。

「そんな娘こと毎日、朝から夜までずっと一いつ緒しよにいたら……え、えっちなお兄さんは、我が慢まんできなくなっちゃうに決まってます！」

「ははっ、それ以上言うと、さすがに俺おれも怒おこるからな」

　やめて！　妹にそういうの、マジでやめて！　きっついんだって……！

「ちなみにわたしだったら、一日でも理性が持ちません！」

「気持ち悪い台詞せりふでごまかそうとしても無む駄だだぞ」

「ごまかす？　わたしは最初から、本心しか言ってませんけど？」

「…………………………」

　俺おれの彼かの女じよやべえわ。知ってたけど、ここに来てさらにアクセルを踏ふんできたわ。

　こちらが絶句していると、あやせは何やら沈ちん思しして、分かった風な顔で言う。

「……お兄さんがどうしても気になるなら、照明型とかでもいいんですけど」

「監かん視しカメラの形状の話はしてねーんだよな～。それで俺おれが『ほっ……照明型なら安心だぜ！』ってなると思うのか」

　つーかそんなのあるんだ怖こええな。

　そしてそういうのに詳くわしい俺おれの彼かの女じよも怖こええな。

「照明型だと、部屋全体をよく見下ろせるんですけど」

「知らねえよ！」

　その怪あやしい電気屋みたいな知識どこで仕入れてんだ……。

「お兄さんが望むなら……わたしの部屋にも……監かん視しカメラを設置してもいいですよ？」

「えっ、なにそれ……超ちようドキドキする……でも結構です」

　なあ、あやせ……俺おれたちさあ。

　店内で一番、ド変態な会話をしてね？

　俺おれは、がっくりと肩かたを落とし、大きな溜ため息いきを吐つく。

「しッかし、付き合い始めてから初の痴ち話わ喧げん嘩かがコレとはな……」

「なっ……元はといえば、お兄さんが悪いんでしょう？」

「そうだな、悪かったよ。ただ──俺おれたちらしいなって思ってさ」

「もぉ……」

　小さな唇くちびるを尖とがらせて、可か愛わいくすねるあやせ。

　その様子からは、さっき垣かい間ま見みえた異常さの片へん鱗りんさえも見えない。

「怒おこらせたお詫わびはぜひさせてくれ。監かん視しカメラ以外で」

「じゃあ……いまは思いつかないので……考えておきます」

「ああ。……そろそろ出るか？」

「お店を出る前に、もうひとつ相談をしませんか？」

「あ──そうだな、そうしよう」

　相談内容は決まっている。

「今日、まだ時間ありますよね──これからどこに行きましょう？」

　痴ち話わ喧げん嘩かを終えた俺おれたちは……

　ようやく『普ふ通つうのカップル』らしい話題に興じ始めた。




　駅から少し歩き、路地裏へと入っていく。

『桐きり乃のが話していた例の場所』は、このあたりのはずだが……。

「…………………………」

　さぁてさて、それはさておき相談だ。

　実は俺おれ、カフェを出てからずっと、『彼かの女じよと手を繫つなごう』と機会をうかがっているんだけどさ。──どうすりゃいいと思う？

　勝手に繫つなげばいいじゃねえかって？

　あぁそうだな。俺おれとあやせは、晴れて恋こい人びと同士になったわけだし、三度目のデートらしいし、手を繫つないで歩いたってまったく問題ない。ないはずだ。

　でもさ！　『初めて手を繫つなぐ』って、どうすりゃいいのよ？

　彼かの女じよの手を取るというそれだけのことが、俺おれにとっては、難しい。

　なにせ初彼かの女じよなもんだから。

　色々想像しちまうんだよ。

　万が一、振ふり払はらわれたりしたら？　やめてください、って、拒きよ絶ぜつされたら？

　それはとても────…………

　──興奮するな。

「じゃなくて！」

「？　お兄さん？」

「えっ？　あ──スマン、なんでもない」

　不思議そうに見上げてくるあやせに、慌あわててごまかしの言葉を投げる。

　すると彼かの女じよは、いい機会だとばかりに、当然の疑問を投げてきた。

「そろそろ教えてくれますか？　わたしたち、どこに向かっているんです？　段々と……その……暗い雰ふん囲い気きの場所になってきましたけど」

「あぁ、実はこの前、桐きり乃のに自じ慢まんされてさ」

　俺おれは、歩む足を止め、答える。

「『彼かの女じよがいたら俺おれも行ってみてーな』って、思ってた店なんだけど……」




　──マジマジ、ちょーよかったんだって。あんたも行って──あ、彼かの女じよいないから無理か。ふひひ、あそこは男だけで行ってもねー。

　──ったく、しょーがないから、あたしが一いつ緒しよに行ってあげてもいいケド？




　ぐぬぬ……あの兄を馬ば鹿かにするときの楽しそうな顔！

　思い出したら、腹立ってきたぞ。

　あやせは、俺おれの回答に目を大きくして、

「桐きり乃のに？　あ、もしかして──占うらないのお店ですか？」

「そうそう。なんだ、やっぱりあやせも自じ慢まんされたのか」

「はい、実はそれでちょっと喧けん嘩かしちゃったんですよ。桐きり乃のってば、わたしじゃない子たちと行ったみたいで」

「……そ、そか」

　別に、あやせじゃない友達と遊んだっていいじゃん！

　相変わらずこの女、桐きり乃のへの独どく占せん欲がハンパねーな……。

　当時を思い出しているのか、あやせは目つきを鋭するどくする。

「その時は、わたし怒おこってたので、桐きり乃のの台詞せりふなのに半分くらいしか覚えていないんですけど……すっごく面おも白しろかったって」

　怒おこってないときは、桐きり乃のの台詞せりふを全部覚えてるの？

　……覚えてるんだろうなあ。

　内心やや引きつつも、俺おれは興味を引かれ、問う。

「俺おれ、桐きり乃のからは、内装が本格的だったとか、雰ふん囲い気きあったとか、女の子に人気あるとか──そういうのしか聞いてなくてさ」

　もしかしたらちゃんと説明してくれていたのかもしれんが、うちの妹が興奮してオススメしてくるときって、基本なに言ってるか分からんからね。

　俺おれには、まったく伝わってない。

「結局どうよかったのか、実は、いまいち分かってねーんだ」

「桐きり乃のって、説明するの下手ですよね」

「だよな！」

　俺おれとあやせの会話で一番盛り上がるのは、いつだって桐きり乃ののことだ。

　まあ、さすがに俺おれの方が、桐きり乃ののことをよく知っているとは思うけど。

　学校での桐きり乃の、女子グループでの桐きり乃の、仕事中の桐きり乃のについては、あやせの方が詳くわしいだろう。まあ、総合的には、俺おれの方が詳くわしいに決まっているが。なにせ実の妹だからな。

「すごく当たるらしいですよ」

「へえ、あやせは占うらないって信じるか？」

「いいえ、占うらないって、あくまで会話術を使ったエンターテインメントだと思います」

　バッサリである。現実的だな……あやせらしいというか。

「トリックだ、なんて言うつもりはないんです。みんな、そういうのを分かっていて、楽しむために占うらなってもらっているんですから」

「最近の女子って、そういうもんか」

「そういうものです。ふふ、お兄さんって、時々お爺じいさんみたいな言い方しますよね」

「……自覚はあるよ」

　地味に傷つくぜ。

　そんな俺おれの内心を知ってか知らずか、あやせは楽しそうに話を続ける。

「あ、でも、そういえば桐きり乃のは、『あれ、本物かもっ！』なんて言ってました」

「あいつ、なにを占うらなったんだ？」

　まずそこからして、伝わってこなかったからな。

「『未来の自分』がどうなってるか、聞いたそうです」

「ふうん、らしくねー気もするが」

　未来はあたしが自分で決める！　とか、桐きり乃のなら言いそうなもんだけど。

「そんなことないですよ？　桐きり乃のらしいです」

「というと？」

「周りの子に合わせたんでしょう。桐きり乃のもわたしと同じで、占うらないは信じていなかったはずですから、占うらない師しへのリクエストは、なんだってよかったはずです。お店を出た後、みんなで盛り上がれる内容でさえあれば」

「学校での桐きり乃の、か……なるほどな」

　周りに合わせて無難な占うらないをしてもらう──ワガママ放題な桐きり乃のとは、別の顔だ。

「『未来の自分』なんて、占うらないが当たったかどうか、未来になんなきゃ分かんねーじゃん」

　桐きり乃ののやつ、客が喜ぶような未来でも占うらなってもらって、それで舞まい上あがってるとか？

「あはは、桐きり乃の、絵を描かいてもらったそうですよ」

「未来……占うらない結果の？」

「はい、珍めずらしいですよね、似顔絵屋さんと占うらない師しさんをミックスしたみたいで。ちなみにその占うらない師しさんは、ミステリアスな若い女性なんだとか」

「はいはいはいはい……あー、そりゃ、女の子ウケしそう」

　モノがあれば、友達同士で話のネタになったり、画像をネットに上げたりできるってわけだ。

　的中するかどうかは、わりとどうでもいいのかも。

　いや、でも、桐きり乃のは『本物だ』っつってたんだよな……？

　考え込む俺おれに、あやせが写真を見せてくれた。

「これがその、絵の写真です」

「……上う手まいな」

　映っていたのは、少年と少女の絵だ。

　絵なのに、はっきりと『桐きり乃のに似ている』ことが分かる。

「これが桐きり乃のの未来？　子供とか？」

「そう言われたそうです。えっと……数多あまたある運命の一つ……だったかな」

　確定した未来だと言い切らないあたり、逃にげ道みちを残した曖あい昧まいな口上だ。

「桐きり乃のの子供ねえ……」

　そんな遙はるか遠とおい未来など、想像もできんが。

　桐きり乃のの子供と俺おれが会う──いつか、そんな未来があるのだろうか。

「このふたり、兄きよう妹だいか。……兄貴の方は、そのまんま桐きり乃のの男版って感じだな」

　つまり、超ちよう美少年ってこった。

　俺おれより年下だろうに、金きん髪ぱつに染めていて、ピアスまでしている。

　悪そうで、なのに頭はキレそうで、いかにも女にモテそうな風ふう貌ぼう。

　ぶっちゃけ、俺おれの嫌きらいなタイプだが……………………なの、だが。

「この──長男くん？　かっこいいですよね。さすが桐きり乃のの息むす子こです」

　ぶっ殺すぞこのイケメン野や郎ろう！　と、憤ふん慨がいして当然の場面……なの、だが。

「うーん」

　不思議と『嫌きらい』『ムカつく』という感情が湧わいてこない。

　あやせが男を褒ほめるところを聞いても、何な故ぜか嫉しつ妬とする気にならない。

『俺おれもそう思う』と、誇ほこらしく同意してしまう。

　俺おれから見て、甥おいっ子だからか？

　一方で、

「こっちの妹は……」

「あはは……桐きり乃のそっくりの顔立ちなのに、どうしてこんなに雰ふん囲い気きが違ちがうんでしょうね？」

　そう、そうなのだ。

　妹の方も、間ま違ちがいなく超ちよう美少女ではあるんだが……。

　桐きり乃のそっくりの顔をしていて、数万年に一人レベルの可か憐れんさだとは思うんだが……。

　なんつーか、このアホ毛といい、萌もえ漫まん画がみたいなツインテといい、締しまりのない表情といい…………

「アホそうで心配になるな」

「姪めいっ子に対してひどくないですか!?」

「この兄貴、苦労してそうで同情するわ」

　あくまで信しん憑ぴよう性のない、占うらない結果の絵でしかないんだが。

『おまえも頑がん張ばれよ』と応おう援えんしたくなる心持ちだった。

「しっかし……これなら桐きり乃のが『本物』だと言いたくなる気持ちも分かるな」

「『上う手まい演出』の結果ではあるんでしょうけど、ここまで具体的だと……」

「『本当に未来を視みている』のかもって、思っちゃうよな」

　これは俄が然ぜん、楽しみになってきた。

「なぁあやせ、俺おれたちの子供も描かいてもらおうぜ」

「なっ──も、もおっ……」

　げしげし、と、真っ赤になったあやせに肘ひじで脇わき腹ばらを突つかれながら、俺おれは再び歩き始めた。




　その店は、路地裏の雑居ビル──その、地下一階にあった。

　道の脇わきにポツンと置かれた怪あやしい看板に、店名が書かれている。

　まるでバーの入口だ。や、俺おれ、バーなんて入ったことねえけども。

「ここ、だな」

「ここ……です、ね」

　俺おれたちは、地下への階段を覗のぞき込こむ。

　薄うす暗ぐらい空間は、非日常への入口だ。

　中高生にとっては馴な染じみのない、アンダーグラウンドの気配。

　自分でいうのもなんだが『背せ伸のびをしたい学生』のデートには最適だろう。

　手すりのない階段へと足を踏ふみ出だすにあたって、俺おれは、自然とあやせに手を差さし伸のべていた。

「……あっ」

　あやせは、ちょっとびっくりしたようだったが……

「ありがとうございます、お兄さん」

　恥はじらいながらも、俺おれの手を取る。

　そこで俺おれも、遅おくればせながら事態に気付く。

　──手！　手、繫つないでるじゃん！

　──うああ！　意識してなかった……！　てかっ……柔やわらか……っ！

　はぁ……はぁ……階段から転げ落ちるかと思ったぜ。

　内心で大混乱しているのとは裏腹に、俺おれは、ゆっくりと慎しん重ちように、一段一段下りていく。

　なにせ、あやせと手を繫つないでいるんだから。

　俺おれが転んだら、あやせまで巻まき込こんでしまう。

「…………………………」

　結けつ婚こんした男が危険を冒おかさなくなる──『守りに入る』というのは、こういうことなのかもしれねーな。あああ……混乱しているせいで、飛ひ躍やくしまくった恥はずかしい考えが浮うかんでくる。

　傍はたから見たら何事もなくとも、俺おれにとっては大冒ぼう険けん。

　そんなこんなで階段を下り、俺おれたちは、占うらないの館にたどりついた。

　カップルが、すでに二組並んでいる。

「まあ、人気あるって言ってたもんな」

「むしろ空いている方かもです。運がよかったですね」

「だな」

　狭せまい空間で、雑談をし、しばし待つ。

　占うらないの時間は、どうもまちまちで、一組目が数分で戻もどってきたのに、二組目のカップルがなかなか戻もどってこない。たっぷり二十分ほども待たされて、ようやく俺おれたちの番になった。

「……行くか」

「はい……なんだか、緊きん張ちようします」

「はは、俺おれも」

　ドアノブをひねり、開ける。

　ちりん──と、鈴すずの音が綺き麗れいに響ひびいた。




　そこは、コンクリート打ちっぱなしの空間だった。

　薄うす暗ぐらい部屋が、紫むらさき色いろの灯あかりでぼんやりと照らされている。

　あちこちが深い紅色の布で装そう飾しよくされ、俺おれたちの視界を制限している。

　魔ま術じゆつ的で、ミステリアスで、かなり本格的な占うらないの館といえよう。

　ドキドキと心臓が高鳴った。もちろんそれは、あやせと手をつないでいるからってのもあったろうが。

「ようこそ、お客様」

　どこからともなく、女性の声が響ひびいてきた。

「ここは、彼ひ岸がんと此し岸がんの狭はざ間ま。夢と現うつつの境界。時が揺ゆらぎ、場所が意味を見失う、曖あい昧まいなる世界」

　流れるように紡つむがれる口上。

「どうぞ、そのままお二人で、前にお進みください」

「「……………………」」

　俺おれたちは顔を見合わせ、くすりと微ほほ笑えみ合う。

　手をつないだまま、声の誘ゆう導どうに従い進む。

　切れ目の入った布をめくると、正面に占うらない師しの姿があった。

　魔ま術じゆつ師然とした黒ローブに身を包み、目ま深ぶかにフードをかぶり、椅い子すに座すわっている。

　彼かの女じよの正面には広めのテーブルがあり、水すい晶しよう玉だまやスケッチブック、タロットカードなどが載っているのが見えた。

　でもって、テーブルを挟はさんだこちら側にも、洒しや落れた椅い子すが複数並んでいる。

　よくある形式の、占うらないの館。

「お座すわりください」

　占うらない師しの女性は、上向きにした掌てのひらを差し出すようにして、俺おれたちを促うながした。

　指示通り、あやせと並んで座すわり、対面する。

「あの……」

　と、あやせが切り出した。

「わたしたち……三度目……いいえ、付き合い始めてから、初めてのデートなんです」

「ふふっ……では、初めてのデートが盛り上がるような占うらないが？」

「はい、お願いします！」

　意外とノリいいよな、あやせって。

　占うらない師しは、人差し指であごに触ふれ、しばし思案しているようだった。

　やがて、やや軽い口調で、

「ホントは、コース選せん択たくとか色々あるんですけど、あたしにお任せしていただけるなら、今回は特別に──割引した料金で占うらないますよ」

「えっ、いいんですか？」

　これ……占うらないの値段が店のどこにも書いていないし、来る客全員に『特別に割引します』って言ってるんじゃねーの？

　どうにもあやせは、素す直なおすぎるし、お人ひと好よしすぎる。

　そこがいいところなんだけどさ。

　俺おれが脳内でノロけているうちに、値段の話が終わったようだ。

　異存ない値段設定だったので、成り行きに任せる。

「では、始めますね」

　占うらない師しは張り切った様子で、タロットカードを手に取りシャッフルを始める。

「俺おれが聞いた話では、『絵を描かいて占うらなう』って」

「はい、フフフ……それがここの売りですから。タロットと水すい晶しよう玉だまで占うらないまして──結果を絵に描かいて、お渡わたししています」

　と、いうことらしい。

「そっか……楽しみだな、あやせ」

「占うらない結果の絵……わたしがもらってもいいですか？　その、記念に」

「もちろんだ」

　後から考えると、あやせの要望には複数の意図が込こめられていた。

　ひとつめは言葉どおり。

　ふたつめは──……いま言うことじゃねえか。

　俺おれはこう聞いた。

「何を占うらなってくれるんですか？」

「将来、お二人が築く家庭……なんて、どうでしょう？」

「しょ、しょうらい……って」

　どんな将来を想像したのか、あやせは、かぁぁ……と頰ほおを赤らめ、うつむいてしまう。

　ＹＥＳ！　この占うらない師し、いい仕事するぜ！

　俺おれは内心歓かん声せいを上げ、占うらない師しの振ふりに乗っていく。

「いいですね。それでお願いします」

「お、お兄さん！」

「なに恥はずかしがってるんだ。予定通りじゃないか」

「そ、そうですけど……っ……」

「フフ、仲がよろしいんですね。羨うらやましいです」

「まあ、はい」

「おぉ……そこまでハッキリ肯こう定ていされると清すが々すがしいですね。っと……さ、最初の占うらないの結果が出ますよ」

　話している間も、占うらない師しの手は器用に動き、タロットカードをテーブルの上に並べていく。

　最後に、強調するような動作で、カードの束から一枚の札を引き出し、俺おれたちの前に示した。

　──死神のカードだ。

「えっと……これで、なにが分かったんですか？」

「はい、これはですね……そのー……お客様……彼かれ氏しさんが」

「俺おれが？」

「もうすぐ死ぬみたいです」

「うぉぉい!?」

　ストレートすぎるだろ！　なんだよ『死ぬ』って！

　や、確かに不ふ吉きつそうな並びだったけども！

「もっと正確に言うと……『今月中に殺される』運命だと出ています」

「余命半月!?　しかも他殺かよ!!」

　ってか、そもそも占うらない師しって客商売だろ!?

　客に『死にます』とか『殺されます』とか言っていいわけ!?

　今月中とか超ちよう具体的だしよ！

　占うらないなんか信じちゃいないけど、さすがに不安になってくるぜ！

　イヤっ……だって、当たり外れが検証できちまうじゃねーか！

　そんだけ占うらない結果に自信があるってことだろ！

　慌あわてる俺おれとは裏腹に、あやせは（表面上）冷静だった。

　俺おれたちの大切な記念日に、舐めた占いをした者に向かって──落ち着いた口調で問う。

「占うらない師しさん？　……わたしの彼かれ氏しが『今月中に死ぬ』んですか？　ふーん…………どういうことです？」

「ご、ごめんなさい。お二人の将来を占うらなうはずが……あたしも、まさかこんな結果が出るなんて……あれえ……？　お、おかしいですね……」

　あやせの本ほん性しようを知らないはずの彼かの女じよは、しかし、大いに怯おびえている様子だった。

「うう……そんなはずは……誰だれに殺されたんだろう？」

　過去形で言うのやめてくれる？

　これ、この言い方……仮に占うらないが本物だとして──そこまで詳しよう細さいには視みえてないのか？

「……やれやれ、よく当たると聞いていましたが……桐きり乃のの勘かん違ちがいだったみたいです。出ましょうか、お兄さん」

　冷たい声で席を立つあやせ。占うらない師しは、それを掌てのひらを突つき出だして止めようとする。

「ま、待ってください！」

　あやせはチラリと振ふり返かえって、

「不幸を避さけるために、怪あやしいお守りを買えとでも？」

「貴方にそんな恐おそろしいことしません！」

「じゃあ、なんです？」

「もう一度！　もう一度チャンスをください！　もっと詳くわしく視みてみますから……！」

　両手を合わせ、あやせに祈いのりを捧ささげる占うらない師し。

　あまりにも必死すぎる。どうしてもあやせの怒いかりを買いたくない──そんな様子。

　……てかあんた、ミステリアスな印象が台無しになってるがいいのか？

「と……言っていますけど。お兄さん、どうします？」

「占うらなってもらおうぜ。せっかくだし」

　だってこのまま帰ったら、ずっと不安が続きそうじゃんか。

「……ふん、そうですね。では、最後に一度だけ……お願いします」

「ありがとうございますっ！　全力を尽つくしますっ！」

　フウ、ギリギリで命拾いしたぜ……！

　そう言わんばかりの態度だった。

　俺おれの不安が、急激に増大していく。

　原因は、占うらない師しの態度だ。

　この人は自身の占うらないによって、未来を知っているんじゃないか。

『あやせを怒おこらせたらどうなるか』──熟知しているんじゃないか。

　そんな考えが脳のう裏りをよぎったからだ。だとしたら、俺おれは……マジで……

　気を取り直したように、しかしあやせへの畏おそれを残したまま、彼かの女じよは言う。

「あたしの占うらないはですね。あくまで、運命を視みているだけなんです。現時点で、その人がたどりやすい未来、と、いいますか」

「つまり、確定したものではない？」

「はい！　運命は、変えられるんです！」

　勢いきおい込こんで言い放つ彼かの女じよに、あやせは冷れい淡たんに鼻を鳴らす。

「よくある占うらないの逃げ口上エクスキユーズに聞こえますけど」

「半信半疑で構いませんので、聞いてください。運命は、何種類もあって、変わることもあります。変えることもできます。よりよい未来のために、ほんの少しの助言ができれば──あたしの占うらないは、そういうものなんです」

「そうですか。それで？」

　……あやせがおっかねえ。

　俺おれのために怒おこってくれているってのは、もちろん承知しているし、嬉うれしいんだが……。

　怖こわいものは怖こわいんだよ！

　占うらない師しは、俺おれに言う。

「貴方あなたの現在は、数多あまたの選せん択たくの積み重ねでできています。ひとつでも選せん択たくが異なっていれば、貴方あなたが別の選せん択たくをしていれば──違ちがう現在に至っていたはずです」

　桐きり乃のが聞いたら『エロゲと同じじゃん』などと言うかもしれん。

　人生はエロゲに通ず。

　アホらしいが、ある意味、真理かもしれん。

「未来も同じです」

「俺おれの選せん択たくで、変わるってことか」

　フレンドリーな対応のせいで、というかインパクトの強すぎる占うらない結果のせいで、俺おれも口調が段々と砕くだけてきている。

「はい。今回、特に大事なのは、直近の選せん択たくですね。──お客様……彼かれ氏しさん……今月、『死ぬような選せん択たく』をする心当たりが？」

　あるわけねえだろ！

　と、言いたいが……………………………………………………………………なくはない。

　俺おれの視線に気付いたあやせが、きょとんと可か愛わいく首をかしげる。

「お兄さん？　どうしてわたしを見るんです？」

「いや、なんでもない」

　事によっては、ここが『死の選せん択たく』なのかもしれなかった。

　おかしなことは言えん。

　あんたもだぞ、占うらない師し。これ以上、おかしなことを言って、あやせを刺し激げきしてくれるなよ？

　俺おれのアイコンタクトを受けた彼かの女じよは、承知しましたとばかりに深く頷うなずき、水すい晶しよう玉だまに手をかざした。目を閉じ、なにやら念じる。やがて言った。

「月末までに、貴方あなたがたどるであろう『複数の未来』を占うらなってみました」

「そうか。今度はどんな未来が視みえた？」

「死ぬ未来ばっかりですね」

「このままだとアンタも死ぬぞ！」

「分かってますぅ～～～～～～～！　でも噓うそは吐つけませえん！」

　占うらない師しは、オーバーリアクションで叫さけぶ。

「というかっ、なんでこんなに死の運命デツドエンド一直線なんです!?　現時点からの未来このルートだとほぼ死ぬじゃないですか！」

「俺おれが聞きてえよ！　てかほぼ死ぬんだ俺おれ!?」

　あやせと付き合ったから？　あやせと付き合ったからなのか!?

　あやせに愛されるという奇き跡せきを起こすのに、人生の運を使い果たしてしまったのか!?

「『ほぼ』って言ったな!?　俺おれが生き残る未来があるのか!?」

「あるので頑がん張ばってください！」

「具体的にどうすりゃいい？」

　我ながら、完全に信じた体ていの台詞せりふだった。

　正直なところ半信半疑以下だが、ここまで言われたら、信じてなくてもこう言うよ。

「うぅ……気をつけてください、としか……。とりあえず今月中……いまから半月以内に多くの『死の選せん択たく』があることを、半信半疑でも意識していただけたようなので、あたしにできることは終わりです」

「超ちよう不安なんだが？　デートで来たのに、楽しい気分で帰れないんだが？」

「当初の予定どおり、彼かれ氏しさんが生き延びた場合の、素す敵てきな未来についてお話しするので、どうかそれでお許しを！　か、彼かの女じよさん!?　さっきから、靴くつをトントンする仕草怖こわいんでやめてもらえます!?」

　さっきからあやせは、座すわったまま、意味深に脚あしを動かしているのだが……。

　俺おれは知っている。

　これが、キレる予兆であると。いい加減にしないとマジで蹴けりが放たれると。

「……『素す敵てきな未来』とやらを早めに頼たのむ」

「はっ、はいっ！」

　占うらない師しはスケッチブックをつかみとり、音を立てて机に押おしつけ、ガリガリガリガリ！　と、高速でペンを走らせた。

「うおぉ……こりゃすげえ」

　即そつ興きようで『未来の絵』を描かいているようだ。

　その仕草は素しろ人うと目めにも手慣れていて、こちらが本業なのではと思わせるほどのものだった。やがて──

「完成です！」

　彼かの女じよはできあがった絵を、さっそくあやせに手て渡わたす。

　不ふ機き嫌げんだったあやせは、絵を見るや、目を見開いた。

「これって──」

「？　どれどれ……？」

　俺おれも、脇わきから絵を覗のぞき込こんだ。

　描えがかれていたのは、とてつもなく愛らしい、幼い少女だ。綺き麗れいな黒くろ髪かみが、よく似ている。

「お二人の子供──娘むすめさんです！　どうです？　すっごく可か愛わいいでしょう～～？」

　よほど絵に自信があるのか、誇ほこらしげな声で胸を張る。

「あー……まぁ、可か愛わいいけどさ。絵のデキも上う手まいと思うけどさ」

　俺おれは、頰ほおを搔かいて感想を漏もらす。

　すると、占うらない師しの唯ゆい一いつ見えている口元が、不満げに尖とがった。

「む、なにか文句でも？」

「文句っつーか、あやせに似すぎだろ！」

「それはまあ、親子ですし」

「俺おれの遺伝子どこ行った？」

「さあ～……でも、お母さんに似て、良かったじゃないですか。逆よりいいでしょう？」

「失礼すぎる！　俺おれの心はいたく傷ついたぞ！　アンタ絶対、あやせを見てそのまま幼く描かいただけだろ！」

「そちらこそ失敬です。そんなことありません」

　ぷい、とそっぽを向いてしまう。

　くそっ……なんだこいつ……客に対する口調じゃないぞ……。

　いや！　それよりいまは、あやせだ！

　この絵で、あやせの怒いかりが、果たして収まったかどうか──

　チラリと顔色をうかがうと、あやせは、

「……この子が…………お兄さんと……わたしの……」

　真っ赤になって硬こう直ちよくしていた。

「えへへ……なんだか、くすぐったい……ですね」

　あやせは、口元を緩ゆるませ、にやけている。

　恥はじらいと愛情がない交ぜになった眼まな差ざしで、その絵を見つめている。

　彼かの女じよは……いつか同じ目で、同じ顔で、子供を見るのだろうか。

「あぁ……そう、だな」

　俺おれは想おもう。

　不ふ吉きつすぎる占うらないをされちまったが……この顔を見られただけで……

　来てよかったな──って、さ。

「お気に召めして、いただけましたか？」

　おずおずと問う声に、あやせは優やさしく「はい」と答える。

　柔やわらかな空気が、部屋に満ちていく。

「あやせ……もう少し詳くわしく、聞いてみようぜ」

「……そ、そうしましょうか？」

「なんなりと」

　調子を取とり戻もどした占うらない師しは、再び両手を水すい晶しよう玉だまにかざす。

　俺おれは、少し考え、あやせが喜びそうな問いをする。

「子供がいるってことは……俺おれたち、将来結けつ婚こんするってことだよな？」

「もちろんです」

「ふうん」

　いまに至っても、俺おれは占うらないを信じちゃいない。

　あやせとのデートに相応ふさわしい会話ができればいいだけだ。

　そのためなら、信じた体ていで合わせるくらい、どうってことはない。

「どんな感じなんだ？　俺おれたち夫ふう婦ふは」

　あやせを恥はじらわせ、今後楽しい会話のネタにもなる、悪くない質問だろう。

　占うらない師しはまず、期待通りの台詞せりふを言う。

「とっても仲のいい夫ふう婦ふですよ。結けつ婚こんしてから十年以上経たっても、新しん婚こんみたいにラブラブです」

「ら、らぶらぶ……そう、なんだ……えへへ」

　あやせは、嬉うれしそうに照れている。

　よしよし、いい感じじゃないか。占うらない師しちゃん、最初からコレをやれよ。

「お父さんも、お母さんも、すごく優やさしくて、お母さんはちょっぴり厳しいですけれど──この子は、毎日幸せに暮らしています」

「うんうん、そうかそうか」

　創作だと分かっちゃいても、嬉うれしいもんだな。

「なああやせ、お母さん厳しいってさ」

「そ、それはきっと、娘むすめのためですよ！」

「はは、きっとそうだろうな。あやせのことだから、たくさん習い事に通わせたり、ゲームや漫まん画がを禁止したり、栄養バランスがどうのこうのって、お菓か子しを与あたえなかったりしそうだ」

「え？　それって、厳しいですか？」

　あやせの『当たり前ですよね？』みたいな態度に、俺おれはやや引いた。

　占うらない師しも「うえー……」と、イヤそうな声を漏もらしている。

　占うらないなどできない俺おれにも分かった。

　将来あやせは、きつめの教育ママになると。

「なかなか苦労してそうだな、俺おれの娘むすめ」

「この子は、『お母さんに内ない緒しよだよ』って、こっそりお菓か子しをくれるお父さんのことが大好きで……だけどいつもバレちゃって、親子一いつ緒しよに、お母さんに𠮟しかられているんです」

「あのー……京きよう介すけパパは、わたしだけ悪者にして、ずるくないですか？」

「おいおい、未来のことで怒おこられても困るぜ。つーか、あやせママは子供に厳しすぎると思うぞ……？」

　そうやってしばし、未来を前まえ倒だおしにした、奇き妙みような夫ふう婦ふ喧げん嘩かをする。

　この不思議な体験こそが、占うらないの館の『本来の醍だい醐ご味み』なんだろうな。

　すっかり堪たん能のうした。

　めちゃくちゃ嬉うれしかったよ──あやせと一時とはいえ、夫ふう婦ふになれた気がしたから。

「平和そうな家族で、よかったよ」

「ふふ、そうですね」

　あやせも、同じように思ってくれているといい。

　ってな感じで、一ひと悶もん着ちやくあったものの、俺おれたちは、客として大変満足していたのだが──

「ただ、この子には、大きな悩なやみがひとつありまして」

「俺おれたちの可か愛わいい娘むすめに悩なやみ？　そりゃ、聞き捨てならねえな」

「はい……悩なやみというのは、叔お母ばさんのことで……」

　？　おばさん？　いや……叔お母ばさんか？　つまり──

「「桐きり乃の？」」

　俺おれとあやせは、声を揃そろえて顔を見合わせた。

　占うらない師しは、感情を込こめるようにして語る。

「そう──若くて綺き麗れいで、海外でモデルの仕事をしている……桐きり乃の叔オ母バちゃんのことです」

　驚おどろくような台詞せりふではない。俺おれたちが、桐きり乃のの名前を口にしているのだから。

　これまでの会話から得た情報で、なんとでもいえる部分だろう。なのに、

「き──桐きり乃のがどうしたって言うんですかっ？」

　あやせ、食い付きすぎだろ。桐きり乃ののことになるとこうだからなあ。

　占うらない師しは『俺おれたちの娘むすめ』の代弁をするかのように、真しんに迫せまった様子で、こう訴うつたえる。

「うざいんです。とっても」

「あ、うん」

　うざいんだ、桐きり乃の叔お母ばさん。

「ひっどいんですよ。家に来るたび、うんざりするくらい構ってきて──あちこち触さわってきて。『はぁはぁ……なんでも買ってあげるから、うちの子にならない!?』とか、『ふひひ、一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入ろ！　洗いっこしよ！』とか！」

「あぁ……桐きり乃のってば…………」

　あやせも、察したような顔になっている。

「──正直言って、かなり気持ち悪いです」

「知ってる」

　俺おれは、しみじみと同意した。

　俺おれの妹は気持ち悪いんだよ！　そりゃ、何十年経たとうが変わらんわな！

「まあ、でも、アレだ…………そこまで害はないから……俺おれたちの娘むすめには、強く生きて欲ほしい」

「その無責任な台詞せりふ、未来の貴方あなたも言っていましたよ」

「妹に甘あまいんです、この人。シスコンなので」

「シスコンじゃねぇ！　つーかあやせ、おまえも桐きり乃のに甘あまいだろうが！」

「そう、両親ともに桐きり乃の叔オ母バちゃんには甘あまいんです！　だからこそ！　この子は深く悩なやんでしまっているんですよ！」

　力説する占うらない師し。

「あれ、俺おれたちの娘むすめの悩なやみって『桐きり乃の叔オ母バちゃんがクソうざい件』じゃなかったの？」

「それもあるんですけど、もうひとつが本題ですね。そちらも桐きり乃の叔オ母バちゃん絡がらみなので、同じ悩なやみとも言えるんですが」

「むう……」

　俺おれは、あやせとアイコンタクトを交かわす。




　──姪めいっ子にエロゲやらせたのかな？

　──さ、さすがに桐きり乃のもそこまではやらないと思います！




「聞かせてもらえますか？　その、本題の悩なやみを」

「もちろんです。実は……」

　占うらない師しが、ひそやかに切り出す。

「ごくっ……」

　あやせと俺おれは、固かた唾ずを吞のんで、言葉を待つ。

「実は、お父さんが……」

「お、俺おれが？」

「自分の妹と」

「き、桐きり乃のと？」




「浮うわ気きをしているかもしれないんです！」




　ぶち、と、キレる音が聞こえた。

「どっ、どどどど、どういうことですかお兄さん！」

「あやっ……ちょ……息、息が……！」

　あやせは玄くろ人うとの業わざ前まえで、ぎりりと俺おれの首を絞しめ上あげる。

　呼吸困難で、俺おれの意識が死に近づいていく。

　間近に迫せまる、血走った眼め。

　ひいい……トラウマになりそうだ！

　俺おれの弁明を聞くためか、意識が落ちる直前で絞しめる力が弱まった。

「はぁっ……はぁっ……お、おい占うらない師し！　おまえふざけんなよ！　よ、よりにもよって──俺おれが、桐きり乃のとなんだって？」

「浮うわ気きしてるっぽいんです」

「するわけねーだろ！　俺おれが！　き、ききき、桐きり乃のと！　浮うわ気きするわけないだろうが！」

　全力で主張した。命いのち乞ごいのためだけじゃなく、本気で意味が分からんかったからだ。

「でも、でも、二人でこっそり出かけてたり……たまに兄きよう妹だいっぽくない雰ふん囲い気きになったり……怪あやしいんですけど？」

　それたぶん新たな人生相談に巻まき込こまれてるやつ。

「あやせと結けつ婚こんした未来の俺おれが、浮うわ気きなんて死んでもありえねえし！　その相手が大だい嫌きらいな実の妹とか、どんな冗じよう談だんだよ！　な、なあ？　あやせ？　信じてくれるよな？」

「……じぃ……」

「信じてくれますよね!?」

　あやせは半目で俺おれの目を見つめていたが……やがて、

「──信じます」

　微ほほ笑えんで、そう応えてくれた。

「あやせェ！」

「まあ、確かに……お兄さんって色んな女の子と浮うわ気きしそうですし？　相手が桐きり乃のなら、すごくありえそうですけど……」

　なんということだ……あやせの俺おれへの評価が辛からすぎる……。

　さっきもそうだったが。

『桐きり乃のと浮うわ気きしそう』だと思われていることが、心外でならない。

　俺おれが？　桐きり乃のと？　ねぇ────よ！　絶対にない！　どんなif世界でもない！

「──でも、結局はしないと思うんです。だってわたし、お兄さんが浮うわ気きしたり、桐きり乃のに変なことしたりしたら……泣いちゃいますし」

　くす、と。彼かの女じよがこぼした笑えみに、心が持って行かれそうになる。

「お兄さんは、わたしが泣くようなことはしませんよね？」

「あ、あぁ……もちろんだぜ！」

「はい、知ってます。だから、えと……占うらない師しさん。わたしの娘むすめには、『大だい丈じよう夫ぶだよ』『心配いらないよ』って言ってあげたいです」

「根こん拠きよが、他にあるんですか？　『夫を信じている』以外に」

「ま、まだ夫じゃありませんけど……そうですね、ありますよ」

「お聞かせいただいても？」

「あなたが視みた未来で、わたしの夫は生きていたんでしょう？　それが根こん拠きよです」

「……………………………………………………」

　……………………………………………………………………………………。

　ハハッ、説得力あるなあ！

　俺おれ、浮うわ気きなんか絶対しねえわ。




　占うらないの館を出た俺おれたちは、千葉駅方面へと向かい、ショッピングを楽しんだ。

「お兄さん、本当によかったんですか？　買ってもらっちゃって──」

「おう、付き合った記念だって言ったろ？　怒おこらせちゃったお詫わびも兼かねて」

　あやせの小指には、シルバーの指輪がはまっている。

　そこまで高価とはいえないが、今の俺おれにとっては、精せい一いつ杯ぱいのプレゼント。

「本当なら、もっと本格的なのを買ってやりたかったんだけど、さ」

「高価な指輪よりも、この指輪がいいです。すっごく……すっごく嬉うれしいです」

「そう言ってもらえると俺おれも嬉うれしい。けど、喜び過ぎじゃないか？」

「いいえ、そんなことありません」

　手を天にかざし、ほう……と、指輪を見つめるあやせ。

「……えへへ……似合います？」

　その様子から、彼かの女じよの言葉が噓うそじゃないことが伝わってくる。

「ああ、光栄だよ、ほんとに」

　この娘こが俺おれの彼かの女じよだなんて、夢みたいだろ？

　俺おれも、あやせと並んで空を見上げた。

　夕焼けだ。ゆっくりと西に、太陽が沈しずんでいく。

　あっという間だったが……楽しかった今日も、終わりつつある。

　──早く大人になりてえな。

　俺おれたちが大学生だったら、もっと長く、夜になっても一いつ緒しよにいられただろう。

　俺おれたちが夫ふう婦ふだったら、一いつ緒しよに家に帰って、眠ねむりにつく寸前まで、一いつ緒しよにいられるだろう。

　楽しかったぶん、今日が終わるのが惜おしい。

　少しの間とはいえ、別れるのが辛つらい。

「お兄さん。もう少しだけ、いいですか？」

「おう！　どっか行きたいところ、あるのか？」

「こっちです──」

　あやせに手を引かれ、歩いていく。

　その最中……ぽつ、ぽつ、と頭に冷たい感かん触しよくが。

「あ、やべ」

「……雨？」

　あやせが、掌てのひらで水すい滴てきを受け止める。

　ざあ、と、雨あま脚あしが強まった。

「うわー、けっこう降ってきやがった。天気予報じゃ晴れだっつってたのに。──あやせ、走るぞ！」

「は、はい！」

「どっち？」

「あっちです」

　あやせが指さした方向に向けて、今度は俺おれがあやせの手を引き、駆かけていく。

　雨あま脚あしはどんどん強まっていく。

　やがて、俺おれたちがたどり着いた場所は──

「なんだ、いつもの公園じゃんか。ここでいいのか？」

「はい、ここに来たかったんです」

「？　とりあえず屋根んとこへ──」

　小走りで屋根の下へと避ひ難なんする。ベンチがポツンとあるばかりの休きゆう憩けい所。

　夕焼け空には雲は無く、天気雨の類かもしれない。

「かー……濡ぬれちまったな」

　急に降ってきやがって、雨宿りする暇ひまもねえ。

　バッグからタオルを取り出し、あやせに手て渡わたす。

「あやせ──ほら、これ」

「ありがとうございます。……お兄さんて、準備いいですよね」

「そうでもねえよ。折りたたみ傘がさくらい持ってくりゃよかった」

「さすがに今日くらい晴れてたら、仕方ないですよ」

　あやせは頭をタオルで包むようにして、髪かみを拭ふく。

　その様子を見ていた俺おれは、

「！」

　勢いよく視線をそらす。

　そんな彼かれ氏しを見たあやせが、不思議そうに首をかしげる。

「？　どうかしまし──あっ……」

　ようやく俺おれの行動に得心がいったらしい。

　雨で濡ぬれたあやせの服が、肌はだに張り付き、下着が透すけてしまっていた。

「す、すまん」

「い、いえ……これも……仕方ない、ですから」

　己おのれの身体からだを抱だいて恥はじらうあやせ。

　気まずい雰ふん囲い気きをなんとかしようと、俺おれは話を変えんと試みる。

「それで……どうしてここに？」

「わたしにとってこの場所は……特別なんです」

「あぁ……」

　それを言うなら、俺おれにとってもそうだ。

　あやせと桐きり乃のと俺おれとで、大おお騒そう動どうを繰くり広ひろげたのもここだし。

　あやせから呼び出され、何度となく人生相談を受けたのも、ここだ。

　この場所には、あやせとの思い出が詰つまっている。

「だから、お兄さんとお付き合いして、デートをするときは……ここで…………」

「ここで？」

「……あ、いえ、その」

　挙動不ふ審しんに言いよどむあやせ。さっきよりもさらに顔が赤い。

　俺おれは不思議に思ったが、急せかすことなく、あやせが続きを話してくれるのを待った。

　やがて……

「……お兄さん」

「ん？　どうした？」

　あやせは、消え入りそうな細い声で──

「……わたしと……キス……しませんか？」

　ささやいた。

「──────────────」

　俺おれは度ど肝ぎもを抜ぬかれ、心の中で絶ぜつ叫きようした──が、表には出さない。

　ギリギリで踏ふみとどまる。

「……お兄さんも…………したい……ですよね？」

　ちら、と、上うわ目め遣づかいで。

　あやせは、そんなことを、問うてくる。

　俺おれは、「よし」と、優やさしく言って、

「あやせ……目、つむってくれるか？」

「！　は、はい！」

　返事をする声が硬かたい。あやせは、ピンと背筋を伸のばし、緊きん張ちようしているようだ。

　俺おれは、あやせの肩かたに手をそえ、数秒だけ逡しゆん巡じゆんし……

　彼かの女じよの額に、唇くちびるで軽く触ふれた。

『ギリギリでヘタレやがって』という幻げん聴ちようが聞こえる。

　俺おれが一番分かってるから……！

「…………」

　身体からだを離はなすと、あやせは目を開け、己おのれの額を、うっとりと指でなぞる。

「提案が……あるんです」

　夢見るような顔で、彼かの女じよは言った。

「……ああ、どんな？」

「わたしたちがお付き合いをしていること……まだ、桐きり乃のには、言わないで欲ほしいんです」

「それは……」

「お兄さん……まだ、言ってないですよね？　桐きり乃のに」

　確信しているような口ぶりに、ほんの少しだけムッとしたが、実際そうなので頷うなずくしかない。

「……理由を、聞いてもいいか？」

「しっかり心の準備をして……それから、伝えたいんです。自分の口で」

　あやせにとって、とても重要なこと──そう感じた。

「分かった。でもさ、俺おれたちが言わなくても、すぐにバレちゃうんじゃないか？」

　今日だって、こっそりデートをしていたわけでもない。同じ学校の連中に見られているかもしれないし──今後は、ずっと一いつ緒しよにいる予定なんだから。

　俺おれたちの交際が皆みなに広まり、桐きり乃のに伝わるのは、時間の問題だろうと思ったのだ。

「心配ありません」

　と、あやせは言った。

「口止め済みですから」

「そ、そか」

　深く聞かない方がよさそうだった。

「そんなに長く秘密にしておくつもりはないですし……今月いっぱい……その間だけ……お願いします」

「おう。そのときは、俺おれも一いつ緒しよに、桐きり乃のと会うよ」

　俺おれからの提案に、あやせはしばし迷っていたが、

「……はい」

　覚かく悟ごを決めたように、吹ふっ切きれた笑えみを浮うかべた。

　俺おれも、笑えみを返し、空を見上げる。

「雨、上がったな。帰ろうか」

「お兄さん」

　雨を吹ふき飛とばすような笑え顔がおのまま、あやせが俺おれを呼び止めた。

「ん？」

「襟えりに、ごみが付いてますよ？」

「え？　マジで？」

「取ってあげますね。かがんでください」

「こうか？」

　頭を差し出すようにすると、あやせは俺おれの首に、するりと腕うでを巻き付け──
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「──────────」

　唇くちびるに、キスをした。

　不意打ちを終えたあやせは、そっと身体からだを離はなし、

「…………桐きり乃のには、内ない緒しよですよ？」

　稲いな妻ずまに打たれたように呆ぼう然ぜんとする俺おれを置いて、彼かの女じよは駆かけ去ってしまう。

　雨上がりの虹にじが、いつまでも煌きらめいていた。
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　俺おれがあやせと付き合い始めてから、[image: 伏せ字]日後。

　二人の関係が順調に進展し、これからさらに深まっていくことを誰だれも疑っていない、

　この幸せがずっと続くと信じていた、

　そんなある日。

　雲一つない快晴。この場所には見覚えがある。彼かの女じよと俺おれにとって縁えん深ぶかい、あの公園だ。

　俺おれの目前には、あやせと、もうひとり誰だれかが居る。

　その誰だれかに向けて……

「噓うそだよ？」

　と、あやせが言った。

　いつもと変わらぬ笑え顔がおが、何な故ぜか、恐おそろしく感じられた。

「わたしが……お兄さんと……付き合っている……なんて……真っ赤な噓うそ」

　ハッキリと口にしたはずの言葉が、よく聞き取れない。

　世界にノイズが走り、ざらついている。

「あはは……やだなぁ……もぉ～、すっかり騙だまされちゃって」

　古いビデオ映像めいた景色の中で、空々しい笑い声が響ひびく。

「──そう言えば、満足なんでしょ？」

　どうやら……口論の現場、の、ようだ。

　見れば誰だれもが感じ取れるだろう、一いつ触しよく即そく発はつの気配で、あやせはうっそりと、誰かに呟つぶやく。

「ふふ……ずるいなぁ……どうせいまみたいに言えば……わたしが……諦あきらめてくれるって……あなたに譲ゆずってくれるって、思ったんでしょ？」

「ち、ちがっ……」

「噓うそ吐つくなッ！」

「お、おい！　あやせ……！」

　俺おれは、あやせに駆かけ寄より、彼かの女じよの肩かたをつかんで止める。

　するとあやせが振ふり向むいて、俺おれを昏くらく睨にらみ付つけた。

「お兄さんも、わたしと恋こい人びとになったことなんか、噓うそにしてしまいたいんですよね？」

「い、いや……そんなことは」

　なんだ……このやり取りは……。

　どうして俺おれたちは、こんな会話をしている……。

　俺おれと、もうひとりの誰かに向けて、

「噓うそ！」

　あやせが、激しく声を荒あらげた。

「じゃあなんで、すぐに否定してくれなかったんですか！」

　ザザ、と、世界が震ふるえ上あがる。

「全部噓うそだったんですね……！　大好きだって言ってくれたのに！　麻ま奈な実みさんよりも、黒くろ猫ねこさんよりも、桐きり乃のよりも、おまえが一番好きって、言ってくれたのに！　噓うそだったんだ！」

　血を吐はくような声が、俺おれの魂たましいを切り刻む。

「いつも相談に乗ってくれて、優やさしい言葉をかけてくれて……いつか結けつ婚こんしようって……。嬉うれしかったのに……すごくすごく嬉うれしかったのに……全部噓うそで……偽にせ物もので……」




「──この裏切り者ッ！　許せない！　絶対に許さないッ！」




　大きな音がした。それが自分の声だと気付いた瞬しゆん間かん、灼しやく熱ねつのような痛みが、

　目に。

「────……──……──」

　消きえ失うせていく意識の中──

　俺おれが最後に見たものは、愛いとしい恋こい人びとの姿だった。
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「うわあああああああああああああああああああ！」

　飛び起きた。掛かけ布ぶ団とんを撥はね除のけ、両手で左目を押おさえる。

　夢だったと状じよう況きようを把は握あくしても、夢の内容を幻まぼろしのように忘れた後も。

　目玉をえぐられる生々しい痛みが、しばらく残っていた。

「…………あぁ……くそ……変な夢見た……」

　しゃがれた声で呟つぶやく。風か邪ぜを引いた後のように、寝ね間ま着きが汗あせでぐっしょりだ。

「はぁ……はぁ…………ふぅ」

　ようやく少し落ち着き、ベッドの上から部屋を見回す。

　カーテンの隙すき間まから、朝日が差さし込こんでいる。

　置き時計の時刻は、午前六時。いつも通りの自室に、たまらなく安心する。

　あれは夢だったのだ、と。何度も何度も確かく認にん作業を繰くり返かえしてしまう。

「夢の内容……ちっとも覚えてねーのに……」

　いや、少しだけ。

　あれは──────

　俺おれは、夢の『重要な部分』を思い出そうと、こめかみに指を当てる。

　そこで。

　ぬっ、と。

　夢で見た顔が、すぐ目前に現れた。

「大だい丈じよう夫ぶですか、お兄さん？」

「ヒィァアァァァァアァァァ────────！」

　絶ぜつ叫きようしたよ。正直、ちびりかけた。

「んなななななッ……ななな！」

　俺おれは、ベッドの上で壁かべ際ぎわまで後ずさりながら、震ふるえる指でそいつを指さす。

「あやせェ！　なんでオマエがここにいる！」

　まだ悪夢は終わっていなかったのか!?

「お義か母あさんに入れてもらったんです」

　あやせは、俺おれのただならぬ様子に驚おどろきながらも、そう説明してくれる。

「おかあ……なに？　お袋ふくろ？」

「はい、お義母さんに『桐きり乃のを迎むかえにきました』って言ったら『なら上がって行って』って。えと、ほら、言ったじゃないですか、わたしと桐きり乃の、今日の午前中、一いつ緒しよの仕事で──早く家を出なくちゃいけないんです、って」

「あ、あぁ～……そういえば」

　それで、あやせは午前中で撮さつ影えいの仕事が終わるから……午後に待ち合わせてデートをしようって、一いつ緒しよに水着を買いに行こうぜって、そんな『打ち合わせ』をしたんだった。

「そうだった、な」

「それで……桐きり乃のを起こす前に……その……彼かの女じよとしては……ですね」

　あやせは、頰ほおを赤らめ、ぼそぼそと言葉をさまよわせる。

「こっそりお兄さんを、起こしてあげようかなぁ……って」

　はい可か愛わいい。

　大天使。

『いまこの瞬しゆん間かん』でなかったら、萌もえ死んでいただろう。

「なのに……わたしの顔を見るなり、そんなに大きな声で驚おどろくことないじゃないですか」

「スマン。ちっとな……すげー怖こわい夢、見てたんだ」

　そう、ちょうど夢の内容を、一部だけ思い出したところだったのだ。

　再びあやせは、俺おれに問う。

「どんな怖こわい夢だったんですか？」

「おまえに殺される夢」

「………………現実にしたいんですか？」

　即そく座ざにその返しができるところが、マジであやせ。

　俺おれは、さらに顔色を青くしながらも、こう弁明した。

「……あやせのことばっかり考えてたから、夢にまで出てきたんだよ」

「やっぱり、まだ気にしているんですね──昨日の占うらない」

「あぁ……まぁ、そうかも」

　そりゃ、気をつけないと今月中に死ぬとか言われたもんな。

「ふーん……お兄さんって、夢に見ちゃうくらい、『わたしに殺されるかも』って思ってるんだ。占うらないで言われた死因が、わたしに違ちがいないって思ってるんだ」

　あやせは、悲しみ半分、心配半分の雰ふん囲い気きで、スネる。

「ごめん。それこそ、俺おれのこういうところが悪いんだよな」

　率そつ直ちよくに詫わびると、あやせは意外だったのか、目をぱちくりとする。

　そんな彼かの女じよに、考えを告げる。

「なあ、あやせ」

「は、はい」

「今回のことを良いいきっかけにして、腹を割った付き合いをしよう。お互たがい、相手に不満を溜ためないように。不安を与あたえないように。そう心がけよう。そうすりゃさ」

「大きな喧けん嘩かをしなくて済みますね」

「ああ」

「……将来も」

「夫ふう婦ふ喧げん嘩かをしなくて済むな」

「も、もぉ」

「はは」

　俺おれたちは、仲直りの印とばかりに笑い合う。

　もう、あやせに対して口に出すことはないが。

　もしも、俺おれがあやせに殺される未来があったとしたなら──

　その俺おれは、よほど最悪の選せん択たく肢しを選び続けたのだろう。

　よほど、ちゃんとしなかったのだろう。

　同じ轍てつは踏ふむまい。死の占うらないを糧かてとして。今朝の夢を教訓として。

　この俺は、つとめて誠実に、恋こい人びとと向き合い続けよう。

　きっとこれがエロゲだったなら、フラグが立ち、新しい選せん択たく肢しが生まれた瞬しゆん間かんだった。




　午前中、あやせは仕事をし、俺おれは受験勉強をして過ごす。

　そうして午後。俺おれたちは千葉駅前で待ち合わせた。

　二日連続でのデートってわけだ。

「近場でいいのか？　なんなら東京まで出てもいいけど」

「はい、ここがいいです」

　あやせは、自然な笑えみで、俺おれを駅ビルへと導いていく。

　毎週のように、妹のアキバ行きに付き合わされていた俺おれからすると、ものすごくローコストなデートコースに感じられるな。

　そういえば先日一いつ緒しよに打ち合わせた『デートの予定』でも、あやせは千葉のロケーションばかりを選んでいた。

　金銭面、時間面、双そう方ほうを見み据すえた『男子高校生とのデートプラン』だ。

　現実的というか、しっかりしているというか、率そつ直ちよくにいってありがたい。

　安定を愛する俺おれにとっては、あやせってすげー良いい彼かの女じよなのかも。

　もちろん『あやせは誰だれにとっても最高の彼かの女じよである』という当たり前の事実は大前提として。

「桐きり乃のももう少し、あやせを見習ってくれりゃあなあ」

　ふと口を突ついて出た俺おれのぼやきに、あやせが食い付く。

「それって、『彼かの女じよとして』って意味ですか？」




①『ああ、そうだ』と肯こう定ていする。

②　自然に否定する。

③　激しく否定する。




　俺おれが選んだのは──

「いやいや、『一いつ緒しよに遊ぶ相手として』って意味だよ。変なこと言うな」

「あはは、そうですよね」

　軽く笑うあやせであったが……

　……なんか、いま、選ぶと死ぬ選せん択たく肢しがあったような……。

　気のせいかな？　もしも②を選んでいなかったら、ここで終わっていたとか、ないよな？

「でも、お兄さん。桐きり乃のは、一いつ緒しよに遊ぶ友達としても、妹としても、とっても素す敵てきな女の子だと思いますよ？」

「そりゃ、おまえにとってはそうだろうけど」

「お兄さんにとってもです」

「……その心は？」

　たとえあやせの意見でも、そう簡単に納なつ得とくしてはやれんぞ。

　なにせ妹のことだからな。

　あやせは「ふふっ」と笑ってから、

「きっと桐きり乃のは、お兄さんに──」

　神を讃たたえる宗教者の顔で言った。

「『自分のために、なるべくたくさんの、お金や時間を使わせたい』んですよ」

「やっぱクソ妹じゃねーか」

「そうじゃなくて、『お兄ちゃんに甘あまえたい』って意味です！」

「ホントかよ……」

　桐きり乃のが？　そんなガラじゃねーだろ。

「わたしも、同じ女の子として、気持ちは分かりますし。わたしも……す……じゃなくて……お兄さんみたいなお兄さんがいたら……ワガママを言って困らせたり、たくさん束そく縛ばくしたり……しちゃうかも」

「あやせが俺おれの妹だったら、甘あまやかしまくるぞ」

「なら……今日は、わたしのお兄さんになってくれますか？」

「ああ、存分に縛しばってくれ、頼たのむ」

「そ、そんな大きな声で変態みたいな言い方はやめてください！　周りに人いるんですから！　ちっ……違ちがいますからね！」

　恥はずかしそうに、通行人たちへと弁明の声を上げるあやせ。

「なあ、あやせ。冗じよう談だん抜ぬきに、もう少し甘あまえて……というか、遠えん慮りよなく接してくれていいぞ。重いとか、めんどうとか、そんなことないからさ」

「……分かりました。そうします」

　彼かの女じよは嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるめる。

　この時の俺おれは、まだ知らない。

　明日以降、あやせからのメール頻ひん度どが、日を追うごとに増えていき……。

　返事が遅おくれると段々内容がやばくなっていくのだ。

　俺おれが望んだ、『遠えん慮りよのない彼かれ氏し彼かの女じよの関係』が、実現されようとしていた。




　俺おれたちがやって来たのは、水着売り場だ。

　昨日、打ち合わせたとおり、海水浴の準備をするのが買い物の目的だった。

　同じ目的だろう若者が、チラホラと見える。

「桐きり乃のは、いま、東京で仕事中なんだっけ？」

「はい、午前中の撮さつ影えいが終わったあと、別の現場に行きました。ですから……夏コミのときのように、ばったり出くわすようなことはありません。十分おきに、桐きり乃のに『いまどうしてるの？』ってメールで聞いてますし、返事がないときは、たくさんメールしますし、文面も都度変えますし」

「……重い友情だな」

「はい？　なにか言いました？」

「尊い友情だな」

「はい！」

　おさらいになるが。

　あやせと俺おれが付き合うようになったことは、桐きり乃のにはまだ内ない緒しよなのだった。

「ま、そういうことなら──安心か」

「安心したわりには、きょろきょろしてますね？　女物の水着を必死に凝ぎよう視ししているえっちな人みたいですよ？」

「ああ、いや。誰だれか男の知り合いと会わないかなって。腹を割って白状するけど、超ちよう可か愛わいい彼かの女じよを自じ慢まんしたいんだ」

「……わ、わたしを……自じ慢まんするんですか？」

「そうそう。あらかじめ約束してから紹しよう介かいするんじゃなくて、街中とかで偶ぐう然ぜん友達と会って、紹しよう介かいする形がいい」

「なんですか、そのこだわり」

　呆あきれられてしまったが……。

　男子高校生の夢というか、浪漫ロマンというか。

　──おっ、偶ぐう然ぜんじゃーん。

　──え？　俺おれ？　デート中。

　──紹しよう介かいするよ。この子が俺おれの彼かの女じよなんだ────

　これがやりたいんだよ！

　しょうもないとか言うな！　自分でも分かってるよ！

　でもやりたいんだ！　分かるだろう？

「ってわけで、知り合いを探している」

「……もぅ……しょうがないですね」

　そっ、と手をつないでくるあやせ。俺おれの夢を、叶かなえてくれようとしているらしい。

　彼かの女じよと手をつなぐ。

　まだぎこちないが、昨日よりずっと自然につなげるようになった。

　なにせもう、キスしたからな！　ちょっとヘタレたけど、キスしたしな！

　手をつなぐくらい、余よ裕ゆうってもんよ！　うあぁ…………手、汗あせかいてきた。

「お！」

　なんと、都合良く知り合いを発見。

　あやせを伴ともない、わくわくを胸に、さりげなく近づいていく。

　あっちも俺おれに気付いたらしく、片手を挙げて、声を掛かけてきた。

「お、高こう坂さかじゃんか」

「よう、赤あか城ぎ」

　水着売り場で出会ったのは、赤あか城ぎ浩こう平へい。俺おれのクラスメイトで友人だ。

　自じ慢まん相手としては、完かん璧ぺきな人選。神は俺おれに、全力で彼女あやせを自じ慢まんしろと言っている。

「どしたんオマエ、こんなところで」

「俺おれ？　ああ、デート中なんだ」

　ちら、と、あやせに目をやる。

「はじめまして、新あら垣がきあやせです」

　丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをするあやせ。

　練習シミユレーシヨン通りの言動だが、実際に目にすると、感かん慨がい深ぶかい。

　……うおお……あやせが俺おれの彼かの女じよとして、俺おれの友達に挨あい拶さつをしている……。

　すると赤あか城ぎは、

「マジでか！　おまえ彼かの女じよできたんかよ！　いつのまに！」

「夏休み入ってから」

「へー、すげえ可か愛わいい子じゃん」

「ひっひ、そ～だろ～」

「お、お兄さん！　も、もぉっ！」

　恥はずかしさに耐たえきれなくなったのか、𠮟しかってくるあやせ。

　俺おれは、さらに自じ慢まんする。

「彼かの女じよと海行く約束してさ、それで一いつ緒しよに水着を買いに来たんだ。どうだ、羨うらやましいだろう」

「おお、そりゃ羨うらやましいぜ」

　気分良く喋しやべっていた俺おれだったが、そこでふと気付く。

　……赤あか城ぎのやつ……なんか、ずいぶん余よ裕ゆうあるな？

　変じゃね？　俺おれが逆の立場だったら、内心イライラしまくりで、態度にも出ると思うんだが。

「なあ、赤あか城ぎ。そういやおまえは、なんで女物の水着売り場にいるんだ？　──あ、まさか！」

『おまえも彼かの女じよができたのか？』

『だから余よ裕ゆうの態度なのか？』

　と、そういう意味で声を発したのだが、彼かれの口から出てきたのは、想定外の台詞せりふ。

「ああ──『妹』の水着を買いに来たんだ」

　へへ、と、赤あか城ぎは照れくさそうに、買い物カゴから赤いビキニを取り出す。

　俺おれは、目を見開き、無意識に呟つぶやいていた。

「でかい」

「……………………」

　あやせが、俺おれの腕うでを思い切りつねった。

　赤あか城ぎは言った。

「『妹』にせがまれて、プールに行くんだよ──こっちも受験勉強で忙いそがしいってのに」

「ほ、ほう」

　動どう揺ようする俺おれ。

　赤あか城ぎは、額を手で押おさえてうつむき、首を横に振ふる。

「美人の彼かの女じよと海行くおまえがマジで羨うらやましいぜ。──はぁ～～～、やれやれ、妹のワガママに振ふり回まわされて、兄貴ってのは大変だよなぁ。でも仕方ねーよ。妹だから……兄貴だから……っかぁ～～～～、やれやれ、しょうがねえよな～」

　赤あか城ぎは、誇ほこらしげに去っていった。

「……………………………………………………」

　………………………………………………。

　俺おれは、あやせに腕うでをつねられながら、悲鳴も上げず、呆ぼう然ぜんと級友を見送った。

　やがてはっと気づき、拳こぶしを強く握にぎりしめる。

「あ、あの野や郎ろう勝かち誇ほこりやがって！」

「お兄さん！　なんで負けたみたいな反応なんですか！　あっちは妹で、こっちは彼かの女じよですよ！」

「くっそおおおおおおおおお！　クソックソッ、悔くやしすぎる……こうなったら俺おれも桐きり乃のに電話するしかねえ！」

「落ち着いてください！　まさか彼かの女じよの前で妹を『水着買いに行こう』とか『プール行こう』って誘さそうわけじゃないですよね？　いい加減にわたしも腹が立ってきたんですけど、違ちがいますよね？」

「桐きり乃ののやつ電話出ねえ！」

「仕事中だって言いましたよね！」

「くっそ、じゃあメールだメール！　あ、返事きた」

「桐きり乃のも返信早いよ！　仕事中になにやってるの！」

　あやせのツッコミを背に、俺おれは桐きり乃のからの返信を読んでいく。

　一行目がこれだ。




　──妹とプール行きたいとか、マジでキモいんだけどｗ




「うちの妹はメールでもクソうぜえな」

「き、桐きり乃のはなんて返事をしてきたんですか！」

「あやせ、ナイトプールってなんだ？　秋もやってるの？」

「お兄さん！　ちゃんと質問に答えてください！　というかそれ全部読ませてください！」

　ガッ！　と、鮭さけを狩かり捕とるヒグマのように、あやせが俺おれの携けい帯たいを奪うばい取とる。

　桐きり乃のからのメールを素す早ばやく読んで、

「ああもう～、九月になったらお兄さん、桐きり乃のとナイトプールに行かなきゃいけない感じになっちゃってるじゃないですか！」

「よく分からんが、これで赤あか城ぎに対たい抗こうできるぜ」

「わたしも絶対に行きますからね！　二人きりとかダメですからね！」

「望むところだけど、なんか怒おこってない？」

「彼かれ氏しの『妹』への異常な執しゆう着ちやくを垣かい間ま見みて、信しん頼らいが揺ゆらいでいるんです！」

「俺おれをシスコン扱あつかいするのはやめてもらおうか。そういうんじゃないから」

「くっ、この期ごに及およんで……そんなの誰だれも信じませんよ。……兄きよう妹だいでナイトプールなんて普ふ通つうは行きません」

　あやせはしばらく俺おれを白い目で見ていたが、やがて、「はぁ～～」と呆あきれの溜ため息いきを吐つく。

「仕方ありませんね。そういう人だと分かっていて、好きになっちゃったんですから……」

　彼かの女じよは、凜り々りしく表情を引ひき締しめ、俺おれに片手を差し出した。

「ほら、行きましょう。わたしの水着──選んでくれるんですよね？」

　奪い返すかのようなその笑え顔がおは、俺おれを改めて魅み了りようするのであった。




　八月も残りわずかだってのに、太陽のやつは、今日も全力で燃えさかっている。

　目の前には空と海。

　踏ふみしめる砂は、フライパンのように熱されていて、ビーチサンダルが溶とけちまうんじゃねえかと心配になってくる。

　雲一つない快晴。遮さえぎるもののない陽光が降り注ぐ中で。

　俺おれは、愛いとしい恋こい人びとを待っていた。

　俺おれの彼かの女じよの名前は──

「お待たせしました、お兄さん」

　新あら垣がきあやせ。真っ白な水着姿で現れた彼かの女じよは、肌はだを大だい胆たんに見せつけるようにして、歩いてくる。

「あの、どうでしょう……似合いますか？」

「……お、おぉ……」

　あやせのビキニ。

　あまりにも衝しよう撃げき的な光景に、俺おれは一いつ瞬しゆん言葉を失ってしまう。

　くらっとよろめいた。

　いきなり熱射病になりそうだ。

　おまえが自分で選んだ水着だろうに──そうツッコまれるかもしれないが、違ちがうんだ。

　確かに俺おれは、昨日、あやせと一いつ緒しよに水着を買いに行った。

『どんな水着がいいですか』って好みを聞かれたし、実際に幾いくつか水着を選びもした。

　だけど結局、あの店では、あやせの水着姿を見ていないのだ。

　もちろん試着はしていたが、『当日のお楽しみ』ってことで、お預けされていたのであった。

　つまり、俺おれは今の今まで、あやせがどんな水着を着てくるのか、分からなかったってわけ。

　だから。

　こうして初披ひ露ろうされた水着姿に翻ほん弄ろうされてしまうのも、仕方ないんだ。

「似合う、ぞ」

「えへへ」

　あやせは、真っ赤になっているであろう俺おれを見て、満足そうに笑った。

　清せい楚そな彼かの女じよらしからぬ、悪いた戯ずらっぽい笑えみ。

「お兄さん……気に入ってくださったみたいですね？　わたしの──水着姿」

　殺すつもりか。

　漫まん画がでよくある『鼻血を噴ふん水すいのように噴ふき出だす表現』って、誇こ張ちようだとばかり思っていたが。

　いまの俺おれなら、現実でもやってしまいそうだった。

「あやせ……昨日、試着した水着の中で……一番すごいやつを……選んだんだな」

　俺おれの指し摘てきに、あやせは、かぁっと頰ほおを染める。

　もじもじと身をよじりながら、

「だって、初めてだから……彼かれ氏しには、ドキッとしてもらいたいじゃないですか？」

「……他の水着でだって、俺おれはじゅうぶんドキドキしたと思うぞ」

「……お兄さんって、えっちなくせに、大人しい水着ばかり選ぶんですよね」

　そう。

　昨日の俺おれは、ワンピースタイプの低露ろ出しゆつな水着を、主に選んだのだ。

　いまあやせが着ているのは、店員にそそのかされて、『じゃあ……』と若じやつ干かん流され気味に選んだやつなのだ。

　俺おれがいままで、あやせに対して、してきた態度を顧かえりみれば、そりゃあ意外に思われるだろう。

「俺おれだって、あやせのビキニが見たかったよ。けど……」

「けど？」

「他の男に見られるの、嫌いやだったし」

「…………あ」

「だから、大人しい、清せい楚そっぽいやつを……選んだんだ」

　俺おれは、あやせに自分の上着をかけてやる。彼かの女じよはそれを受うけ容いれながら、

「……そうだったんですね」

　恥はずかしそうに、けれど、ちょっぴり嬉うれしそうにしていた。

「もぉ……それなら、昨日、言ってくれたらよかったのに」

　そうしたら、ビキニは買わずに済んだものな。

　でも、あやせ、違ちがうんだよ。

「俺おれとしては、周囲の目がある海では、大人しい水着で気き兼がねなく遊んで、俺おれの部屋とかで二人きりのときに、ビキニ姿を見せて欲ほしかったんだ──満を持して！　俺おれだけにね！」

「…………一いつ瞬しゆん見直したのに、台無しです」

　上着を羽織ったあやせの露ろ出しゆつが減って、俺おれはようやく少し落ち着いてきた。

　とりあえずとばかりに、ドリンクを買って、パラソルの下で、彼かの女じよと並んで座すわる。

「女の子と二人で海──なんて、初めてだから。どうしていいか分からん」

「そんなに気負わなくても」

　あやせは、控ひかえめな仕草で苦く笑しようする。

「普ふ通つうでいいと思いますけど」

「まさか、男連中ときたときみてーに、スイカ割りやったり、ひたすら泳いだり、焼きそば食ったり、とか、そういうんじゃねーだろ。デートなんだから」

「わたしはそれでもいいですよ。楽しそうです」

「他のカップルは、海でなにやってんだろーな？」

　ちらりと周囲を見回すと、隣となりのパラソルで、カップルがキスしていた。

「………………………………」

「………………………………………………」

　ガン見する俺おれ＆あやせ。

　うわ……人前だぞ……あいつら…………マジかよ……あんなことまで………………。

　事が済んだあと。

　俺おれとあやせは、顔を見合わせて赤面する。

「……す、すごかったな」

「……は、はい」

「…………えっと………………………………………………する？」

「しません！」

　ですよね。

「じゃ、じゃあ……泳ぐか！」

　ごまかすように立ち上がると、あやせもノってきて、

「い、いいですねっ！　そうしましょうか！」

　俺おれの手を取り、駆かけ出だした。

　恋こい人びとと、夏の砂すな浜はまを走る。手と手が、指先だけで繫つながっている。

　もちろん周囲に人はいて、二人きりってわけじゃあないが。

　夕焼け空の下でもないが。

　なんとも、青春っぽい時間だった。

　そのまま海に入っていく──と思いきや、あやせは水みず際ぎわでピタリと立ち止まる。

　くるりとこちらに振ふり向むいて、

「まずは、準備運動しないと」

「っはは」

「な、なんですか……笑って」

「いや、らしいなってさ」

　頰ほおを膨ふくらませているあやせに並び、俺おれは準備運動を始めた。

　真面目な彼かの女じよらしい行動は、俺おれの性にも合っている。ふと見れば、家族連れで来たのだろう子供たちが、俺おれたちを真ま似ねるようにして準備運動をしている。

　微ほほ笑えましい光景に、通りかかった若いカップルたちが笑えみをこぼす。

　俺おれもあやせも、なにやら恥はずかしくなってしまったが、性格上、最後までやらねば終われない。準備運動をやりきって、ようやく海へと入っていく。

　海水浴デート。

　俺おれも初めてだからよく分からんのだが……水をかけっこしたり、ゆるーく泳いでいちゃついたり、そういう感じにすればいいんだろうか？　などと考えていると、あやせが切り出した。

「お兄さんって、泳げますか？」

「おう、得意だぜ」

　強がりじゃなくて、本当だ。これでも元スポーツ少年だからな。

　中学時代は、男子の間でも速い方だったと思う。高校では一いつ切さい練習していないが、そこまでなまっちゃいないだろう。

「もしあやせが泳げないんなら──教えようか？」

　泳げない彼かの女じよに、手取り足取り、らぶらぶいちゃいちゃ指導する。

　実は、『彼かの女じよができたらやってみたいこと』のひとつだったのだ。

　ところがあやせは、少し迷ってこう言った。

「それ、いいですね──『泳げない』って噓うそ吐つきたくなっちゃいました」

「なんだ、やっぱり泳げるのか」

　そりゃ残念だ。

「ふふ、ごめんなさい。水泳、わたしも結構得意なんです」

　……ほほう、あやせの新情報か。覚えておこう。

「いや、謝あやまることないって。そんなら、一いつ緒しよに泳ごうぜ」

「はい！　お兄さん、競走しましょう！」

「お？　自信ありげじゃないか。じゃあ、そこのブイまで──」

　近場を指さした俺おれだったが、あやせはかぶせるように主張する。

「もう少し遠く──あの岩場をゴールにしませんか？」

「どこだって？」

「あそこです」

「んー…………え？　あの岩場？　遠くね？」

　遊泳禁止エリアではなさそうだが……。

「……ダメですか？」

「いや、いいけどさ」

　ゆるく泳いでいちゃいちゃするんじゃねーのかい。

　どうもあやせは、『ちゃんと泳ぐ』つもりまんまんのようだった。

　こういうところまで、真面目というか……らしいというか。

「じゃ、やるか」

　つい、苦く笑しようしてしまう。

「俺おれが負けたらアイスおごるぜ？」

「ふふっ、約束ですよっ。よぉ～～～い」

　スタートの合図と共に、俺おれたちはゴールに向かって泳ぎ出す。

　ゆるく泳いでいちゃつくという予定は狂くるっちまったが。

　計画変へん更こうだ。

　ふっふっふ…………ぶっちぎって、彼かの女じよにいいところを見せてやるぜ！

　あやせは泳ぎに自信がありそうだったが……。

　まあ、さすがに負けはしないだろう。

　中学時代の高こう坂さか京きよう介すけは、水泳部員を含ふくめてなお、クラスで二番目に速かったのだ。

　俺おれが泳ぎで年下の女子に負けるわけがない。

「ふははは！　刮かつ目もくせよあやせ！　彼かれ氏しの超ちようかっこいいクロールをなあ！」

　黒くろ猫ねこめいた台詞せりふを吐はき、絶好調の有あり様さまで水をかく俺おれであったが──

「……あ、あれ？」

　あやせ、めっちゃ速くね!?　普ふ通つうに互ご角かく……い、いや……。

　追いつけないだとお……！

　くそっ、俺おれの彼かの女じよは人魚姫ひめかよ！

「い、いかん！　俺おれの壮そう大だいな計画が……！」

　クッ、うおおおおお！　と、すべての余よ裕ゆうを消し去って、中三女子相手に本気を出す俺おれ。

　千切られかけていた俺おれは、それでようやく速度で並び、彼かれ氏しの面めん目ぼくをギリギリ保つ程度の差で──────負けることができたのであった。

「……はぁ…………はぁ……はぁ……はぁ……はっ、はっ、は────」

　ぺたり、と、ゴールの岩場に手を着く。

　完全に息が上がっていた。

　こっ……こんなに全力で泳いだのは…………水泳部の長なが島しま君とガチ勝負したとき以来だぜ。

　あー悔くやしい！　くっっそ悔くやしい！

　遊びのつもりだったのに、あくまでデートの一いつ環かんで、楽しい彼かの女じよとのアウトドア・アクティビティでしかないはずだったのに……。

　中学時代の悪いノリが出てしまったじゃないか。

「お兄さん！　お疲つかれ様さまでした！」

　あやせが、ぱしゃぱしゃと立ち泳ぎで寄ってくる。

　!?　つーか息！　ちっとも切れてないのかよ！

　ウッソだろオマエ……あやせもかよ。

　スーパースポーツ美少女はうちの妹だけにしといてくれや。

　はぁ～、自信失っちゃうよ。

「はぁ……はぁ……あやせ……すっげえな…………めちゃ速い、な…………はぁ……ふぅ」

　俺おれは肩かたで息をしながら、辛かろうじて言葉を絞しぼり出だしていく。

　あやせは素す直なおに「えへへ……ありがとうございます」などと照れている。

「プール、よく行くんです……桐きり乃のと」

「はぁ……はぁ……え？　桐きり乃のと？」

「はい、スタイル維い持じにいいよって誘さそわれて……それで、得意になったんですよ」

　なるほどなあ……納なつ得とくしたぜ。

　普ふ段だんから桐きり乃のと練習していたなら、俺おれが勝てるわけねーや。

　しっかし……息、苦しいの治らんな。

「あの……お兄さん……その……」

「ん？　なんだ？」

　すまんあやせ。俺おれ、息が上がってて、いまろくに喋しやべれないぞ。

　身体からだを動かした直後だからか、あやせの身体からだは火ほ照てっているようだ。

　彼かの女じよはうつむき、消え入るような声で──




「……ここなら………………誰だれも、見てません、よ？」




「？　はぁ……はぁ……げほっ……そっか……それで……？」

「え？　あの……ですから……」

　後でめちゃくちゃ後こう悔かいするのだが。

　脳に酸素が足りていなくて、こんな返事をしてしまったのだ。

　すると、あやせは、『予定と違ちがいます』みたいな顔で慌あわてる。

「……こ、ここなら……さっきの……き……キス」

「???　なんだって？」

「も、もう！　察しが悪すぎです！　お兄さんのバカ！」

　あやせは、真っ赤になって海面をぶっ叩たたく。

　ばしゃーん！　と、大きな水柱が立った。

「えぇ……？」

　知らんがな！　体力使い果たしててそれどころじゃねえわ！

「はぁ……はぁ……あぁ……ようやくまともに呼吸ができるようになってきた……で？　あやせ──なに？　もうちょい詳くわしく」

「もういーです！　べーっ！」

　なんだってんだよ。俺おれが悪いわけ？

「ちゃんと言ってくれなきゃ分からないって。桐きり乃のかよ」

　むっとした俺おれは、もちろん悪い意味で言ったのだが。

「えっ、いまわたし、桐きり乃のみたいでした？」

　こいつに『桐きり乃のっぽい』って言うと喜ぶんだよな……。

　ったく……やれやれだ。

　俺おれは、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスをフイにしたことにも気付かず、『陸路で浜はまに戻もどろうぜ』と、情けない提案をするのであった。




　砂すな浜はまに戻もどった後。

　水泳であやせに凹へこまされた俺おれは、なんでもいいからリベンジをしなくてはならぬと、

「あやせ、次はビーチボールで遊ばないか？」

　そんな提案をした。

「いいですね、やりましょう」

　笑え顔がおで返事をするあやせ。

　桐きり乃の扱あつかいされたからか、もうすっかり機き嫌げんは直ったようだ。

「じゃ、ボール買ってくるぜ」

　そういうことになった。

　果たして、ビーチボールを買って戻もどってくると──

「あれ？」

　あやせが、誰だれかと話していた──というか、ガラの悪そうなのに絡からまれていた。

「お、あやせじゃーん」

　女なので、ナンパではないようだが……。

　──あやせの知り合いか？　いや、あいつは……

　俺おれは咄とつ嗟さに気を回して、様子をうかがう。

　するとあやせは、絡からんできた相手に向き直り、そいつの名を呼んだ。

「か──加か奈な子こ！」

　そう。あいつは来くる栖す加か奈な子こ。桐きり乃のとあやせのクラスメイトで友達だ。

　トレードマークのツインテール。赤い水着が小悪あく魔まめいた印象を強めている。

　彼かの女じよは、いつものクソガキ口調で言う。

「どったのこんなとこで、撮さつ影えい？　スタッフ見当たんねーけど」

「違ちがうよ加か奈な子こ。今日の撮さつ影えいは、午前中だけだったから」

「ほーん。そんじゃ、なんで海にいんの？」

「そ、そういう加か奈な子こは？　そんなに──可か愛わいい水着きちゃって」

「ん？　このカッコ？　うへへ、ちょー可か愛わいいっしょコレぇ、めっちゃ加か奈な子こに似合うっしょ～」

　胸むな元もとのリボンをつまんで、上じよう機き嫌げんに自画自賛する加か奈な子こ。

　まあ、可か愛わいいっちゃ、可か愛わいいと思うよ。

　桐きり乃のやあやせには遠く及およばないにしても、ちゃんと美少女ではある。

　ちょっぴり腹がね。ぽっこりしてるけども。

「うん、素す敵てきな水着だと思うよ。マーメイドマーメイド」

　適当な口調で褒ほめるあやせ。

「それで、加か奈な子こはどうしてここに？」

「ナンパ待ち」

「な、ナンパ待ち？」

「そそ。宮みや本もとが夏だし男欲ほしいって言うからサァ、付き合いで来たの。ったく、おせーってのな～、七月にやっとけよっつの」

　きひひ、とキバを見せて笑う。

「ほらぁ、加か奈な子こってちょー可か愛わいいじゃん？　いい男寄せのエサ？　そんな感じ」

　そのイカみたいなおなかじゃ無理だろ。

　サメとロリコンしか釣つれねえわ。

　宮みや本もとさんとやらが誰だれなのか知らんが、明らかに人選ミスだろ。もしくは加か奈な子こが見み栄え張はって噓うそ吐ついてるか。……後者かな？　なんとなくだが。

　内心でツッコんでいると、あやせが面めん倒どうそうに話を切り上げにかかった。

「ふ、ふーん。そうなんだ……ガンバってね」

「おう！　身長百八十センチくらいある、年上で金持ちのイケメン釣つってきてやんよ！」

　このガキ、マジで身みの程ほどを知れよ。

　そんなん、俺おれがあやせと付き合うくらいの奇き跡せきが必要だぞ。

「いってらっしゃい、加か奈な子こ！」

「行ってくるぜ！　──って、ごまかされねーぞあやせ。おめーは撮さつ影えいでもねーのに、なんで海にいんだっつの。なんかあたしに言えない理由でもあるわけ？」

「あははもー、そんなことないよ加か奈な子こ。説明するのが面めん倒どうだし、お邪じや魔ま虫だし、早くどこかに行って欲ほしいなって思っただけ」

「正直だなおめー！」

　あやせって、加か奈な子こ相手だと遠えん慮りよないよな。

　ある意味、いい関係なのかもしれん。

「そんで？」

　と、加か奈な子こが行ぎよう儀ぎ悪くあやせを促うながす。

　するとあやせは、片手で自分の髪かみに触ふれ、どこか自じ慢まんげに──

「わたしはね…………デート、なんだ」

「デートぉ？　あー……この前夏コミんときに、彼かれ氏しといたっけ？　え？　マジでアレが彼かれ氏しだったの？　あやせの？」

「ふふ……そうだよ？」

「あんとき、彼かれ氏しじゃねーとか言ってなかった？」

「当時はまだ付き合っていなかったの。実は……加か奈な子こと会った日の……帰り道に……」

「あ、待って待って。それって長くなる？　うざい感じの話？」

　ノロケ話はノーセンキューとばかりに、片手を前に突つき出だし嫌いやがる加か奈な子こ。

「加か奈な子こぉ？　人の話を最後まで聞かないのは失礼だよ？　そっちが聞いてきたんじゃない」

「や、そーだけどヨ。いやーな予感が」

「ところで、夏休みの宿題ってもう終わった？」

「わけねーじゃーん、うへへへ」

「だよね？　あーあ、今年も一いつ緒しよにやろうと思ってたのになー。そんな失礼な子に勉強を教えるの、わたしイヤだなぁー」

「あやせ様のお話なら、多少うざくても喜んで聞かせてもらいますよぉ～～♪」

　あっ、従順になった。

　加か奈な子このやつ……こびへつらうように揉もみ手てまでしていやがる。

　つーかこいつ、夏休みの宿題とか、ちゃんとやる気あるのね。

　加か奈な子この評価が、俺おれの中でやや上じよう昇しようする。

　あやせは、舎しや弟ていと化した加か奈な子こに向かって、満足そうに頷うなずき、

「じゃあ、なにから話そっか？」

「は？　そんなんどーでも……」

「かーなーこ？」

「二人の馴なれ初そめとかどうっスかね!?　ほ、ほら、さっき話そうとしてた！」

　加か奈な子このやつ、あやせに弱すぎるだろ……。

「あぁ……そうそう、そうだったね。わたしとお兄さん……」

「はぁん？　彼かれ氏しのこと『お兄さん』って呼んでんの？　ちょいキモくね？」

「あぁ……えっと……そこは気にしないで。今度、話すから。あとキモいとか言わない」

「？　まぁいいけど……いたたた頭ツカむなよ！」

　加か奈な子こに、俺おれが桐きり乃のの兄貴だってのを打ち明けるのは、桐きり乃のへの報告が終わったあと、ってことだろう。

「私の彼かれ氏し──京きよう介すけさんは、年上なの。みっつ上の、高校三年生。加か奈な子こも会ったよね、夏コミの日に」

「おう、覚えてんよ、もちろん」

　おお、『興味ない相手の顔を覚えない』こいつから、こんな台詞せりふが飛び出るとは。

　なんだかんだで、あやせの──『親友の彼かれ氏し』ってのは、加か奈な子こにとっても重要人物なんだろう。

　そんなことより！

　あやせが、俺おれのことを『京きよう介すけさん』って名前で呼んでくれているだと……！

　うわ……彼かの女じよに名前で呼ばれるって、破は壊かい力すごいな。

　……あ、いや、その……盗ぬすみ聞ぎきをするつもりじゃなかったんだが……。

　……完全に出るタイミングを逸いつしてしまったぜ。どうしたもんか。

　仕方なく、そのまま二人の会話を見守る。

　俺おれの名を聞いた加か奈な子こは、むむ……と思案顔になって、

「京きよう介すけ……きょーすけねぇ…………なーんか……」

「なに？　加か奈な子こ？」

「いや……どっかでさ…………まぁいっか。ほいで、夏コミの帰り道にコクったん？」

「そうだけど先回りしないでよ」

「早送りしてアイス買いにいきてーんだよなー」

「加か奈な子こ、こっちの日ひ陰かげに入っていいよ──長くなるから」

　あやせは、友達の手首をがっしりとつかむ。

　アレは逃にげられない。

「…………………………うぇーい」

　諦あきらめたのか、加か奈な子こは、売られていく子牛のような顔で、パラソルに入っていく。

　そしてビーチチェアに、ちょこんと座すわった。

　……あいつのぶんも、アイス、買ってきてやるか。

「あのね、聞いて加か奈な子こ……あの日、別わかれ際ぎわに、良いい雰ふん囲い気きになってね……お兄さん……京きよう介すけさんが……」

　俺おれは、こっ恥ぱずかしい会話から逃のがれるように、売店へと戻もどるのだった。

　三人分のアイスキャンディを手に、戻もどってくると──

「つーか、やっぱあやせ、自分からコクったのな？」

「うん、どうして？」

「だってあやせってさー、よく男からの告白断ってるじゃん？　なんとなく、自分からしたいんじゃねーかなーって」

「あ……言われてみれば……そう、なのかも」

　少女たちの会話が、まだ続いていた。

　加か奈な子こ、頑がん張ばってくれてるな、という印象が強い。

　あやせって、意外と『語りたがり』なのかもしれない。

　そんな俺おれの彼かの女じよは、夢見るように言う。

「でもね、わたしが『好きです』って告白したあと……彼かれからも、告白してくれたの」

「へー、なんて？」

「『結けつ婚こんしてくれ』って」

「そいつアホだろ」

「そうなの」

　アホですみませんねえ！　聞こえてるんですけど？

　あやせも、赤せき裸ら々らにバラしすぎだろう。

　桐きり乃のに内ない緒しよにしとくっつってんのに、口が軽そうなアホに話しちゃっていいのかよ。

　まあ、あやせの判断なら大だい丈じよう夫ぶだろうけど。

「ひひ、でも笑えるな」

　加か奈な子こは、キバを見せつけるように笑えむ。

「おめーって、どんな男なら付き合うんかなーって思ってたケドよー……まさか、あんなしょぼい感じの男とくっつくとかさー、くっそウケるんだけど！」

　残念だったなクソガキ！

　釣つり合あってないのは自覚あるから、効かねーよ！

「あはは……面おも白しろいこと言うね」

「なーあやせ……加か奈な子この手首に爪つめ立てるのやめてくんね？」

「そんなに意外？」

「そりゃ意外に決まってイタタタタ！」

　加か奈な子こって、恐きよう怖ふ心とかないのかな。

　もしくは学習能力が欠けつ如じよしてんのかな。

　俺おれ、自分が悪口言われてるってのに、あやせに対する加か奈な子この遠えん慮りよない態度に、痛快さすら感じるぞ。

　加か奈な子こは、ようやく解放された手首に、ふーふー息を吹ふきかけている。

　そんでもって、さらにここから、俺おれへのディスを再開していく。

「そりゃアイツ、背はそこそこ高いけどさー。顔だってそこまで悪かないけどさー。前にコクってきた男どもの方がよくね？　サッカー部の主将とかいたべ？」

「京きよう介すけさんがいいの。他の人じゃダメなの」

「ふーん、そりゃすげーや。彼かれ氏しのどこに惚ほれたわけ？」

　いい質問だ。

　褒ほめてやるぞ加か奈な子こ。

　あやせは、『定番の質問』にかなり動どう揺ようしたようだった。

「え～～～～～～～～～～」

　と、両手で顔を覆おおってしまう。

「どこに惚ほれたのか……なんて…………恥はずかしいよ、加か奈な子こ～～～～～」

　水着で身をよじるあやせは、永久保存したいほどえろ可か愛わいかったのだが。

　同性である加か奈な子こは、イラっとした様子。

「かー、うっざ。こっちが気ぃ遣つかってノロケ話を振ふってやってんのに、なんなんだよそのわざとらしい態度はよー。ほんとは喋しやべりてーんだろ？　自じ慢まんの彼かれ氏しの話をよー。そーゆーのもーいーから。分かってるから。まどろっこしーのやめてくんね。とっとと喋しやべって、とっとと加か奈な子こを解放しろや」

　うんざりと要求を伝えると、あやせは上じよう機き嫌げんに目を輝かがやかせる。

「うん！　じゃあ話すねっ♪」

「[image: あ濁]ー……手首いてー」

　……変な友達関係だなこいつら。

「あのね……わたしね……彼かれ氏しのどこに惚ほれたのかっていうと…………」

「おー、どこよ？」

「全部好きなの！」

「……[image: あ濁]ーい」

　ゾンビのようにうめく加か奈な子こ。

　うぉぉ…………と、その場にうずくまる俺おれ。

　あやせは、エロゲを語る桐きり乃ののように──

「すごくえっちで、変態なのに……自分からはわたしにキスできないの。完全にキスの雰ふん囲い気きになったのに、わたしに目をつむらせたのに……おでこにしちゃうの」

「うわぁ……」

　やめて！　俺おれのヘタレエピソードを自じ慢まんげに語るのやめて！

　死んじゃう！　心が死んじゃうのぉ！

「そういうところが、愛いとしいっていうか……可か愛わいいっていうか……好き！」

「うへぇ……」

　甘あまい息を吐はく加か奈な子こ。

　こっちは血を吐はきそうだよ。

　加か奈な子こは、侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしを、目前にはいない『あやせの彼かれ氏し』へと向ける。

「え、じゃあ、まだキスしてねーの？　そのシチュまでいっといて？」

「したよ！　わたしから！　彼かれ氏しがへたれたあとに、勇気を出して……ちゅーって」

　あやせが仕草付きで実演しやがったもんだから、

「ちゅーって……」

　聞いている加か奈な子こまで真っ赤になってしまう。

「すっごく……幸せだったなぁ」

　両手で頰ほおを押さえて、くねくねするあやせ。

　加か奈な子こは頰ほおを染めたまま、涙なみだ目めになっている。

「は～～……………………きっつ」

　すまん。

　本当にすまん。

　俺おれは死んでいるので、加か奈な子こを助けてやることはできない……。

　あやせは、とろんとした目を友達へと向ける。

「ねえ……加か奈な子こ……」

「おー…………」

「…………人生相談、してもいい？」

「はえ!?」

　じ、人生相談？　あやせが──加か奈な子こに？

　い、いったい………………

　硬こう直ちよくする俺おれ＆加か奈な子この眼前で、あやせはこう切り出した。




「初えっちって……どうしたらいいと思う？」




「……ちょ、おま……は、はつ──なに？」

「初えっち」

「初えっちすか」

「どうすればいいと思う？」

「どうすればいいと思う？　っすか」
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　オウム返しをするだけの生き物になっている加か奈な子こ。

　しょうがない！　加か奈な子こは十分がんばってくれているよ！

　俺おれは無理、もうがんばれない……情報量が多すぎて限界！

　立ち上がることさえ困難だった。

　俺おれの目前で、とんでもない人生相談が行われている。

「しらねーよそんなのよぉ～～～～～～～～」

　心底うんざりしたように吠ほえる加か奈な子こ。

「したきゃすればぁ？」

「あ、そんな言い方」

「まっじ興味ねーわー。つっか、なんで加か奈な子こに聞くわけ？　そろそろ宮みや本もとがうんこから戻もどってくっからさー、そっちに聞けよなァ。好きだろアイツそーゆーの」

「だって、加か奈な子こ、恋れん愛あい経験豊富なんでしょ？」

「へ？」

「自分でいつも言ってるじゃない」

「ま、まー……そーだけどヨ」

　気まずそうに視線をそらす加か奈な子こ。

　コレは噓うそ吐ついてるやつの態度ですわ。

　見み抜ぬいているのかいないのか、あやせはにこやかに言う。

「それなら、やっぱり加か奈な子こが適任だよ。あんまりクラスでこういう話、したことなかったけど……みんな、どう考えてるのかなって……聞いてみたくて」

「初えっちを？」

「うん」

「まー、クラスにゃ、経験済みのやつもいるよな」

「やっぱり、そうなんだ」

　うっそマジで!?　お──おまえら、中学生だろ!?

　うちの桐きり乃のと同い年だろ────最近の女子って、そんな進んでるの!?

　俺おれ、おまえらくらいの頃ころなんか……小学生となんも変わらん遊びしてたのに！

「お付き合いしてたら……その……普ふ通つう……なのかな？」

「あやせってさー、そういうの、普ふ通つうかどうかで決めねーだろ。みんながどーでも、自分で考えて決めるじゃん。これもそーすればいーだけじゃね？」

「いつものわたしなら、そうしてたと思う。自分の基準と考えで、よし、こうしよう──って」

「だわなあ。いッつもみんながエロトークしてると、突とつ然ぜん横から入ってきて、おカタいこと言って空気壊こわすもん」

「あはは……それでみんな、不満そうにしてたっけ」

　俺おれの抱いだいていたあやせのイメージ、そのまんまの行動だった。

　真面目で清せい楚そで大人びているあやせは──エロが嫌きらいで、興味もないんじゃないか。

　そう思っていた。

　しかし、加か奈な子こは言う。

「自分で恋れん愛あいしてみたら、考えが変わったかもって？　そんで戸と惑まどってるとか？」

「そうなの！　やっぱり加か奈な子こって、わたしのこと分かってる！」

　どうして加か奈な子このやつは、あやせの言いたいことを要約できるんだよ。

　いまの会話にそんな情報量あった？

　俺おれにとっちゃ、ガールズトークは暗号にしか聞こえないぜ。

「恋れん愛あい経験豊富だっつったべ？」

　加か奈な子こは得意げにニヤける。

「さすが加か奈な子こ！　それで──わたし、どうしたらいいかな？」

「ちなみに、あたしがこーしろっつったら、言うとおりにすんの？」

「しないよ？　参考にするだけ」

「ハ、だと思ったわ。じゃあ聞くけどよー、ぶっちゃけあやせはしたいん？」

「……きょ、興味は……なくもない……かも」

　あああ、ガールズトークのアクセルが踏ふみ込こまれていく……！

　顔が熱い。アイスと一いつ緒しよに溶とけてしまいそうだ。

「ただ、いますぐ……は、ダメ……。お付き合いしたばかりだし……お互たがい……学生だし……」

「じゃあ、あやせっぽい質問すっけど──結けつ婚こんしてからにすんの？」

「……前のわたしなら……そうしよう……って……なってた、かも」

「いまはちげえと」

　あやせは、恥はじらいながらも、こくりと頷うなずく。

　すると加か奈な子こは、からかうように、

「普ふ段だん厳しいこと言ってっくせによー、彼かれ氏しできたとたんユルユルなのな」

「もう、意地悪なこと言わないでよ」

「へーいへい。──で？」

「だから……その……どのくらいからなら、いいかな、って……」

　俺おれ、このままここで聞いていていいのかな!?

　耳を塞ふさいだ方がいいんじゃないの!?

「じゃあ、あたしの意見な」

　加か奈な子このことだから、『すぐしてＯＫ』とかなんとか、チャラい意見を言うのだろう。

　そう決めつけていたのだが──

「おまえが高校卒業するまで待たせとけ」

　アレっ、イメージと違ちがうこと言い出したぞ！

「相手も高校生とか大学生くらいなんだろ？　あやせの立場なら……そんくらいの気持ちで付き合うのがいいんじゃね？　どうしてもそういう気持ちになったら、心構えとか、我が慢まんとか、どーせ意味ねーだろし。んで、彼かれ氏しがむりやり迫せまってくるようなら蹴けっ飛とばして別れろ」

　彼かの女じよなりに、あやせのため、友達のため──真しん剣けんにアドバイスしているようだった。

　あやせにも、伝わったのだろう。

「うん……参考にするね。ありがとう、加か奈な子こ」

「[image: あ濁]ー……っと……その……あくまで、『あやせがどうしたらいいか』って話な。他のやつに聞かれてたら、また違ちがうこと言ったと思うし」

「分かってる。加か奈な子こってすっごく──」

「はいしゅーりょー！　そのへんにしとけ！　この流れつまんねーから！」

　照てれ隠かくしのように両手を振ふって、あやせの言葉を断たち切きる加か奈な子こ。

　彼かの女じよはそこで、くるりとこちらに振ふり向むいた。

　俺おれに向けて言う。

「ボサっと見てねーで、さっさとアイス持って来いよ──彼かれ氏しクン」

「……気付いてたのか」

「たりめーじゃん」

　俺おれがアイスキャンディを手て渡わたすと、加か奈な子こは当然のようにそれを一ひと舐なめし、

「うぎゃ、なにこれ、溶とけてんだけど！」

　まるでワガママ彼かの女じよのような態度であった。

　一方で、

「お、おおお、お兄さんッ!?　いつからそこに！」

　あやせは俺おれの登場に、思い切り動どう揺ようしている。

「どっ…………………………どのへんから…………聞いて、ました？」

「ん？　あー……『参考にするね』ってとこから」

　噓うそだ。

　馴なれ初そめの話をしていたあたりから、全部聞いていた。

　初えっちの話に、聞き入ってました。

「そ、そうですか……ほっ……」

　俺おれの答えを聞いたあやせは、安心したように息を吐はく。

「二人で、なんの話をしてたんだ？」

「た、たいしたことじゃないです……あはは」

　焦あせってごまかすあやせが、可か愛わいいったらありゃしねえ。

　そんな俺おれを、加か奈な子こが蔑さげすむように半目で見ているが、噓うそを見み抜ぬいているのだろうか。

　もしくは……ってか、さっきからあやせが、『俺おれのへたれエピソード』を加か奈な子こに披ひ露ろうしまくったせいだろコレ。

　まぁ、コイツに蔑さげすまれてるのは最初からだから、いいけど。

「彼かれ氏しクンさー」

　ビーチチェアに座すわって足を組み、不良グループのボスみたいな態度で加か奈な子こは言う。

「前、どっかで会ったっけ？」

「そりゃ、夏コミの──」

「ばっか、その前に、だよ。加か奈な子こってぇ、キョーミない人のカオとか覚えねーからぁ。忘れてっかもしんなくてさー。──でもぉ、ダチの彼かれ氏しなら、キョーミあるじゃん？」

「か、加か奈な子こ！」

　慌あわてて加か奈な子この口を塞ふさぎにかかるあやせ。

　完全にテンパってんな。とても隠かくし事ごとなどできそうにない。なら──

「いいや、夏コミで会ったのが『はじめまして』、だと思うぜ」

　俺おれが、しっかりしておかなきゃな。後々バラしたときに文句を言われるだろうが、あやせの思うとおりにさせてやりたかった。

　加か奈な子こは半目のまま「ふぅん」と呟つぶやく。

　まだ、疑いが残っている感じだ。

「……あんた……京きよう介すけ、だっけ？」

「ああ、改めてよろしくな」

「おー」

　鷹おう揚ように片手を挙げる。彼かの女じよはそれから「んー」と、しばし何やら考えて、

「なぁ、京きよう介すけぇ」

　と、馴なれ馴なれしく俺おれの名を呼んだ。

　瞬しゆん間かん、あやせの手が素す早ばやく動き、

「むぐぇ」

　加か奈な子この頰ほおがモチのように、ぐにょーんと伸のびた。

「あ、あにすんだテメー！」

「え？　人の彼かれ氏しを下の名前で呼ぶから、死にたいのかなって」

「じゃーなんて呼びゃいんだよ！」

「名字で呼べばいいじゃない──たとえば、高こう坂さかさん、とか」

「あ？　高こう坂さか？」

　ばっ、あやせオマエ……！

「あっ……」

　しまった、とばかりに己おのれの口を押おさえるあやせ。

　だが、もちろん時はすでに遅おそく──

「……へぇ～」

　加か奈な子この口が、三日月型につり上がった。

「彼かれ氏しクンの名前、高こう坂さか京きよう介すけってゆーんだぁ……」

「か、加か奈な子こ？　これはね？　その……」

「桐きり乃のと同じ名字じゃーん。あやせの親友の高こう坂さか桐きり乃のと、同じ名字じゃーん」

「あ……あぁ……」

　さっと青ざめ、震ふるえるあやせ。すると加か奈な子こはさらに調子に乗って、

「なぁあやせ。これってよー、どーゆーこと？　もしかしてさぁ…………あれ？　なんで加か奈な子この首に手をかけてんの？」

「ちょっと待てあやせ！　なにをするつもりだ！」

「で、でも……余計なことを言われたら困っちゃいますし、立場を分からせないと」

「公共のビーチだから！　穏おん便びんに頼たのむ……！」

　俺おれの彼かの女じよ、いちいち言動がおっかねえんだよな。

　数秒前まで楽しそうに友達をイジろうとしていた加か奈な子こも、さすがに真っ青だ。

「あたし、なんでおめーの友達やってんだろ……」

「え……好きだから？」

「…………いー度胸してるわ」

　はぁ、と息を吐はいて、

「桐きり乃のの兄貴なんだろ？」

　俺おれとあやせは、一秒にも満たない時間、顔を見合わせ──

「うん」

「そうだ」

　揃そろって認めた。

　俺おれは、これまで色々あって────加か奈な子このことを、少しは知っているつもりだ。

　口が悪くて、アホで、ムカつくクソガキじゃああるが。

　桐きり乃のの友達だ。

　あやせの友達だ。

　そして俺おれも……相手に認にん識しきされていなかろうが……友達……のように思っている。

　つまり、だな。あんまり認めたくないんだが、こいつはいいやつなんだよ。

　だからあやせ、おまえも分かっているんだろう？

　加か奈な子こなら、きっと大だい丈じよう夫ぶだ、ってさ。

「…………………………………………」

　俺おれたちの返事を聞いた加か奈な子こは、しばらく黙だまっていた。

　彼かの女じよの予想した通りだったはずなのに、少なからぬ動どう揺ようが見える。

「……マジかぁ～。……ほんとに、桐きり乃のの兄貴だったのかよ」

「うん、本当に、桐きり乃ののお兄さん」

　あやせは不自然な加か奈な子この態度を『当然』のように受け止めて、儚はかなげに微ほほ笑えむ。

「わたしは、桐きり乃ののお兄さんと、お付き合いしているの」

「そっかー………………あの、桐きり乃のの兄貴とねえ………………」

　俺おれだけが、事態を把は握あくしていなかった。

「な、なあ？　俺おれが桐きり乃のの兄貴だと……なんかあるのか？」

「あるっつか……なぁ、あやせ。これ言っていいやつ？」

　ちら、と加か奈な子こはあやせに確かく認にんを取る。

「お兄さん。桐きり乃のは……学校で、お兄さんの話をすることがあるんですよ……最近は、特に」

「は？　噓うそだろ？」

　桐きり乃のが……学校で、俺おれの話を？

　なんで？　友達を家に呼ぶとき、俺おれを隠かくそうとしたくせに！

「あ、悪口とか？」

「それもあります。というか、悪口のような、そうじゃないような……」

　あやせは、説明し辛づらそうにしている。

　なんだそりゃ。よく分からんが、イラつく話だな。

　ぐぬぬ……桐きり乃ののヤツ、どんな俺おれの悪口を言いふらしてやがる。

　やめてくんねーかなマジで、そういうの、へこむからさあ。

　と、そこで、もどかしげに加か奈な子こが声を張り上げる。

「そういうことならよー、加か奈な子こに口止めとかいらねーから。『桐きり乃のの兄貴とあやせが付き合ってる』のを桐きり乃のにバラすとか、金もらってもやりたくね～～～～。だってそれ言ったとき、一番そばにいんの加か奈な子こじゃん！　無理無理無理無理、ぜってー無理。ごめんだね。学校の連中も同じこと言うっての」

「安心して、来月になったら、自分で言うから」

「言う前に、クラスのみんなに連れん絡らく回せよな。絶対学校で言うなよな。放課後、どっかに呼び出して言えよな」

「分かってる。そうする」

「んー……じゃあ……いいけどよー」

　……な、なんなのこのやり取り？

　桐きり乃のを不発弾だんのように言いやがって。まったく意味が分からねえぞ……。

　加か奈な子こは似合わない難しい顔で「むぅ……」とうなり、俺おれを見上げ、

「高こう坂さかさん」

　そう呼んで、

「あやせのこと、マジで頼たのむわ。ダチなんだ」

「任せとけ。ぜってー幸せにしてみせる」

　本気で応えた。本気の頼たのみには、本気で応えるべきだからだ。

　彼かの女じよは「くっさ」と笑ったが、

「ひひ──だってよ。よかったな、あやせ」

「も、もぉっ……加か奈な子こったら……」

　なんとなく、あやせを通して、分かり合えたような気がしたよ。

　ちなみに、俺おれたちが加か奈な子こと別れるまで、宮みや本もとさんはトイレから戻もどってこなかった。
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　俺おれがあやせと海に行った翌日。

　この日は、哀かなしいかな『あやせと会わない日』だったので、俺おれは一日中、受験勉強に没ぼつ頭とうする腹づもりだった。ところが、その予定が狂くるう出来事が起こったのである。

　昼食後、兄きよう妹だい揃そろってリビングで食休みをしていると、インターホンが鳴って、




『ちーっす』




　加か奈な子こが、高こう坂さか家にやってきた。

「あ、加か奈な子こだ。今日約束してたっけ？」

『おーす桐きり乃の。約束なんかしてねーぞ。とりま中入れてよ』

「はいはい……まったくもー」

　インターホンのモニタ越ごしに対応した桐きり乃のが、ぱたぱたと急ぎ足で玄げん関かんへと向かう。

　同級生へ向ける態度は、まったくもって柔やわらかなもんだ。

　そんな妹は、ちらりと俺おれの方に振ふり返かえり、しっしっと手で『上の階』を示す。

「友達来たから。消えててよ」

「おまえな……いくらなんでも……もう少し言い方あるだろ……」

「うっさい。十秒以内ね」

「……へいへい」

　ったく……兄貴にも、あの半分くらいの丁てい寧ねいさで対応してくれたらいいんだが。

　妹の尻しりを、リビングのソファから見送った俺おれは、よっこらしょと立ち上がり、自分の部屋へと戻もどっていく。階段を上りながら、はてと首をひねった。

「加か奈な子こねえ……」

　昨日、海で遭そう遇ぐうしたばかりのあいつが、約束なしでうちに来るとは……。

　つい勘かんぐってしまう。

　ただ、桐きり乃のと遊びに来ただけか……？　それとも……。




　────『桐きり乃のの兄貴とあやせが付き合ってる』のを桐きり乃のにバラすとか、金もらってもやりたくね～～～～。




　……よく分からんが、そう言っていたしな。

　まあ、秘密をバラされる心配はいらんだろう。

　考えをまとめた俺おれは、受験勉強の続きをするべく、止まっていた足を踏ふみ出だす。

　と──

「ちょっと！」

　暴君の声が俺おれを呼び止めた。

　階下に向かって振ふり向むくと、腕うでを組んだ桐きり乃のが、俺おれを見上げている。

　……あん？　桐きり乃ののやつ、なに怒おこってるんだ……？

「あんた、加か奈な子こになにしたわけ？」

「は？」

　意味不明だから、もう一度言ってくれ。

　短い発声で意図を伝えると、桐きり乃のは口元をへの字にした渋しぶい顔で、

「加か奈な子こ……あたしじゃなくて、あんたに会いに来たんだって」

「……マジかよ」

　どうやら、面めん倒どうなことになりそうだった。

　リビングに出で戻もどった俺おれは、そこで加か奈な子こと対面した。

　ツインテールの小こ柄がらな美少女が、意地悪そうな顔で俺おれを見ている。

「よ、京きよう介すけ」

　と、ヤツは馴なれ馴なれしく片手を挙げて挨あい拶さつしてきた。

「………………」

　どういうつもりだ、という思いを込こめて、無言で睨にらんでやるが、彼かの女じよは意にも介かいさずヘラヘラしたままだ。

　そして桐きり乃のは、そんなやり取りを、じっと腕うでを組んで見つめている──。

　なんとも妙みような状じよう況きようだった。

　この雰ふん囲い気きを一言で表すなら、不ふ穏おん。

　なにか、大きな揉もめ事が起こりつつある──そんな空気。

　美少女二人に挟はさまれるという形だが、さすがに羨うらやましいと思うヤツはいないだろう。

「どういうこと？」

　と、低い声で桐きり乃のが問う。

　そう言われてもな。……俺おれ自じ身しん、事態を把は握あくできていない。

　考えをまとめるためにも、脳内でおさらいをしておこう。

　まず、桐きり乃のについてだが……。

　俺おれと加か奈な子この関係について、『家に加か奈な子こを連れてきたときに、ちらっと兄貴を見られた』……その程度の認にん識しきのはずだ。

　だから桐きり乃のにとって、『加か奈な子こが俺おれに会いに来た』という状じよう況きようは、マジで意味が分からないってわけだ。

　普ふ段だん、学校の友達に対しては『家での態度を見せない』桐きり乃のが、俺おれにキツめの態度を取ってしまうのも、その混乱ゆえ──

「ちっ、なんか言えっての。なんで加か奈な子こがアンタに会いに来るわけ？　いつの間にあたしの友達と知り合いになってんの？　マジキモいんですけど」

　──いや、さすがにひどくね？　言いたい放題にもほどがあるだろ。

　いつもの俺おれなら言い返しているだろうが、いまは非常事態だ。それどころじゃない。

「きひひ、ずいぶん妹にキラわれてるみてーじゃん、京きよう介すけぇ」

　キバを見せて笑う加か奈な子こ。まるでイジメっ子みたいな口調だった。

「………………」

　俺おれは加か奈な子こに視線を向けつつ、依然として沈ちん黙もくを保っている。

　正直、どう反応したものか、決めかねていたのだ。

　加か奈な子こと俺おれの関係について、おさらいをしよう──

　来くる栖す加か奈な子こにとっての俺おれ──高こう坂さか京きよう介すけは、桐きり乃のの兄で、あやせの彼かれ氏しだ。

　ここまでは昨日、海で遭そう遇ぐうしたとき、加か奈な子こに知られてしまっている。

　そして、もうひとつ。

　俺おれは、色々と事情があって……変装をし、身分を隠かくし、アイドル事務所のマネージャー『赤あか城ぎ浩こう平へい（偽ぎ名めい）』として、加か奈な子こと会ったことがある。

　この件について、加か奈な子こにバレているかは現状不明だが──

　ことは『桐きり乃ののオタク趣しゆ味み』に深く関わってくる。

　バレていないなら、バレるような言動はマズい。

　とまぁ、おさらいと思考整理が終しゆう了りよう。

　さて……

「おーい、京きよう介すけぇ。あんだよそのつれねー反応はよー。あたしとおまえの仲だろー？」

　──この馴なれ馴なれしいクソガキを、どうしたもんか。

　背せ伸のびをして俺おれの肩かたに手を回そうとしてくる加か奈な子こから、すげなく距きよ離りを取って、

「どんな仲だよ」

「どんな仲がいい？」

「妹の友達……だよな？」

「ん？　そんだけ？」

　わざとらしく『あざとい』ポーズで、面おも白しろそうに見上げてくる。

　好みの女の子にやられたら、内心悶もだえていたかもしれない。

「俺おれに用があるって？　なんだ？　桐きり乃ののことか？」

　つとめて無難に話を進めていく。

「用の前にさー。加か奈な子こと京きよう介すけの関係について、桐きり乃のに説明した方がよくね？」

「おま……ッ」

　おい加か奈な子こ、マジでどういうつもりなんだよ!?

　まるで『俺おれと付き合っていて』、『それを桐きり乃のに報告しに来た』ような言い草じゃねえか！

　どん！　と、桐きり乃のがイラ立たしげに床ゆかを鳴らす。

「うっざ！　早く話進めろっての！」

「へいへーい。ひひー」

　加か奈な子こは、桐きり乃のの怒いかりに怯ひるむことなく、むしろ面おも白しろそうに笑い──

「実は加か奈な子こぉ、桐きり乃ののいないとこで、京きよう介すけと知り合ってさあ──あ、そんときは、桐きり乃のの兄貴だとはぜんぜん分からなかったんだけどぉ」

「は？　あたしのいないとこで、こいつと知り合ったって──どういうコト？」

「前にさー、シゴトでアキバ行ったんだケドよ～、あたしが困ってっトキに助けられたっつーかぁ。まー、そんなカンジ？」

　あ、こいつ、俺が『あの時のマネージャー』だって分かってるな。

　ただ加か奈な子こは、『俺おれとの出会い方』について、正しいニュアンスで伝えなかった。

「……ふぅん」

　桐きり乃のは、それに気付いていないようだ。自分もアキバについて、どでかい秘密があるもんだから、追及の手が弱くなっている。

「あたしの兄貴だって、分かんなかったのはなんで？　うちに遊びに来たとき、顔見たじゃん」

「桐きり乃のの兄貴の顔とか、キョーミなかったし。そっこー忘れたっつーの」

「あ、そ。……で？」

「つい最近、『京きよう介すけって、実は桐きり乃のの兄貴だったんじゃね？』って気付いてさあ」

　実際は、あやせが自じ爆ばくして加か奈な子こにバレたわけだが。

　加か奈な子こは、ニヤニヤとこう続けた。

「ほいでこの前、桐きり乃のがガッコで、自分の兄貴の話とかしてたじゃん？」

「か、加か奈な子こ！　いまその話は……っ！」

　桐きり乃のが慌あわてて加か奈な子こを止めている。

　俺おれは、がっくりと肩かたを落とした。

「……いったいオマエは学校で俺おれのどんな悪口を広めてるんだよ」

「はあ!?　な、ななな、なんだっていいでしょ！」

　安定の逆ギレである。

「あたしの話はどうでもいいっての！　そ、それでっ？　どうして加か奈な子こは、うちに来たわけっ？」

「『桐きり乃のの兄貴』にキョーミ出たから。桐きり乃ののいないとこで、京きよう介すけと知り合った──って言ったじゃん？　そんとき世話んなったんだよ。──なっ？」

　と、加か奈な子こが、馴なれ馴なれしく俺おれに振ふってくる。

　ここで否定してもどうしようもない。俺おれは頷うなずいた。

「俺おれ、世話なんてしたか？　たいしたことはしてねえと思うが……」

「謙けん遜そんすんなヨ。その若さにしちゃ、なかなか使えるヤツだったぜ」

「そりゃどーも」

　なぜ俺おれに先せん輩ぱい風を吹ふかす……？

　どんだけ上からなんだ加か奈な子このやつめ。

　俺おれは、桐きり乃のの前で加か奈な子この主張を認める。

「てわけで、知り合ったってのは本当だ」

「むう……あたしの友達と勝手に知り合わないでよキモい」

　この野や郎ろう。相変わらず理り不ふ尽じんな言い草だな。どうしろってんだ。そもそも加か奈な子こと知り合ったのも、元を正せば、桐きり乃ののせいだってのに。

「ふん」

　と、桐きり乃のは不ふ機き嫌げんにそっぽを向く。

　それから、ちらりと加か奈な子こを見て、唇くちびるを尖とがらせた。

「加か奈な子こさあ……興味が出たから──コイツに会いに来た、って？」

「オウ」

「なら用は済んだっしょ。帰れば？」

「おいおい今日の桐きり乃の、あたしに冷たくねー？」

「友達をコイツに会わせるとか、普ふ通つうにイヤだし、早く終わらせたいし。つか加か奈な子こ、あたしとどっか遊び行く？　そっちのがよくない？」

　よっぽど俺おれと加か奈な子こを引ひき離はなしたいらしい。

　ま、俺おれも今日は勉強してーし、さっさとこいつらがいなくなるなら願ったりだけど。

　ところが加か奈な子こは、大げさに首を横に振ふった。

「ばっか、まだこっちの用は途と中ちゆうだっつーの。最後まで話聞けっての」

「……はぁ……じゃ、言ってみ？」

　桐きり乃のがうんざりと促うながした。

　加か奈な子こは、行ぎよう儀ぎ悪くソファに座すわり直し、嫌いやがっている相手に、堂々と語り始める。

「加か奈な子こさァ～、昨日、宮みや本もとと海行ってぇ～」

「それは知ってるけど……話変わってない？」

「変わってね～って。──で、海行ったの。宮みや本もとが男欲ほしいっていうから。でもダメだったんだよぉ～～宮みや本もとのせいでさぁ～。加か奈な子こは超ちよう々可か愛わいかったんだけどぉ～、宮みや本もとのせいでダメだったんだよぉ～」

「ランちん、電話では加か奈な子こが悪いって言ってたけど？　『小学生の妹』を連れてるって思われて、男の人が寄ってこなかったってグチってたけど？」

「は？　ちげえし？　人のせいにしてんじゃねーよあのブス。普ふ通つうに宮みや本もとのせいだっつーの。ちっとも声かけらんねーし。超ちよう可か愛わいい加か奈な子こがいんのに、ぜってーおかしいっしょコレぇ」

　責せき任にん逃のがれ×２

　ＪＣ同士の醜みにくい押おし付つけ合いであった。

　桐きり乃のは、慰なぐさめるような口調で、

「そ、そっか、ふたりとも彼かれ氏しできなかったんだ。残念だったね」

「おー」

　むす、と、加か奈な子こは短く肯こう定ていする。

「元々宮みや本もとの付き合いで行ったんだけどよー、ダメだったせいであたしもちょいムキになっちまってるつーか、引ひっ込こみつかない？　そんな感じなんだヨ」

「ふ、ふーん。それで……うちの……きょ……兄貴に会いに来るのと、なんか関係あるの？」

「だからぁー」

　加か奈な子こは、『桐きり乃ののヤツ物分かり悪りーなー』みたいな態度から一転、俺おれに向かって、元気いっぱいにシンプルな『用件』を口にする。




「京きよう介すけ、あたしと付き合えよ！」




「は？」

「はあ!?」

　俺おれの困こん惑わくと、桐きり乃のの大声が重なった。

「な──なに言ってんの加か奈な子こ！　まったく意味分かんないんだけど！」

「彼かれ氏し欲ほしいっつったべ？　だから彼かれ氏し作ろうと思って、とりま京きよう介すけがいっかな～って」

「なんでコイツなの！」

「自分が世話になって、見どころあるヤツだって知ってたから。年上で背が高いから。桐きり乃のから色々聞いてたから。顔もキョヨーはんい？　だから。スーツが似合うから。そんでもって、加か奈な子この言うコトなんでも聞いてくれそうだから」

　聞かれて即そく座ざに、ずらずらっと複数の回答を提示する加か奈な子こ。

　桐きり乃のは、うっ……と、仰のけ反ぞって、

「い、色々あるみたいだけど！　──そ、そう！　す──好きだから、付き合って欲ほしいわけじゃないんだ？」

「いやいや、好きだから付き合って欲ほしいんだけど？　そー言ったべ？」

「言ってない！」

「はあ～？　言ってっし」

　加か奈な子こ的には、いまの説明で『相手の男が好き』ということになるらしい。

　よく分からん話だった。俺おれは、目を細めて加か奈な子こを見やる。

　そもそもだ。

「加か奈な子こ……おまえって……俺おれのこと好きなの？」

「おう！　好き好きー、付き合おうぜ！」

　即そく答とうしてくる態度は愛らしく、素す直なおに嬉うれしい気持ちになる。

　なる、の、だが……。複数の理由で解げせない。

　まずひとつめ。

「おまえの説明を聞いてると……恋れん愛あいっぽい感じがしないんだが」

「あ～ん？　恋れん愛あいっぽい感じって、なによ？」

「そりゃあ……もっと……こう……こういうときにドキッとした……とか……ときめいた、とか……告白っていうのは……もっと……もっと……」





　──お兄さんは……大ウソ吐つきです。

　──ウソ吐つきで、エッチで、シスコンで、バカで、変態で……

　──なのに……いつも優やさしくて……

　──わたし……わたしね……自分でも、どうしてこんなことになったのか分からないんですけど……






　──お兄さんのことが……好きです。




　──こういう感じなんだよ！　恋れん愛あいっぽい告白ってのはよぉ～～～～！

　それと比べて加オ奈マ子エのはなに？

『遊びに行こうぜ！』みたいなノリじゃん！

　俺おれ、その告白じゃときめかねえわ！

　俺おれの言葉になり切らない主張を見た加か奈な子こは、思いっきりバカにした顔で、

「ぷっｗｗｗｗ」

「おい！　なに笑ってんだ！」

「いやぁ……だって、おめーが、いい歳としこいて『ドキッとした』とか『ときめいた』とか、言い出すからよお～。超ちようウケる。ひひひ、恋れん愛あいマンガかっつーの」

「なッ！」

　俺おれの顔が、かぁっと熱くなる。

「わ、悪かったな！　マンガみてーな恋れん愛あい観でよ！」

「別に悪かねーよ？　むしろ笑って悪かったよ。重い恋れん愛あいが好きなやつだっているわなー。たださあ、恋れん愛あいマンガとかってよー、くっつきそうでくっつかねーみたいなのが長く続くじゃん？　ひひっ、そこが面おも白しろいんだろうけどよー」

　加か奈な子こは言った。

「あたし、自分で恋れん愛あいするトキは、そーしたくねーの」

　チョッピリ誇ほこらしげに、少年のように鼻をかいて。

「はっきりしねーのキラいなんだよねぇ～。もどかシーっつーか、なんもしないでいたら、どんどん悪い方に向かっていくよーな気がするからさァ～～～。だからあたし、好きなヤツがいるんならよー、さっさと好きって言って、さっさと付き合えばいいと思うんだよなァ～～。初めて会ったトキからあんま経たってねーとか、告白が軽いとか、しらねーわってカンジ」

　アホみたいな喋しやべり方なのに、不思議と『そうかもしれない』って、思わされてしまう。

　加か奈な子こには、そういうところがあった。

「………………………………」

「………………………………」

　俺おれは、黙だまって加か奈な子この言い分を聞いていた。

　桐きり乃のも、唇くちびるを嚙かんで黙だまっていた。

　さらに数十秒の間があってから、俺おれは口を開く。

「じゃあ、はっきり答えるけど」

「あっ、待った待った」

　断りの台詞せりふを言おうとした俺おれを、加か奈な子こは手を前に出して止める。

「急せかすようなこと言っといて悪りーけどさあ。返事すんの、もーちょい待ってくんね？」

「……なんでだ？」

　俺おれが断ることくらい、分かっているだろうに。

　これがふたつめの疑問だ。

　俺おれに好きな人がいて、付き合っている相手がいて、ラブラブだって──加か奈な子こは、昨日、自分の目で見て、知っているんだから。

　なのに告白してくるもんだから……てっきり。

　彼かの女じよのいる俺おれのことが、それでも好きで、けじめを付けるために、振ふられるために、あえて告白しに来た──そんなふうに納なつ得とくしかけていたのに。

　ここで止めるってことは、違ちがうのか？

　俺おれの疑問に、加か奈な子こはこう答えた。

「今日一日だけ、あたしに付き合えヨ。それで落としてやっからさ。告白の返事は、帰る前に聞くわ」

「一日も付き合えない、って断ったら？」

　加か奈な子こは、ぎゃはっ、と下品に笑った。

「断れねーだろ？」

「そうだな」

　諦あきらめ混じりに言った。




　────『桐きり乃のの兄貴とあやせが付き合ってる』のを桐きり乃のにバラすとか、金もらってもやりたくね～～～～。




　このぶんじゃあ、昨日のやり取りは、もうあまりアテにならない。

　もしもここで断ったら。

　今日の加か奈な子こは、あやせの望まぬ形で、秘密を桐きり乃のにぶちまけるかもしれない。

「おまえが何を考えているのか、正直さっぱり分からねえよ」

　俺おれのことを好きっていうのも、どこまで本当か。

「っへへー、あたしってぇ、ミステリアスな美女だろぉ？」

「はいはい。ミステリアスな加か奈な子こ様が、何をお考えになってるのか──分からんままにしておくのが怖こわいから、付き合うよ。一日だけな」

「そーこなくっちゃ」

　悪わる巧だくみが成功したぜ、みたいなノリではしゃぐ加か奈な子こ。

　彼かの女じよは、俺おれの服をぐいっと引っ張って、

「んじゃ、さっそく京きよう介すけの部屋行くべ」

「加か奈な子こ！」

　いままで黙だまっていた桐きり乃のが、我が慢まんの限界とばかりに大声を張り上げた。

「勝手に話進めないでくんない？　あたし、ぜんぜん納なつ得とくしてないんだけど！」

「おー怖こわ。ひひ、桐きり乃のってぇ、そんな顔することあんのな？」

「はあ？」

「兄貴が、自分の友達と付き合うの、そんなにイヤなん？」

「イヤに決まってんじゃん！」

「なんで？」

「なんで……って……ほ、ホラ！　キモい兄貴と付き合う子が可哀かわい想そうだし……別れたとき、あたしが友達と気まずくなるかもだし」

「あたしは大だい丈じよう夫ぶだぞ。もし京きよう介すけと付き合って、最悪の彼かれ氏しでした──とか、別れました──とかなっても、桐きり乃ののせいにしたりしねー。自分で決めたことだしな」

「……………………加か奈な子こは……そうかもね」

「だべ？　じゃ、問題ねーな？」

「ある！」

　再び食い付いてくる桐きり乃の。

　よっぽど……よっぽど自分の友達が、俺おれとくっつくのが我が慢まんならないらしい。

　俺おれも嫌きらわれたもんだな。

　今回、意味不明な加か奈な子この行動であったが……先にこれを見ることができたのは、ありがたかったかもしれない。

　俺おれとあやせが付き合っていることを知ったら、桐きり乃のは同じように──いや、これ以上に強く反対するだろうからだ。

「…………まだあんの？　なによ？」

　加か奈な子こが、やや引き気味に問うと、桐きり乃のはもごもごと言葉をさまよわせる。

「えっと……その……そう！」

　俺おれをビシリと指さして、

「こッ、こいつがシスコンだから……！」

「シスコンだからなんなんだよ」

「し、シスコンだから……あたしが許可してあげないと、こいつは誰だれとも付き合ったりできないの！」

　無茶苦茶言いやがる。桐きり乃のの言い分には、まったく理り屈くつが通っていない。

　どうしてそこまで──

　加か奈な子こに彼かれ氏しができるのがイヤなのか。

　友達が兄貴と付き合うのがイヤなのか。

　それとも──────────────……………………

　俺おれに彼かの女じよができるのがイヤなのか。

　いや、いや、さすがに最後のはない。有り得ない。

　俺おれもエロゲに毒されすぎだな。お兄ちゃんが大好きすぎて、誰だれにも渡わたしたくないブラコン妹なんて──現実には、存在するはずもないのだから。

　だとしたら何な故ぜ……と、再び思考が堂どう々どう巡めぐりをしてしまう。

　ふと気付くと、加か奈な子こが俺おれの目を、じっと覗のぞき込こんでいた。

「………………………………」

　まるで、何を考えているのか、見通そうとでもしているかのように。

　彼かの女じよは続いて、桐きり乃のを見た。

　俺おれの妹は、無茶苦茶な発言を自覚しているのか、真っ赤な顔で汗あせをかいている。

「………………………………」

　加か奈な子こは観察するように目を細め、無言のまま、俺おれと桐きり乃のとを、交こう互ごに見る。

　それを数度繰くり返かえし、やがて処置なしとばかりに息を吐はく。

「重症だな、こりゃ」

「どういうイミ！」

　桐きり乃のは、吠ほえるように発声する。

「分かんねーのが重症なんだっつーの。桐きり乃のってよー、ガッコじゃあんなにちゃんとしてんのに、家じゃぜんぜんちゃんとしてねーのな」

「なにそれ……加か奈な子こが言ってること、ちっとも分かんない……」

「桐きり乃のさあ、そもそもなんで自分がキレてんのか、自分で説明できねーんじゃねーの？　ちゃんとアタマん中で整理できてっか？」

「…………………………」

　桐きり乃のは、はっ、と目を大きくして、加か奈な子こを睨にらむ。

　図星だった──とでも言うかのように。

「そら見ろばーか」

　そんな桐きり乃のを、加か奈な子こは嗤わらった。

「怒おこるなら、ちゃんと怒おこれよ──あたしみてーに。じゃねーとなんもできねーだろ？」

「……加か奈な子こみたいに……って？」

「お手本見せてやろっか？　えーっと……あー、んー……」

　加か奈な子こは、迷うように頭を抱かかえていたが、やおら顔を上げて、

「ホントはこれ、言うつもりなかったんだけどよー」

「なに？」

「あやせ、彼かれ氏しできたんだよね」

　ブッ！

　加か奈な子このやつ！　いきなり言いやがった！

　ど──どどど、どういうつもりだよ！

　内心の混乱を、表情に出さないようにするだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　一方、桐きり乃のは衝しよう撃げきの事実を知らされて、

「……は？」

　目が点になってしまっている。

「あやせが──……なんだって？」

「彼かれ氏し、できたんだってさ」

　加か奈な子こは、呆ほうけている相手にも伝わるよう、ゆっくりと、もう一度、告げた。

　桐きり乃のは、目め眩まいを堪こらえるような仕草で問い返す。

「あやせに、彼かれ氏し？」

「そう」

「聞いてないんですけど！　あたし、あやせからなんにも相談されてないんですけど！」

　くわっ、と、加か奈な子こを喰くい殺す勢いで大声を出す桐きり乃の。

　加か奈な子こは、慎しん重ちように後ずさりながら、

「あたしが知ったのも、たまたまだし。あやせ、本当は桐きり乃のに、真っ先に打ち明けるつもりだったみてーだぜ」

「………………ふーん」

　納なつ得とくし切れていない不満そうな顔で、唇くちびるを尖とがらせる桐きり乃の。

　これは分かりやすい。

　親友のあやせが、自分になにも言わず彼かれ氏しを作ったことで、不ふ機き嫌げんになっているのだ。

　でもって彼かれ氏しがどんなやつなのか、心配になっているのだ。

　どうやら、『自分の兄貴』がその彼かれ氏しだとは、思いもしていないらしい。

　桐きり乃のは加か奈な子こに問う。

「……ねぇ……あやせに電話して、彼かれ氏しのこと、聞いてみてもいいと思う？」

「自分から言うつもりだったんだろーから、待っててやれよ。知らなかったふりしとけ」

　加か奈な子こは自分がバラしたくせに、そんなことを言う。

「んん……心配だなぁ……あやせ、初彼かれ氏しだし……」

「大だい丈じよう夫ぶじゃね？」

「なんでそんなこと分かんの？」

「だってさー、あたしが、どーしても彼かれ氏し欲ほしーってなったの、あやせの彼かれ氏し自じ慢まんがうぜーからだもん」

「あやせが、彼かれ氏し自じ慢まん？　……想像できない」

「マジでクッッソうぜーから桐きり乃のも覚かく悟ごしとけよ。──っかー！　あー、思い出すだけでイライラする！　上から目線でマウント取りやがってよぉ～～～！　自分もちっと前まで彼かれ氏しいない歴＝年ねん齢れいだったくせによぉ～～～！」

　幼く可か愛わいい顔を、悪者みたいに歪ゆがめて怒おこる加か奈な子こ。

「がー、くっそぉ～～～、思い出したらまたムカついてきたぁ！　あやせの野や郎ろう調子に乗りやがってよぉ～～～～～！　あたしに初彼かれ氏しができたら、ぜってー超ちよう自じ慢まんしてやっかんな！　ザマ見ろブスってバカにしまくってやっかんな！　覚えてろ！　ぜってー百倍返しにしてやんよ！」

　──怒おこるなら、ちゃんと怒おこれよ──

　加か奈な子こは、桐きり乃のの前で、お手本を見せるかのように実じつ践せんするのだった。

　そして彼かの女じよは、がらっと笑え顔がおで行動する。

「つーわけで、京きよう介すけを彼かれ氏しにしてやることにしたってわけ」

　なんで加か奈な子こが、俺おれなんぞに告白してきたのかと思ったが。

　すげー納なつ得とくした。

　確かに、俺おれを彼かれ氏しにすることができりゃあ、『あやせに勝った』と言えるわな。

　大変分かりやすい。

　ツッコみたい点が山ほどあるが──

　ちゃんと怒って、行動している。

　ただ、この行動原理は、あやせの彼かれ氏しが高こう坂さか京きよう介すけであることを知っている相手にしか、伝わらないだろう。桐きり乃のには、中ちゆう途と半はん端ぱにしか伝わっていないだろう。

　実際、桐きり乃のは依い然ぜんとして『納なつ得とくし切れない』ような顔でムスっとしている。

　そんな級友に、加か奈な子こは嘲ちよう弄ろうするようにキバを見せる。

「ひひっ、なァ、桐きり乃のぉ。みんなにさんざん〝宝物〟を見せびらかしておいてよー、雑に扱あつかって、その辺にほっぽっといたらよー、とられちゃってもしょーがねーよなー。そー思わね？」

「………………………………」

　桐きり乃のは、唇くちびるを嚙かんで加か奈な子こを睨にらむ。

　今度は、俺おれが理解できないやり取りだった。

　わざとなのか、天然なのか、加か奈な子こは二人を相手取っているのに、片方にしか分からないような話し方をしている。

「桐きり乃のはさー、自分がなんで怒おこってんのかくれー、分かっといた方がいーんじゃねーの？　手て遅おくれんなってから後こう悔かいしても、あたし、バカにしてやることしかできねーよ？」

「加か奈な子こ」

「ん？」

　首をかしげる加か奈な子こに、桐きり乃のは、表情の抜ぬけ落おちた真顔で言った。

「今日はもう帰って」

「えー、ダチの彼かれ氏し作りを邪じや魔ますんの？」

「予定を狂くるわせちゃってゴメンだけど、もう帰って」

　………………………………………………。

　………………………………。

　意味深な沈ちん黙もくが横たわった。

　気まずい、重い、息苦しい空間が形成されている。

　やがて、そんな中、

「へへっ、しゃーねーなー、予定変へん更こうだ」

　加か奈な子こは、あくまで軽けい薄はくに声を出す。

　ヒラヒラと手を振ふる仕草で、

「今日んトコは帰るわ。そんかわし────京きよう介すけ」

「あん？」

「ウチまで送れよ。──そんくらいいーだろ？」

　加か奈な子こはニヤリとして、俺おれではなく桐きり乃のに向かって許可を求めた。

　すると桐きり乃のは、ぼそっと吐はき捨すてるように、

「……勝手にすれば？」




　そうして俺おれは、加か奈な子こと並んで歩いている。

　高こう坂さか家から十分離はなれた。そう判断したところで、

「……どういうつもりだったんだ？」

　と、俺おれは問うた。加か奈な子こは韜とう晦かいするように、

「あ？　なにが？」

「今日のおまえの言動ぜんぶだよ」

　加か奈な子こが俺おれを連れ出したのは、二人で話す機会を作るためだろう。

　桐きり乃ののいるところじゃ、できない話もある。

　加か奈な子こは、すっと大人びた表情になった。彼かの女じよは口元を笑えみの形にし、遠くを見ている。

「説明したろ？　桐きり乃のの前でさ」

「あやせに彼かれ氏し自じ慢まんされてムカついたから、俺おれを彼かれ氏しにしてやるって？」

「そうそう。噓うそなんかひとっつも吐ついてねーぞ？」

『おまえのことが好き』なのも噓うそじゃない──と、言外に伝えてくる。

　……仮に、仮に……

　ここで俺おれが、『おまえと付き合う』と言ったら。

　こいつはどうするつもりなのだろう────？

　俺おれは、かぶりを振ふって妄もう想そうを打ち消し、

「……それだけじゃないだろ」

「そーだな。それだけじゃねーな」

　やっぱり。

「話せよ」

「やだ」

「なんで」

「あたしはさ」

　と、加か奈な子こは、俺おれの方を見ずに切り出した。

「桐きり乃ののダチなんだよね」

「……ああ」

「そんで、あやせのダチなんだよね」

「………………」

「だから、こうすんのがいいと思ったの」

　すべてを説明したぞ、と。

　分かるだろ、と。

　そう聞こえた。だが、俺おれには分からない。伝えられたのに、伝わっていない。

「そりゃ……どういう……」

「ほっといたら、あやせが自分でなんとかすんだろーなって。外そと堀ぼり埋うめて、準備万ばん端たんにしてよ。来月んなって、桐きり乃のに話して、あやせにとっていー感じに終わるんだろーよ。それってよー、なーんかもやっとすんだよ。だから、あたしが納なつ得とくできるようにしたの。そんだけ」

　きっと『俺おれに理解させよう』という説明ではなかった。

「あやせが考えてるほど、あやせの思うとおりにゃならねーんじゃねーかなー。桐きり乃ののダチで、もやっとしたの、あたしだけじゃねーと思うし。あたしは、こんくらいでいーかってなったけど、もっと突っ込んでくるバカがいるかもしんねー」

　実際、なんとなくしか伝わってこなかった。

　それでも。

　加か奈な子こなりに、友達のためにやっているのだろう。

　よかれと思うことをしたのだろう。

　それだけは、分かった。

「あたし、姉貴がいてさ」

　加か奈な子こは、独り言のように語っていく。

「妹のあたしはこんなんだけど、姉貴は、すげー、ちゃんとしててさ……まっとうな人でさ。だから、なんとかかんとか、姉し妹まいやってられてるわけ。まあ、負担かけまくって申しわけねーなってカンジだけどよ」

　んー……と、唸うなる。

　言いたいことを、脳内でまとめようとしているようだ。

「なんつーかさぁ……兄きよう妹だいとか、姉し妹まいとかってよー、どっちかだけでもちゃんとしてりゃあ、なんとかなるんじゃねーのかなぁ」

「……………………」

「おまえら、どっちもちゃんとしてねーんだよ。だから、どーにもなんねーんだよ。だから、お節せつ介かい焼かれるんだよ」

　耳が痛い。

　そう、素す直なおに感じた。

「あたし、すっげー嫌きらいな言葉があってぇ。言ったヤツ、ぶん殴なぐりたくなるくらいムカつくんだけどよー」




「おまえがちゃんとしろよ。兄貴なんだから」




　親に言われたなら、余計なお世話だと腹が立ったろう。

　妹に言われたなら、ムキになって言い返していたかもしれない。

　加か奈な子こに言われた俺おれは──「そうだよなあ」と、受け止めた。

「おまえの言ってること、半分以上分からなかった。けど、だから」

　考えるわ、と、締しめた。

　加か奈な子こが、なんとなくしか伝えなかったことを、分かるようにならなくては。

　ちゃんとしなくっちゃあな。

「ここまででいーや」

　加か奈な子こが、脚あしを止めて言った。

　ぽん、と俺おれの腹を、拳こぶしの底で一発殴なぐって、

「あやせと別れたら言えよな。遊んでやっからよ」

　加か奈な子こは、正直言って、まったく俺おれの好みじゃない。

　だけど、こいつと付き合ったら、きっと毎日楽しいだろう。

　そう思った。







　その日の夜。

　俺おれの部屋に、桐きり乃のがやってきた。

　ドアを開けると、廊ろう下かに妹がポツンと立っており……ためらいがちにこう切り出す。




「…………人生相談……あるんだケド」




　お決まりの台詞せりふは──もう聞くことがないと思っていたものだ。

　俺おれは少なからず動どう揺ようしたが、表には出さず、ドアを開け広げる。

「とりあえず、入れよ」

「……うん」

　桐きり乃のが着ているのは、半はん袖そでの部屋着だ。初めて見るデザインだから、最近買ったものかもしれない。妹は、勧すすめてもいないうちから、俺おれのベッドに腰こし掛かけて、気け怠だるげな声を出す。

「あのさぁ……あたし、いまちょー悩なやんでて……聞いてくんない？」

　桐きり乃のの悩なやみ、か。

「昼間、加か奈な子こに言われたことか？」

　もしくは……『あやせの彼かれ氏し』について、だろうか？

　俺おれの心当たりはこのふたつだったのだが──どちらも違ちがっていた。

　桐きり乃のは、首を横に振ふる。

「それとは別件。その……あたしの趣しゆ味み、関連で」

　桐きり乃のの趣しゆ味みについて。

　それは再び話すようになってからずっと、俺おれと桐きり乃のとで、取り組んできた問題だ。

「言ってみな」

　椅い子すに座すわって、桐きり乃のと目線の高さを合わせる。

　すると桐きり乃のは、意外な名前を口にした。

「あやせがさ、明日……あたしと二人で、アキバに行きたいって」

　あれ？　この話題、前にも聞いたぞ？

　確か、俺おれとあやせが初めてアキバに行って、沙さ織おりと会った──その日の夜だ。

　そう。あやせは、『勉強の成果』を試ためすべく、桐きり乃のをアキバ行きに誘さそったのだった。

　やや混乱してきた俺おれは、桐きり乃のに問う。

「前にも、んなこと言ってなかったか？　あやせからアキバ行こうって誘さそわれて、裏があるんじゃねえかとか、なんとか」

「うん、あのときも、あやせとアキバ行ったんだけどさ」

　そういえば、あれってどうなったんだろうな？

　俺おれは、桐きり乃のの話に耳を傾かたむける。

「あんまり、オタクっぽいとこには行かなかったんだよね。駅前とか軽く回って、アニメキャラのぬいぐるみとか買って、ちょっとカフェで話して……そんくらい」

　オタクじゃない人と行く用の『超ちよう無難なアキバデート』だった。

　ははあ……どうやらあやせは、『勉強の成果』を試ためすことができなかったらしいな。

　仕方ない、といえば仕方ない。

　俺おれが桐きり乃のと同じ立場でも、そうするもの。

　あやせが急に『アキバに行こう』とか言い出したら、怖こえーもの。

『絶対裏があるに違ちがいない』って勘かんぐりまくるだろうし、連れて行く場所だって慎しん重ちように慎しん重ちようを重ねて選ぶだろう。

　いやごめん噓うそ吐ついたわ。

　同じ状況に立たされた俺おれは、あやせにエロゲショップ行きを提案して、みぞおち蹴けられたわ。

　腹をさすっている俺おれに、桐きり乃のは言った。

「たぶんあやせ、あたしともっと……オタクっぽいところに行きたいみたい」

　当たりだよ。やるじゃんか。

「あやせはさ……おまえの趣しゆ味みに、歩み寄ろうとしてくれてるって、ことだろ？」

「そう、だと、思う」

「なら、その想おもいに応えてやったらどうだ？」

「…………大だい丈じよう夫ぶかな？」

「分からん」

　あやせの意図を本人から聞いている俺おれでも、そう答えるしかない。

「だってさ、あやせの要望通りにしたら、あやせが怒おこるかもしれないもんな」

「そうなの！」

　珍めずらしいことに、俺おれと桐きり乃のの意見は一いつ致ちしていた。

　あやせには、そういうところがある。

「親友だからっていっても……親友だからこそ、あやせのことは知ってるし──全力でアキバを連れ回せるわけないんだって！　だってあやせだもん！」

　悩なやみを叫さけんだ桐きり乃のは、そこから急に声のトーンを落とす。

「正直さ……あたしの趣しゆ味みのことは、否定しないでくれてたらそれでいいんだけど。無理に理解してくれなくてもさ……親友だってことは、変わらないのに」

「気持ちは分かる」

　本心だった。まさか俺おれが、ここまで桐きり乃のを理解してやれる日が来るとは……。

　別に感かん慨がい深ぶかくはねえけど。

「ただな、桐きり乃の。あやせは、どうしても、なにがなんでも、おまえの趣しゆ味みを理解したいんだと思うぜ」

「そう、なの、かな」

「ああ」

　間ま違ちがいないよ。だって本人から聞いたんだから。

　で、ここからは俺おれの想像になっちまうが──

「あやせはさ。きっと、怖こわいんだ」

「怖こわい？　なにが？」

「おまえが、オタクの友達に取られちゃうんじゃないか──って」

「……黒くろ猫ねことか、沙さ織おりとかのこと？」

「そう。自分の親友が、自分の知らないところで、自分の知らない連中と、友達になってて。そいつらと桐きり乃のには、共通の趣しゆ味みがあって。なのに自分は、その趣しゆ味みを理解できないでいる──それって、怖こわいだろ？」

「……そう、かも。……そっか……あたしがあやせの立場だったら……」

　頭の中で『逆の立場』になったシミュレーションをしているのか、桐きり乃のは、

「うん……うん……」

　と、嚙かみしめるように頷うなずいている。

　やがて顔を上げて、ぽつりと言った。

「自分も、その趣しゆ味みの話、できるようになろうって……一いつ緒しよに楽しめるようになりたいって……そうなるかも」

　今日の桐きり乃のは、とても素す直なおだ。

　ワガママ放題でやかましい、俺おれの妹とは思えんほどに。

『あやせのこと』だから、なんだろうな。

　そこまで想おもえる親友がいるってのは、羨うらやましい。

　温かな気持ちになる。

「兄貴」

「ん？」

「さんきゅ」

「あ、ああ……気にすんな」

　びっくりした。俺おれにまで素す直なおじゃん。

「あたしさ……あやせの気持ちに、応えて……みよ、かな」

「そうしろ。もし上う手まくいかなくて、喧けん嘩かしちゃったら──仲直りすりゃいい。親友なんだろ？」

「うん！　あたし、もう一度あやせとアキバに行ってみる！」

　桐きり乃のは、すっきりした顔で立ち上がった。

　それからビシッと俺おれを指さし、いつもの偉えらそうな声で──

「あんた、こっそり後ろから付いてきて！」

「なんでだよ！」

「ひとりじゃ怖こわいから！　あたしがあやせの制せい御ぎよに失敗しちゃったとき、すぐ出てきてフォローして！」

　親友を禁断の破は壊かい兵器みたいに言いやがって。

　というか、

「怒おこったあやせの前に出て行ったとして、俺おれはどう言い訳すりゃいいんだよ？」

「妹をストーカーしてたとか言えば？」

「もうちょいマシな理由にして！」

　この野や郎ろう、ちっと殊しゆ勝しような態度してんなと思ったら！

　すぐにこの通りだよ！

　ったく……やれやれ……しょうがねえな。

「分かったよ。付いてきゃいいんだろ？　言い訳は適当にこっちで考えとく」

「そ。じゃ、よろしくー」

　肩かたの荷にが下りた、とばかりに足取り軽く、桐きり乃のは部屋から出て行った。

　まったく俺おれってやつは……そろそろシスコンって言われても否定できんぞ。




　というわけで、翌日の秋あき葉は原ばら駅前だ。

　現在、俺おれは桐きり乃のとあやせの『アキバデート』を尾び行こう中。

　帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶって簡易変装スタイル。

　この件は、昨夜のうちにあやせにも報告し、共有済みだ。

　よくよく考えてみると、言い訳なんかするよりも、あらかじめ本人に事情を説明しておけばいい。電話で『桐きり乃のがあやせの行動をどう思っているか』を話して聞かせると、あやせは大いに発はつ憤ぷんしていた。さながら甲こう子し園えん決勝に臨のぞむ高校球児のように。

　あやせにとって今日の『アキバデート』は、『オタクとしての桐きり乃の』の心を開けるかどうかの分ぶん水すい嶺れい。重要きわまりないイベントなのであった。

　二日連続で会えないのは哀かなしいが、彼かの女じよのためならそのくらい我が慢まんするさ。

「………………………………」

　そういうわけで。

　桐きり乃のと並んで街を歩くあやせの顔には、緊きん張ちようの色が濃こい。

　服装も、彼かれ氏しとの初デートに負けないくらい、力が入っている。

「き、桐きり乃の……今日は、わたしの我わが儘ままに付き合ってもらっちゃって……ありがとうね？」

「そんなことないって。あたしもあやせと遊びたかったし。ほら、夏休みなのに、あんまり予定合わなかったじゃん？　だからちょーどよかった」

「うん……！」

　改めて思う。あやせのやつ、桐きり乃ののことが本当に好きなんだな。

　彼かれ氏しとしては複雑な気分だったが、桐きり乃のの兄貴としては嬉うれしいし、ありがたい。

　桐きり乃のが、あやせの彼かれ氏しみたいなノリで言う。

「今日はどーする？　あたしが案内する感じでいい？」
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「うん──桐きり乃のの好きな場所、行ってみたい！」

「オッケー♪」

「あ、でも、あのね……」

「ん？」

「わたし、今日のために……秋あき葉は原ばらのこと、勉強してきたんだ」

　おっ？　あやせのやつ、前回の失敗を糧かてに、攻せめ手を変えてきたのかな？

　つまり、桐きり乃のがあやせに気を遣つかってソフトな場所ばかりを案内してくれるもんだから。

　勉強してきた、という体ていで『予習した場所』に向かう──そんな作戦。

　そうだろうと思ったのだ、このときは。

　俺おれの前で、あやせと桐きり乃のの会話が続いている。

「あの……だから……わたしが選んだ場所にも、行ってみない？」

「へぇー、あやせがあたしに、アキバを案内してくれるの？」

　桐きり乃のは、いきがる初心者に対するうざいベテランみたいなノリになった。

　──ふっ、アキバはあたしの庭なんだが？　知らない場所などないんだが？

　──まぁ、でも、ここはね？　あやせの顔を立てて、案内されてあげるよ！

　そんな心の声が聞こえる。

「案内なんていうとおこがましいけど……そのお店で買いたいものがあって……桐きり乃のの意見も聞けたらなあって……」

　おや……？

　あやせが、アキバで買い物とな？

　なんだろう？　予習で行った範はん囲いだと……マンガとかかな？

「あやせが、アキバで買い物!?」

　桐きり乃のが、俺おれと同じ理由で驚おどろいている。前情報がないぶん、俺おれよりも動どう揺ようしているようだ。

「わたしがこの街で買い物をするの、意外？」

「意外──ってか、何を買うのか想像付かない……は、はは、なんか楽しみになってきた！　先にそっち行こう！」

　桐きり乃のは快活に笑ったが。

　妹よ、内心『なんか怖こわいなー』って思っているだろ？

　超ちよう分かるぜ……その気持ち……。

　アキバの街を闊かつ歩ぽするあやせは、聖域に侵しん入にゆうした悪あく魔まめいている。

　異物感がすごい。

「じゃあ、桐きり乃の──わたしに付いてきて！　こっち！」

「う、うん……」

　あやせに導かれ、桐きり乃のはおずおずと後を付いて歩いていく。

　どっちがアキバ初心者なのか、分かりゃしねえな。

　二人が向かったのは、駅からさほど離はなれていない場所にある、小さな電気店だ。

『昭和の電気街』の趣おもむきを、わずかながらも残すその店構えは、まるでタイムスリップしたかのようなノスタルジィを喚よび起こす。この俺おれは、昭和の秋あき葉は原ばらになど、行ったこともないのにだ。

　そんな異世界めいた場所に、あやせが堂々と入っていくものだから。

　妙みようなおかしみがあって、つい笑い声が漏もれてしまう。

　おっとと、いかんいかん。こっそり尾び行こうしているという立場を、忘れるところだった。

　店は狭せまい。見つからないよう近づくのは、難しい。

　まぁ、俺おれが付いてきていることを二人とも知っているわけだが……

　桐きり乃のからは、『あやせにバレないように』とオーダーされているしな。

　あからさまにバレバレな動きはできない。

　俺おれは店内に滑すべり込こむや、二人の話し声がぎりぎり聞こえる距きよ離りで、様子をうかがう。

　桐きり乃のが、店内を興味深そうに見回しながら言った。

「……ここが、あやせが行きたかった……お店？」

「うん！」

「このお店で……何を買うの？」

　マジで分からんよな！

　いやあ～、珍めずらしく桐きり乃のと意見が合うなあ！

　だって見てくれよこの品しな揃ぞろえ。

　用よう途と不明の機械部品だの、見覚えのない規格のケーブルだの、双そう眼がん鏡きようだの、ライトだの、ドローンだの……。

　ごちゃごちゃしているという印象しかない。

　女子中学生であるあやせが、この店になんの用があるというのか？

　俺おれも桐きり乃のも、さっぱり理解できないのであった。

　困こん惑わくする俺おれたちの前で、あやせが迷わず手に取ったのは──

「あのね、わたしが見たかったのは、これ」

「……な、なにそれ？」

「監かん視しカメラだよ！」

　あやせは誇ほこらしげに言った。

　ツッコミを辛かろうじて堪たえきった俺おれを、誰だれか褒ほめてくれ。

　それかよ！　ッ……それかよぉ～～～～～～～～～～！

　確かにおまえ、興味持ってたもんなあ！

　アキバなら品しな揃ぞろえがいいし見に行きたいよなあ！

　分かる！　でもいいのかあやせ？　肝かん心じんの桐きり乃のが、

「………へ、へぇ～……………………………監かん視しカメラかぁ……」

　めっちゃくちゃ引いてるぞ！

「あ、あやせ……あのさ……」

「ん？　なに？」

「その……それ……なんに使うの？」

「設置するんだよ？」

　桐きり乃のが聞いてるのは、そういうことじゃねえよ。

　こんな気持ち、桐きり乃のが初オフ会に参加したとき以来だぜ……。

「……あの……いや……そうじゃなくて……あやせ……あのね？　その、なんていうか……」

「？」

　俺おれの妹の状じよう況きようが辛つらすぎて、心が苦しい。

　妹なんざ大ッ嫌きらいだが……おまえは頑がん張ばったよ、って、慰なぐさめてやりたい。

「どっ……どこに……仕掛けるの？」

「えへへ……秘密」

　幸せそうに笑うあやせ。

　これは怖こわい。桐きり乃のの立場だったら、これは怖こわいぞ。

　なんなんだよあやせ……予習の成果はどうしたん？

　練習では……ここまでひどくなかったろう？

「ねぇねぇ桐きり乃の！　カメラで捉とらえた映像を、このおっきなモニタでリアルタイムで見られるんだって！　うわあ鮮せん明めい！　あッ、ドローンカメラにも対応してるんだって！　ふふふ、最新技術って感じするねえ！」

「お、おう……すごいね」

　今日の『アキバデート』は、桐きり乃のの全力キモオタアタックに、あやせが耐たえきれるかどうか──引かずにいられるかどうか。そういう話だと思っていたのに。

「あ、そうだ──お互たがいの部屋に設置しちゃう？」

「しないよ！」

　なんで桐きり乃のが引いてるんだよ。

　おかしいだろ。

　つか、彼かれ氏しだけじゃなくて親友相手にも同じ提案すんのな。

『メルアド交こう換かんしちゃう？』みたいなノリだけど、監かん視しカメラを設置し合う関係など、この世に存在しねえから。

　あやせの親愛の示し方が異常すぎる。

　まあ、どうしても……どうしてもというなら……俺おれが付き合ってやるから！

　俺おれだけにしとけ。

　妹には手を出さないでくれ……！

「今日のあやせ、ヤバくない？」

「え～、そうかな？」

「絶対ヤバいって。超ちようキモいもん」

　おまえらの会話もヤバくない？　ハラハラするわぁ。

「うー……桐きり乃のってば、ひどぉい……わたしは今日、桐きり乃のに、絶対『気持ち悪い』って言わないようにしようって決めてたのに……」

「えー、だってキモいものはキモいもん」

　おい桐きり乃の、そんなこと言って大だい丈じよう夫ぶなの？　殺されない？

「それはあたしの正直な気持ちだから、噓うそは言えないんだケド……」

　桐きり乃のは、言葉をよく選んで、ゆっくりと喋しやべっているようだ。

「あやせが好きだっていうなら、バカにはしない」

　どっかで聞いたような台詞せりふだった。桐きり乃のはさらに言葉を重ねる。

「あたしがされてイヤなことを、あやせにはしない」

「桐きり乃の……」

「あー……その、監かん視しカメラ？　なんに使うのかしんないケド、あやせ、楽しそうだしさ。それはそれで、いいんじゃない？」

　寛かん容ようなお言葉だった。

　自分の趣しゆ味みに歩み寄ってもらえるなら、相手の趣しゆ味みにも歩み寄ろう。

　そんなふうに考えたのかもしれない。監かん視しカメラがあやせの趣しゆ味みなのかはしらんけども。

「もちろん悪用はダメだけどね。あたしの部屋に仕し掛かけるとか」

　桐きり乃のは冗じよう談だんめかして付け加えたが、超ちよう本気で言っているんだろうなコレ。

「あはは、わたしも桐きり乃のが嫌いやがることはしないよ。その……いま選んでるカメラはね……『桐きり乃のじゃない人』に、使おうと思ってたの」

　俺おれかな～？　……俺おれもイヤなんですけど～？

「そ、そっか……」

　桐きり乃ののやつ、あからさまにホッとしやがって。

　いかん、別の意味でハラハラしてきたぜ……。

　ハァ……ハァ……あやせめ……いったいどんなカメラで俺おれを狙ねらうつもりなのか……。

　額に冷ひや汗あせを貼はり付つけて見守る俺おれの前で、最終的な結論がくだされようとしている。

「それであやせ、どれを買うか決めたの？」

「うんっ、これにする！　すいませーん！　このトイドローンっていうのください！　配送ってお願いできますか？」

　やめろや。

　俺おれが、黒くろ猫ねこやら沙さ織おりやらの女友達と楽しく話しているとき、ふと背後に恐おそろしい気配を感じ、振ふり向むくとあやせが操作しているドローンが飛んでるんだろ。

　ディストピアめいた未来がリアルに想像できてしまって、心臓が痛くなってきた。




　店員から説明を受けたあやせが、空飛ぶ高こう坂さか京きよう介すけ監かん視しマシン購こう入にゆうを断念した後、あやせと桐きり乃のはまた別の店へと向かった。今度は、桐きり乃のがあやせを先導している。

「あやせ、次はあたしに付いてきて。順番に、行きたいとこ回ろ？」

「もちろんいいよ！」

　俺おれは、適度に距きよ離りを空けて、女子中学生二人の後を尾つけていく。

　そんな俺おれは、傍はたから見たら変質者と変わらんだろう。

　通報などされないよう、さりげなく尾び行こうせねば。

　さて。

　並んで歩きながら、二人がどんな会話をしているのかというと……。

「あのさ……さっきも言ったケド、あやせの趣しゆ味みがどんなにキモくたって、絶対嫌きらいになったりしない。ただ、どのくらいオープンにするかってのはまた別の話だよね」

「そう、なの……かな？　親友でも、全部は見せないの？」

「そう、全部は見せない。相手がイヤな思いするかもしんないから。あたしは、そうしてるし、そうしてきた」

「でも、桐きり乃の……趣しゆ味みの話はしたいんだよね？　友達と」

「もちろんそう、だけど、相手にイヤな思いをさせるくらいなら、しない。なんでもかんでも全部見せ合うのが親友──ってわけじゃないと思うんだ。相手と自分のために、あえて見せない、言わないってのもアリだと思う」
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　あやせはうつむき、沈ちん思ししている。

　おそらく彼かの女じよが考えているのは……自分が桐きり乃のにしている隠かくし事ごとの件。

　だけど桐きり乃のからはそう見えない。自分の言葉で、落おち込こませてしまったと感じるだろう。

　桐きり乃のは、大きな身み振ぶりと明るい声で続けた。

「あのね、あやせ……いまああいうふうに言ったケド……自分のことを分かろうとしてくれるのって、すっごい嬉うれしいし、たくさん見せ合えるなら、その方が楽しいってのもホント」

　そうして俺おれの妹は、結論を口にする。

「だから──そのあたりはお互たがい、今日探さぐっていこうよ」

「うん！」

　そのために、今日、二人で、ここに来たんだものな。

　なんだか、ヤバい趣しゆ味みをお互たがい隠かくし持もっているオタクカップルみたいな会話だったが、

　──頑がん張ばれ、と、素す直なおな気持ちで呟つぶやいた。




「あやせ、このお店！」

　桐きり乃のがあやせを連れてきたのは、イミテーションの武器を扱あつかう店だった。主に刀とう剣けん類がずらりとディスプレイされている。

　桐きり乃のが、黒くろ猫ねこや沙さ織おりと行く、普ふ段だんの『アキバ巡めぐり』ではあまり行かない場所だった。

　果たしてどんな意図があったものか。

　俺おれは、さりげなく会話を聞く。

「あたしも、あやせとアキバ行くなら、どこがいっかなーって色々考えてさ。『あたしが行きたかったところ』で、『あやせが楽しめそうなところ』がないかなって探してみたんだ」

「それで……ここに？」

　あやせは、きょろきょろと店内を見回している。

　その様子には、拒きよ否ひ感めいた色はない。

　かといって、別段興味を引かれているようでもなかったが。

　……ふーむ？　どういうつもりだ、桐きり乃ののやつ。

　──確かにあやせは、刃は物ものが好きそうではあるけど。

　あやせは『桐きり乃ののオタク趣しゆ味みを理解したい』わけで、その目的に適かなった場所とは言いがたいんじゃないか？　だっておまえ、剣けんとか刀とか、それほど好きじゃないだろ？

　当然あやせからは、この質問が飛んでくる。

「桐きり乃のって……こういうのに興味あるの？」

「うん、最近ね」

　へえ、初耳だ。

「好きになったアニメに、刀とう剣けんの擬ぎ人じん化……あ、擬ぎ人じん化って分かる？」

「ううん、分からない」

　あやせが目をぱちくりして首を横に振ふると、桐きり乃のは、しばし言葉をさまよわせてから解説を始める。心から楽しそうに──

「剣けんとか刀とかが、女の子に変身するアニメがあってね！　ゲームが原作で『シスターブレイド』ってタイトルなんだけど、いまちょー人気なの！」

「……可か愛わいい妹が出てくるの？」

「そうなの！　あやせもだんだん分かってきたね！」

　んなもん考えなくても分かるだろ。

　桐きり乃のがアニメにハマったってんなら、そこには必ず妹キャラの存在があるに決まってる。

「薄うす緑みどりちゃんっていって、狩かり衣ぎぬが似合う男装の剣けん士しなんだけど！　それがも～あたしのドストライクで！　久々にテレビの前で吠ほえちゃった！　マジっ……ひっさびさに強力な推おしキャラがきたよね！」

「そ、そうなんだ……」

　先ほどの電気屋とは一転、あやせが桐きり乃のの勢いに押おされてしまっている。

　どっちかというと、これが本来の関係だよな。

「おっとと……名残なごり惜おしいけど、推おしキャラの話は本題じゃないんだった」

　鼻息荒あらくオタトークをしていた桐きり乃のは、そこでいったんブレーキを踏ふんで、こほんと咳せき払ばらいをひとつ。それから改めて話し始めた。

「あたしがハマったのは男オタク向けのやつだけど、刀とう剣けんの擬ぎ人じん化作品って、女の子向けのも多いんだ。刀がかっこいい男の子になる──とか。ほら見て、このお店にもコミック版が売ってるでしょ」

「……あ」

　……そうか、なるほど。

　あやせも、俺おれも、ここで桐きり乃のの意図に気付いた。

「オタク趣しゆ味みを理解したいって思ってくれてるなら、まずは『女の子向け作品』からかなーって。あたしもまだ探求が浅い部分だしさ、一いつ緒しよにスタートできる友達が欲ほしかったんだ」

「……わたしと桐きり乃ので、同じゲームをやる……ってこと？」

「そう！　やってみない？」

　桐きり乃ののやつ、考えたな。

『あやせが忌き避ひ感を抱いだきにくそうな、女の子向けの作品』で、

『桐きり乃の自身も初心者である』コンテンツなら、

　同等の立場で、最初から、一いつ緒しよに楽しむことができるって寸法だ。

　桐きり乃のとあやせが同じ作品にハマれるなら、あやせの悩なやみは、ほぼ解決する。

　一いつ緒しよにイベントに行ったり、一いつ緒しよにアニメを観て盛り上がったり、できるようになるかもしれない。

　そこまで首しゆ尾び良よく進まなくとも、たとえダメだったとしても、共通の思い出になるだろう。

　趣しゆ味みが合わずに仲良く喧けん嘩かしていた、誰だれかと誰だれかのように。

　あやせも俺おれと同じように感じたのか、明るい声で首しゆ肯こうする。

「うん！　桐きり乃の、一いつ緒しよにやってみよう！」

　あやせが、最初から笑え顔がおでオタクコンテンツに触ふれるのって、これが初めてかもしれないな。




　桐きり乃のとあやせは、交こう互ごに『自分の行きたい場所』に相手を連れていく。

「今度はわたしの番だね！」

　あやせが選んだアキバのスポットは──

「桐きり乃の、武器？　が好きって言ってたから……わたしがチェックしてた、このお店がいいかなって」

　ええと……なんと言えばいいのだろう？

　確かに、さっき桐きり乃のが選んだ店とよく似ちゃあいる。

　様々な武器？　が、陳ちん列れつされているという意味ではな。

　だが、

「いや……あやせ……あのさ……」

　桐きり乃ののリアクションは微び妙みようだった。一見すると懐かい中ちゆう電灯のようにも見える商品を手に取り、おっかなびっくり箱パツケージを矯ためつ眇すがめつしている。

　商品側面には、1 Million Volt一〇〇万ボルトの表記。

「コレ武器っていうか、防犯グッズじゃない？」

「うん！　きっと桐きり乃のの好きなアニメにも、スタンガンちゃんとか出てくるんでしょ？」

「出てこないよ！」

「え？　じゃあ、グレアブラスターちゃんは？　ジップガンちゃんは？」

「出ないっ！　催さい涙るいスプレーちゃんも、セキュリティバトンちゃんも、ブラックジャックちゃんも出ないったら出ないっ！」

　はぁ……はぁ……と、桐きり乃のはぐったり肩かたを上下させている。

　おい……これは本当に女子中学生の会話か？

　あやせの口から飛び出す単語が、いちいち物ぶつ騒そうすぎるぞ。

「てかあやせ、なんでそんなに詳くわしいの……」

　まったくだ。俺おれの彼かの女じよは殺し屋かよ。

「桐きり乃のと、共通の話題が欲ほしくて……オタクっぽい言葉とか、勉強したんだよ？」

「………………う、うーん……オタクっぽい、とは、思うケド」

　あやせのやつ、桐乃オタクに歩み寄ろうとして、明後日あさつての方向に向かってない？

　今日のあやせは、言動がオタクっぽくなっているっつーか、ある意味オタクの素質が開花したみたいなキモさがあるが、桐きり乃のからはドンドン遠ざかっているよーな気がする。

　案の定、やや盛り下がった雰ふん囲い気きで店を後にすることに。

「よしッ、じゃあ次はついに本番だよ！」

　桐きり乃のが、気を取り直すように快活な声を張り上げる。足取り軽く向かったのは、行きつけのアニメショップ。桐きり乃のの愛する妹ゲーの広告が、でかでかとその存在を主張している。

　こいつとしては、ここでオススメのマンガなりを紹しよう介かいして、あやせに自分の趣しゆ味みをより理解してもらおう。そんな腹づもりなのだろう。

　第三者である俺おれから見ても、妥だ当とうな作戦だと思う。

　桐きり乃のは知らないだろうが、あやせが俺おれと予習していた展開でもあるから、かなり良いい流れだといっていい。まず、上う手まくいくだろう。

　さっきも言ったが、今日の桐きり乃のは、よく考えて動いているな。

　やるじゃないか桐きり乃の。俺おれも、相談に乗った甲か斐いがあるぜ。

　と、俺おれは、やや緊きん張ちようを緩ゆるめて成り行きを見守っていたのだが──

「見てあやせ、あのおっきな広告！　ほら、さっき話してたゲーム！　あたしがアニメ版にハマってるって言ったやつ！　あれがそうなんだよ！」

「えっ……あれが？」

「そう！」

　桐きり乃のが嬉うれしそうに広告を指さして笑う。

　好きなものの話をするとき、俺おれの妹は一番魅み力りよく的な顔になる。

「どのキャラも超ちよう可か愛わいくない!?　真ん中があたしの推おしキャラの薄うす緑みどりちゃんなんだけど、その隣となりにいるのがそのお姉ちゃんでラブラブなのに敵対してて！　二人の関係がマジで深くてマジで熱くて、マジでマジで超ちよう～～尊いの！」

「そ、そうなんだ……」

　アホ丸出しである。

　鼻息を荒あらくして、キモオタ全開の桐きり乃の。

　その姿を微ほほ笑えましいって表現したら、シスコンって言われちまうかもな。

　構うか。別にシスコンでいいよもう。

　うちの妹は、あれでいいんだ。

　オタクでキモくて、そんでもって一番可か愛わいい。

「でも桐きり乃の……あの広告、さすがに肌はだの露ろ出しゆつが多すぎじゃない？」

「は？　ゲームのキャラですケド？」

「ゲームのキャラでもさ……破は廉れん恥ちすぎるっていうか……あんなに目立つところに出していい広告なの？　子供も通る場所なのに……」

「え？　は？　は？　え？　なに言ってんのあやせ？　マジでなに言っちゃってんのあやせ？　可か愛わいくていい広告じゃん？　あたしはそう思うケド？」

「ううん、ダメだと思う。あれはセクハラだよ桐きり乃の。だってわたしが不快に感じたから」

「はぁぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～？」

　あっ、目を離はなしたスキに雲行きが怪あやしくなってる。

　なーにやってんだアイツら。

　桐きり乃のとあやせは、店の前でいがみあう。

「あたしの好きなものにイキナリいちゃもん付けるとか、意味分かんないんだケド！　年ねん齢れい制限のあるゲームでもないのに、なんで街に広告出しちゃいけないワケ？」

「嫌いやな思いをする人がいるなら、想像して、配はい慮りよするべきだと思う。それに、桐きり乃のが言ったんじゃない。お互たがい、譲ゆずれない部分を探さぐり合って行こうって」

「だとしてもいまここで言う話じゃなくない？　楽しいショッピングが終わってさ、一息ついたところで言えばいいじゃん！　そしたらもっと落ち着いて議論できたっしょ？」

「わたしは、いまそう感じたの。だからいま言うべきだと思ったの。後で議論したいなら、桐きり乃のがそれまで怒おこるのを我が慢まんすればいいだけじゃない？」

「違ちがうって！　あたしが怒おこるようなことを、いま言わなきゃいいんだって！　あやせってほんっとガンコだよね！」

「桐きり乃のこそ！」

　ぎゃあぎゃあとわめく二人。

　あー、あー、あー、あ～～～～～もう。

　桐きり乃のは超ちよう早口でまくしたてるし、あやせは怖こわい声と真顔で威い圧あつ感を放つし……こんなときだが、怒おこり方にも性格って出るもんだと感心する。

　怒いかりのポイントがだんだんズレていくあたり、桐きり乃のと黒くろ猫ねこに通ずる喧けん嘩かだが、こっそり付いてきている（ということになっている）俺おれは、止めてやることができない。

　沙さ織おりもいない。どうしようもなかった。

　だが、理解できないものに歩み寄ろうってんなら、ときに喧けん嘩かになるのは当たり前──という考え方もできる。ぶつかり合って、喧けん嘩かして、分かり合っていくのもいい。

　悪くねー展開だよ。

　後でちゃんと、仲直りすりゃあな。

「ショッピングは中止！　あやせ、カフェで続きするよ！」

　喧けん嘩かの続き。

　……口くち喧げん嘩かだよな？　物理的な意味じゃないよな……？







　近場のカフェに入っていった二人を追うべく、数分空けて店へと入る。

　一応、桐きり乃のたちからは死角になっている席を選び、様子をうかがうことにした。

　と、そこで携けい帯たいにメールが二件、同時に着信。




　──あんた、ちゃんと付いてきてる？

　──お兄さん、付いてきてくれていますか？




「へいへい。そばにいますよ、と」

　返事を送って、溜ため息いきをひとつ。

　……なんで俺おれが、こんな探たん偵ていみてーなことを……。

　内心ぼやきながら、『喧けん嘩かの続き』を見守る。

　数分後……

「ごめん、桐きり乃の。わたしが悪かったよ──」

「ううん、こっちこそごめん」

　あっさりと仲直りする二人の姿があった。

「ったく、あいつら………………またかよ」

『ラブタッチ事件』のときといい、めちゃくちゃ簡単に仲直りすんのな。

　もちろんいいことなんだろーが、いっつもこうなんだよなという思いもある。

　さんざん人に心配させておいて──とか、泣きそうな顔で相談してくるくせに──とか、正直思う。

　すぐに大喧げん嘩かになって、すぐに仲直りして──

　いい関係、なのだろう。

　親友、という言葉が、自然と頭に浮うかんだ。

　店内には、なごやかな時間が流れている。

「ところでさ、あやせ」

「うん──なぁに、桐きり乃の」

　そんな緩ゆるやかな空気の中で、桐きり乃のがそういえばと切り出した。




「彼かれ氏し、できたんだってね？」




「……………………………………」

　世界のすべてが凍こおり付ついたような沈ちん黙もく。

　あやせは、笑え顔がおのまま凍とう結けつしている。

　桐きり乃のは、少し気まずそうに頰ほおをかいて、依い然ぜんとして穏おだやかに口を動かす。

「加か奈な子こから、聞いたんだ。……ごめん……『自分から言うつもりだったんだろーから、待っててやれよ。知らなかったふりしとけ』とも言われたんだけど……やっぱり、気になっちゃって」

「……そう、だったんだ」

　固い笑え顔がおで、絞しぼり出だすような返事をするあやせ。

『加か奈な子こが桐きり乃のに、秘密をバラしてしまう』。

　この可能性については、あやせも俺おれも、ありえると思っていたし、こういう展開も想定していた。だからこそ、あやせの動どう揺ようは、この程度で済んでいる──の、かもしれない。

「加か奈な子こにからかわれたのかもしんないから、もう一度聞くね」

　桐きり乃のは、先の台詞せりふを繰くり返かえす。

「あやせ……彼かれ氏し、できたの？」

「……うん、彼かれ氏し、できたよ」

「そっか。おめでと」
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　大前提を言う。

　あやせは、桐きり乃のに、噓うそを吐つけない。

　噓うそが大だい嫌きらいで、親友のことが彼かれ氏しと同じくらい大好きな彼かの女じよは、桐きり乃のに問とい詰つめられれば、本当のことを話してしまうだろう。

　それでもいいか、と、個人的には思う。

　どうしてか、あやせは俺おれと付き合っていることを、桐きり乃のに秘密にしておきたかったようだが。

　結局あやせには、隠かくし事ごとなんて向いていないんだ。

　さっさとバラして、楽になっちまった方がいいんじゃないか──ってのが、俺おれの考え。

　もちろん桐きり乃のは、『加か奈な子こが俺おれと付き合う』って宣言したときのように、あれ以上に、怒おこるだろうが。

　仲直りすればいい。

　ついさっきみたいにさ。

　それでいいだろう。それがいいだろう。

　そんな俺おれの思おも惑わくをよそに、桐きり乃のとあやせの会話が進んでいく。

「……ごめんね、桐きり乃の」

「なにが？」

「親友なのに、秘密にしてて」

「……あ、そっちか。うん、いいよ。あたしも自分に初彼かれ氏しができたら──って考えるとさ、あやせには、すぐ言えないかもって思うし」

「なんで？　桐きり乃のは彼かれ氏しができたとき、わたしに教えてくれないの？」

「いやだって、なんか照れるし、言いにくいじゃん？　心の準備がいるんだって。つか、あたしが謝あやまられる側だったのに、なんであやせがキレ気味なわけ？」

　それな。

　でも、よ～～～～っく考えると、『あやせとしては不自然な態度じゃない』んだぜ、桐きり乃の。

「……親友だから……秘密にされたら……怒おこるよ。わたしだったら、怒おこる。なのにわたし……桐きり乃のに内ない緒しよにしてて……」

「はっは～ん、『自分がされたらイヤなこと、あたしにしちゃった』って？　それで落おち込こんでんの？　もう、いいって言ったじゃん。それは許す。元気出してってば」

「桐きり乃の……」

　なんでこいつら、すーぐ彼かれ氏しと彼かの女じよみたいな雰ふん囲い気き出すんだろうね。

　あやせの彼かれ氏しは、桐きり乃のじゃなくて俺おれなんだが。

「ねぇねぇ、それよりさ！」

　桐きり乃のは、にぃっ──と、笑って、あやせに真まっ直すぐ顔を寄せる。

「彼かれ氏しって、どんな人？」

「…………優やさしい人、だよ。すごく、すごく」

　あやせは、頰ほおを赤らめて、ゆっくりと、そう答えた。

　噓うそなんてない。純じゆん粋すいな本音を、そのままの気持ちを伝えたのだ──と。

　一目で分かる、表情。

　そんな親友を間近で見つめていた桐きり乃のは、

「そか」

　と、だけ、言った。大きく頷うなずき、静かな動作で座すわり直す。

　それから、改めてあやせの顔をじっと見つめ、まるで自分の妹に対するように……

「なら、安心した。変な男だったら、やっつけてやるぞーって、そんくらいの気持ちだったから」

「……桐きり乃の……」

「へへ、なんかトラブったら、すぐあたしに言いなよ！　相談、乗るからさ！」

「……うん！」

　場に、穏おだやかな沈ちん黙もくが横たわった。

　桐きり乃のも、あやせも、微び笑しようを浮うかべたまま、なにも言わない。

　まどろむような空気が、しばし続き、やがて桐きり乃のが口を開く。

「ねぇ、あやせ。その……あたしも……相談して、いいかな？」

「え？　桐きり乃のがわたしに……相談？　もちろんいいけど……なに？」

「実は……」

　俺おれの妹は、ためらいがちに、こう切り出した。




「あたしもさ……気になるヤツ、いるんだ」




「「！」」

　唐とう突とつな桐きり乃ののカミングアウトに、俺おれとあやせは、まったく同じ反応をした。

　あまりにも驚おどろきすぎて、がたっと音を立ててしまう。

　あやせなど、勢い余って席から立ち上がっている。

「それって──！　好きな人がいるってこと!?」

「分かんない」

　桐きり乃のは、首を横に振ふった。

「……分かんない……って？」

「恋れん愛あい感情なのか……自分でも、分かんないの。だからコクるつもりとかもなくて。どうしたらいいのかも分からなくて……ずっと、迷ってる……迷って、た」

「……………………」

　あやせは、己おのれの胸を押おさえた。下した唇くちびるを嚙かんで、辛つらそうにしている。

　桐きり乃のは、その姿をどう受け止めたのか、自じ嘲ちようするような声で、

「……へへ……あたし、自分で思ってるより、ずっと子供だったみたい」

「……桐きり乃の……わたし……………………」

「ごめん……答え難にくいよね、こんな相談。いいんだ。あたしも、誰だれかに聞いて欲ほしかっただけだから」

　ひひ、と、ごまかすように笑って、

「さ、あやせ！　気を取り直して、買い物の続きしよっか！」

　桐きり乃のとあやせのアキバデート後半戦。

　残念ながら、前半ほど盛り上がることはなかった。




　その日の夜。

　俺おれは桐きり乃のに呼び出され、妹の部屋にやってきていた。

「……相談があるんだケド」

　桐きり乃のの声には力がない。こいつが『人生相談』を大だい嫌きらいな兄貴に持ちかけてくるってことは、それだけ困っているのだろう。いつものことだが、だからこそ、真しん剣けんに聞いてやらねば。

　心当たりもあることだしな。

「……あやせのことなんだけど、さ」

　やはり、それか。

　俺おれは、妹の真向かいに座すわり、つとめて優やさしく促うながす。

「……話してみろよ」

「今日、アキバ行ったじゃん？　で、あんたに、付いてきてもらったじゃん？」

「ああ」

「……見てたなら、分かるでしょ？　あやせ、様子がおかしかったの」

「……………………」

　目をつむって思い出す。

　そう。

　あやせは、桐きり乃のから相談を持ちかけられたあとから、ずっと様子がおかしかった。

　楽しくお喋しやべりをしているときでも、ふと、哀かなしい顔になることがあった。

「あたし……嫌きらわれちゃったのかな、って」

「ばっか、んなわけないだろ。おまえが、急に『好きなヤツがいる』とか言い出すから……それでだよ」

　ぶっちゃけるけど、あやせに負けず劣おとらず、俺おれの様子だっておかしかったわ。

「すッ──『好きなヤツがいる』なんて言ってないでしょ!?」

「え？　言ってたろ？」

「言ってない！　『気になるヤツがいる』って言ったの！」

「どう違ちがうんだよ？」

「ぜんぜん違ちがうっ！　ばか！」

　桐きり乃のは、かぁ、と赤面してムキになっている。

　……なんだってんだ。

　ったく……なんで相談に乗ってやってんのに、怒ど鳴なられなきゃあならんのだ。

　理り不ふ尽じんすぎるぞ。

「あー……桐きり乃の……おまえさ」

「…………なに？」

　むす、と、俺おれを見上げる。

　俺おれは、『桐きり乃のの気になるヤツ』について聞こうとしたのだが。

「……いや、なんでもね」

「は？」

「ワリ……ほんとに、なんでもねぇんだ」

　ううん……何な故ぜか、聞けん。ど～～～しても、聞けん！

　くっそ、めちゃくちゃ気になるっちゃなるんだが──

　妹と恋こいバナなんて、できっかよ。こっ恥ぱずかしい。

「ふん……意味分かんない。バカじゃん？」

　まったくだぜ、お互たがいにな。

　はぁ……と、漏もれた溜ため息いきは、兄きよう妹だいどちらのものだったろう？

「なあ、桐きり乃の。そんなに心配するなよ」

「……なんでそんなコト言えるワケ？」

　相手の言っている意味が分からなかろうが、内心ぐちゃぐちゃだろうが、どんなにすれ違ちがおうが、いつだって『正しい』と胸を張って言えることがある。

　それがこれだ。

「あやせがおまえのことを嫌きらいになるなんて──あるわけないだろ？」

「分かってるよ」

　桐きり乃のは、素す直なおに認め、うつむいた。

「ちょっと喧けん嘩かしたくらいで……すれ違ちがっちゃったくらいで……あやせとの仲がどうにかなっちゃうなんて、あるわけない。それは分かってる。でも……」

「でも？」

「………………」

　黙だまり込こんでしまった。

　桐きり乃のは、うつむいたまま、ぽつりとこぼす。

「……やっぱ、いい」

「え？」

「……あんたには、相談しない」

「な、なんでだよ。言いかけといてそりゃねーだろ」

　自分の所業を棚たなに上げて食い下がるが、桐きり乃のは余計にムキになって、

「いいから！　ほっといてよ！」

「ほっとけるか！」

　真まっ直すぐ、妹と目を合わせる。

「あのさ……あやせとの仲なら……俺おれがなんとかしてやるよ」

　俺おれは、本心から妹を想おもって、この言葉を口にしたのだ。

「一年前のあのときみたいに。今度はもっとうまく、サクッと解決してやる」

　それが、相手にどんな影えい響きようを及およぼすか、なんて、考えもせずに。




「だから心配するな。俺おれに任せろ」




　桐きり乃のが言いかけたことが、何だったのかは分からない。

　でも、この悩なやみは楽に解決できるだろう。

　桐きり乃のの気持ちを、あやせにそのまま伝えればいい。

　何の問題もないはずだ。

　桐きり乃のはあやせのことが大好きで──

　あやせも桐きり乃ののことが、大好きなんだから。

「あんたこそ、心配しないで」

　妹は、目を伏ふせたまま、俺おれを見なかった。

「他のやつに、相談するから」

　自分の気持ちを、最後まで、俺おれに教えてはくれなかった。
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　翌日。俺おれは、あやせを近所の公園に呼び出した。

　本当は、今日も二人で遊びに行く予定だったのだが、そんな気分にはなれない。

「どうしたんですか、お兄さん？」

　あやせが、俺おれの顔を心配そうに覗のぞき込こむ。

「そんな真しん剣けんな顔をして」

「ああ……いや、実はな」

　俺おれは、重い声で切り出した。

「桐きり乃ののことで、相談があるんだ」

「！　……聞かせてください」




　俺おれはあやせに、桐きり乃のとの会話内容を話して聞かせた。




「──というわけなんだ」

「桐きり乃のがそんなことを……」

　あやせは、強く唇くちびるを嚙かむ。彼かの女じよはしばらく考かんがえ込こんでいたが、やがて顔を上げ、言った。

「分かりました。今日にでも連れん絡らくを取って、ちゃんと話をしてみます」

「ああ、頼たのむ」

「ごめんなさい。そういうことなので、今日のデートは中止に……させてください」

「気に病やむな。当然のことだ」

　俺おれだって、こんな状態のまま遊びになんて行けないさ。

　あやせは、俯うつむいて、小さな声を漏もらす。

「わたし……桐きり乃ののこと、もっと、もっと、考えるべきでした。お兄さんと一いつ緒しよにいるのが楽しくて……桐きり乃ののこと、ないがしろにして」

　ぽた、と、地面に水すい滴てきが落ちる。

　雨なんか、降ふっちゃいないってのに。

「自分がされたとき、あんなに辛つらかったのに……桐きり乃のに……同じ思いをさせてしまうなんて」




「ばかです、わたし」




　声がかすれ、泣き声が混じる。

「あやせ……」

　俺おれは彼かの女じよに駆かけ寄よって、肩かたに触ふれ、気き遣づかう台詞せりふを──

「そ、その……『桐きり乃のとの時間を大切にしたいから別れる』とか言い出さないよね？　イヤだぞ、俺おれ」

　もとい自分勝手な本音を漏もらす。我ながら超ちよう必死だったよ。

「ぷっ」

　と、噴ふき出だすような声が聞こえ、慌あわてて彼かの女じよの顔を見ると、笑え顔がおが戻もどっている。

「あはは……お兄さんって、ホント情けないですよね？」

「……ぐっ」

　恥はずかしいが、弁解できん。

「お兄さんのそういうところ、嫌きらいじゃありませんよ」

「……そりゃどーも」

「別れたりしません、絶対。──好きですから」

「そ、そうか」

　──いかん、少し感動してしまった。

「お兄さん」

「ああ」

　話の続きを聞く前に、頷うなずいた。彼かの女じよがこの後なにを言い出すのか、分かっていたからだ。

「桐きり乃のに、わたしたちのこと……打ち明けましょう。……明日……いいえ、今日にでも」

　そうだよな。俺おれたちが抱かかえている問題の根源は、きっとここにある。

　加か奈な子この台詞せりふじゃねえが──俺おれたちは、ちゃんとしなくっちゃあならない。

　俺おれは、桐きり乃のの兄貴なんだから。

　あやせは、桐きり乃のの親友なんだから。

　ただ、心配なこともある。

　ちゃんとするよりも、俺おれにとっては大事なことだ。

「いいのか？」

　俺おれは、念を押おすように問うた。

　俺おれたちの、桐きり乃のに対する一時的な『秘密』。

　それは、本来、来月になってから、夏休みが終わってから、明かそうと決めていたものだ。

　だってのに、いま、明かしてしまっていいのか？

　心の準備をしたいんじゃ、なかったのか？

　秘密にしておかなきゃならない理由が、あったんじゃないのか──？

　俺おれの問いに、

「はい」

　あやせは、真しん剣けんな顔で頷うなずいた。決意を秘めた眼まな差ざしが、俺おれを見つめている。

「結局、わたしの都合だったんです。絶対、桐きり乃のに嫌きらわれたくないって……失敗しちゃダメなんだって……時間を掛かけて準備して……心の整理をして……新学期になったら、クラスのみんなにも協力してもらって……どうにか穏おん便びんに告白しようって……でも……それって、桐きり乃ののことをぜんぜん考えてなかったんですよね。桐きり乃のは聡さといから、誰だれに口止めをしても、上う手まく隠かくしても、きっと……なんとなく……気付いちゃうって……分かってたんです」

「……あやせ」

「桐きり乃のが傷ついて、悩なやんでいるのは、わたしのせいです」

　ずいぶん、思おもい詰つめてしまっているな。

　あやせがこんな顔をするくらいなら、俺おれは、ちゃんとしなくったっていい。

　さて、うまく話せるかどうか……優やさしく聞こえてくれれば、いいんだが。

「俺おれのせいだよ」

「いえ、ちが──」

「違ちがわない。これは、俺おれとあやせの問題だ。俺おれたち二人の問題だ。だから、俺おれたちが付き合ったことで、誰だれかを傷つけちまったってんなら、当然二人のせいだろうよ」

「でも……」

　かぶりを振ふるあやせに、俺おれは思考を巡めぐらせて、

「よし、決めた！」

　俺おれは、こう提案した。

「なあ、もうしばらく、秘密にしとこうぜ」

「えっ？」

「頼たのむよあやせ。俺おれたちが付き合ってること、桐きり乃のには秘密にしておきたいんだ」

「ど、どうしたんですか……突とつ然ぜん」

「いや、だってさ！」

　軽けい薄はくに聞こえるよう、つとめてチャラい声を出す。

「桐きり乃ののやつはさァ～～加か奈な子こが俺おれと付き合うっつっただけで、怒いかり狂くるってたんだぜ？　自分の友達がクソ兄貴と付き合うなんてありえねえってブチキレてたんだぜ？　ちっ、そんなメンドくせー妹がよ～、『俺おれとあやせが付き合ってる』なんて聞いたら、どうなることか」

　おー怖こわ、と、震ふるえてみせる。

「な？　俺おれを助けると思ってさ。この問題は棚たな上あげにして、どっか遊び行こうぜ？」

「…………………………」

　俺おれの提案を聞いたあやせは、まず驚おどろき……続いて、強い怒いかりで俺おれを睨にらみ……

　それから、

「はぁ」

　吐と息いきと共に、がっくりと肩かたを落とす。

「あの、さすがに、わざとらしすぎると思います」

「…………やっぱダメ？」

「ぜんぜんダメです。お兄さん、俳優にはなれませんね」

「そりゃそーだ」

　くく、と含ふくみ笑う。するとあやせも、弱々しいながらも笑い声を聞かせてくれる。

「──打ち明けましょう」

「本当に、いいんだな？」

　最後の念ねん押おしをしていたときだ。

　これから公園を出て、家に向かって、桐きり乃のに会いに行こう──

　そんな展開になるだろう、直前だった。







「──迷うことないってば。もう知ってるし」







　親しげな声がした。

　俺おれたちは、聞き覚えのありすぎるその声に振ふり向むいて、そいつの名を呼んだ。




「「──桐きり乃の」」




　そう。俺おれの妹で、あやせの親友。

　高こう坂さか桐きり乃のが、腕うでを組んで立っていた。

「おはよ、あやせ。──なんでそんなに、驚おどろいた顔してんの？」

「ど──どうして……ここに？　……それに、もう知ってるって……」

　あやせは怯おびえた様子で、親友の顔を見る。

　桐きり乃のは、あくまで軽く、世間話のようなノリで言う。

「夏コミでデートしてたらしいじゃん？　二人でさ」

「なッ、なんでんなことまでおまえが──」

「──知ってるかって？　あんたらと違ちがって優やさしくて頼たよりになる『親友』に相談したら、ぜーんぶ教えてくれたの」

「親友……？」

　あやせがその言葉に強く反応する。

　俺おれも、思考を巡めぐらせた。

　桐きり乃のの親友。あやせではない。おそらく加か奈な子こでもない。

　俺おれとあやせの関係を知っていて──もしくは察していて──

　優やさしく頼たよりになる『親友』。

「!?　まさか──」

　そいつの名と姿を、脳のう裏りに思おもい浮うかべたときだ。

　桐きり乃のが、携けい帯たいを耳に当てた。どうやら誰だれかと繫つながっているらしく、会話を始める。

「あたしだけど──うん、うん、そう、ちょうどいま現場押おさえたトコ、さんきゅー。──え？　なに？　話したいって？　分かった、いま代わる──」

　桐きり乃のは、繫つながったままの携けい帯たいを俺おれに差し出して、

「はい、あんたに電話」

「俺おれに……？　はい、代わりました」




『──お久しぶりね』




「黒くろ……猫ねこ……」

『桐きり乃のの親友』は、やはり俺おれが想像したとおりの相手だった。

　黒くろ猫ねこ──五ご更こう瑠る璃り。

　黒いゴスロリに身を包んだ、桐きり乃ののオタク友達。

　そして、俺おれの後こう輩はい。

　黒くろ猫ねこと夏コミで会ったとき、様子がおかしかったようだが……

「おまえか、桐きり乃のに全部バラしたのは」

『……違ちがうわ。……っふ……言ったでしょう？』

　冷たい声が、携けい帯たいの向こうで見得を切った。




『いまの私は──復ふく讐しゆうの天使〝闇やみ猫ねこ〟よ』




　こいつ、いまだにダークサイドに墜おちたままかよ！

　クソッなにが復ふく讐しゆうの天使だ……!!　タチ悪ィ～～～～～～～～～～～～ッ！

「おまえのせいで、こっちは修しゆ羅ら場ばだぞ！」

『おめでとう』

「どうしてくれるんだよ！」

『なんとかなさい』

「おまえな！」

　からかうような言い方に声を荒あらげると、彼かの女じよの声こわ色いろががらりと変わった。

『……これも、以前言わなかったかしら？』

　切なく、儚はかなげな声で、




『私はあなたのことが好きよ』




　携けい帯たいを取り落としそうなくらい、動どう揺ようした。

　心臓を掌しよう握あくされたような、強い痛み。

『あなたの妹と同じくらい、あなたのことが好きよ』

　彼かの女じよは言う。

『だから其そ処こにいるあなたの妹は、もう一人の私』

　彼かの女じよは訴うつたえる。

『納なつ得とくさせてみなさい。できるものなら』

　それはどこか、俺おれの背を押おすかのようで。

　苦痛と勇気が湧わいてくる。

　──ぶつ、と、通話が切れた。

　俺おれは携けい帯たいを耳から離はなし、見つめる。

　だが、俺おれの妹は、名残なごり惜おしさを許してはくれない。

「終わった？　じゃ、返して」

「…………………………」

　俺おれから携けい帯たいを受け取ると、桐きり乃のはそれを丁てい寧ねいにしまって、仕切り直すように笑った。

「……さて。今度はあたしと、話しよっか」

「……桐きり乃の」

　いつもと変わらぬ笑えみで俺おれたちを見る桐きり乃のを、あやせは不安そうに見つめている──。







　既き視し感かんがあった。







　俺おれは、この状じよう況きようを、何度も体験したことがある──ような、気がする。

　──いや、いや。そんなわけがない。もちろん、ただの気のせいだ。そうに決まってる。

　俺おれは左目を押おさえ、あやせを見た。次いで、そのまま桐きり乃のを見た。

　あの時と、似ている。

　俺おれと、あやせと、桐きり乃のとで、大声で怒ど鳴なりあって噓うそを吐ついた──あの時と。

　場所も、面子メンツも、まったく同じ。

　立ち位置だけが違ちがっていた。あの時、桐きり乃のと並んであやせと対たい峙じしていた俺おれは、いま、あやせと共に桐きり乃のと向き合っている。

　これが既き視し感かんの正体か、と、ひとりで納なつ得とくした。そう、現実的な結論を出した。

　最後の会話が始まろうとしている。

　今後の人生を左右する、俺おれの生死を左右する、重大な分ぶん岐き点が迫せまっている。

　……心の準備は万ばん全ぜんか？

　……ったく、これがゲームだったらな。

　──現実に『保存セーブ』がありゃあ、ここで使うんだが。

　左手を、目から胸へ。自問自答を終えた俺おれは、自分自身に対し、改めて誓ちかう。

　──任せろ！　やってやるぜ！

　──桐きり乃のに、俺おれとあやせとの仲を、認めさせてやる！

「とりあえず最初に確かく認にんしておくケド」

　桐きり乃のは、見下すように胸を張って、問う。

「あんたたち、マジで付き合ってるわけ？」

「ああ、そうだよ。付き合ってる」

「…………ほんとに？　ほんとに付き合ってんの？　実は噓うそなんじゃないの？　だって、あんたとあやせが……なんて、ありえないし……あたしをビックリさせるための、噓うそなんでしょ？　そうだよね？」

　噓うそだと言って欲ほしい。強く脆もろい意思が、俺おれたちを貫つらぬいていく。

　俺おれは、妹の、声にならない懇こん願がんに────




























①『噓うそじゃない』と言った。

②　なにも言えなかった。







「噓うそじゃない。俺おれとあやせは、付き合ってる」

「……うっそだぁ」

　桐きり乃のは、ひどく乾かわいた声で笑った。

「悪かったよ、黙だまってて」

「……っ……あやせ……ほんとなの？」

　すがるように、あやせに問う。

「……うん」

　望んだ答えは返ってこない。

「わたし……お兄さんと、付き合ってるの」

　桐きり乃のは、低い声でうなった。

「……やっぱり……本当なんだ」

「ああ。今日にでも、話しに行くつもりだったんだ」

　おまえも聞いていただろう？　その話をしていたら、おまえが来たんだよ。

　桐きり乃のは己おのれを鼓こ舞ぶするように、両手で自分の頰ほおを叩たたく。

　再び厳しい目で俺おれを睨にらんだ。

「で？　……いつから？　いつから、付き合ってんの？」

「一いつ緒しよに夏コミに行った帰りに……あやせに告白されて……それからだ」

「……………………」

　桐きり乃のは、目を細め、唇くちびるを嚙かんだ。しばらくなにも言わず、黙だまっていた。

　何度か口を開き、なにかを言おうとして、やめる。

　そんなことを数度繰くり返かえし、ようやく言葉を発する。

「……そもそも、なんで二人で夏コミなんて行ったわけ？」

「あやせが、おまえの趣しゆ味みを少しでも理解できるようになりたいって悩なやんでたから、連れて行ったんだよ」

「……納なつ得とくできない」

「なにが」

「夏コミでコクられたってことは……その前から好きだったってことでしょ？　なんでそうなんの？」

　桐きり乃のの追及が、強い視線と共に、あやせへと向いた。

「あやせって……こいつのこと、嫌きらいだったはずじゃん。シスコンのド変態だーって、いつも言ってたじゃん」

　苛いら立だちが言葉の端はし々ばしから漏もれ出ていた──溢あふれ出でていた。

「なのになんで……いきなり付き合ってるとか、そういう話になるわけ？　おかしいでしょ……あやせ……ずっとあたしに、ウソ吐ついてたってこと？」

「違ちがう！」

　あやせが反射的に叫さけび、途と中ちゆうから、消え入るような声になっていく。

「そんなわけないよ……桐きり乃の」

「あやせを責めるな。なに怒おこってんだおまえは」

　見かねた俺おれが口を挟はさむと、

「はあ!?」

　炎ほのおを吐はくような怒ど声せい。

　……………………………………。

　……なにかがおかしい。話がどこかズレているような気がする。

　桐きり乃の──こいつは、あやせを俺おれに取られるのが悔くやしくて、嫉しつ妬としているわけだろ？

　だよな？　だというのに、桐きり乃のがあやせを重点的に責めているのは……偶ぐう然ぜんか？

　桐きり乃のは、興奮のあまりか、息を切らしている。肩かたを上下させて、呼気を整えながら、途と切ぎれ途と切ぎれに、刺とげ々とげしい言葉を口にする。

「……地味子はこのこと知ってんの？　あんたが、あやせと付き合ってるって……」

「地味子って言うな」

「──まなちゃんはこのこと知ってるのかっつってんの！」

「……おまえ」

『まなちゃん』というのは、麻ま奈な実みのことだ。

　田た村むら麻ま奈な美み……俺おれの幼おさな馴な染じみ。

　桐乃の幼馴染み。

『まなちゃん』──桐きり乃のがまだ小さかったころ、兄と同おない年どしのお姉さんを、そう呼んでいた……気がする。

　こいつ……覚えてたのか？

　それとも……咄とつ嗟さに昔の呼び方が、出てきただけか？

「俺おれとあやせが付き合ってること、麻ま奈な実みは知ってるよ」

「……マジで？」

「ああ。そんでもって、応おう援えんしてくれてる」

「噓うそ！　そんなわけない！」

「噓うそじゃねえって。つうかなんでここで麻ま奈な実みの話が出てくるんだ？　関係ないだろ？」

「あるよッ！」

　悲鳴のように否定する。

　それは絶対に違ちがう、と、確信を持って断言する。

「関係あるに決まってんじゃん！　だって……だって……」

「桐きり乃の……これ」

　あやせが、桐きり乃のに、携けい帯たいを差し出した。

「──え？」

「お姉さん……麻ま奈な実みさんと、電話、繫つながってるから」

　俺おれは、桐きり乃のと同時に目を見開く。

　──……いつの間に……桐きり乃のとの会話に集中していて、気付かなかった。

「なんであやせが……」

　桐きり乃のも、俺おれ以上に驚おどろいている。震ふるえる指で携けい帯たいを受けとり、己おのれの耳に当てた。

「はい、代わりました」

　………………………………。

　妹は、しばし黙だまって相手の話を聞いているようだったが、

「……はあ？」

　その反応は、怒いかりよりも、困こん惑わくが強い。

「ちょ、なんでそうなんの？　噓うそでしょ？」

　麻ま奈な実みと桐きり乃の……どんな話をしてるんだ？

　想像もつかない……。

「…………………………………………」

　桐きり乃のの顔が、怒いかりに染まっていく。

「…………どこまでお人ひと好よしなわけ……？　信じらんない……」

　苛いら立だちと失望と困こん惑わくと──百面相のように移り変わり、

「…………ッ～～～～～～」

　声にならない悲鳴を漏もらす。

　泣きそうな顔で、

「じゃあ勝手にしろばか！　いつもいつも、邪じや魔まばっかして……ッ！　──あんたなんか、大ッ嫌きらい！」

「痛ッ!?」

　桐きり乃ののやつ、携けい帯たいを俺おれの顔面にぶつけてきやがった！

　俺おれは、それを拾い上げ、耳に当てる。

「って～……麻ま奈な実みか？」

『うん……』

　間ま違ちがいない。俺おれのよく知る、幼おさな馴な染じみの声だった。

　こんなときだってのに、たまらなく安心する。

　実家の布ふ団とんでまどろむような安らぎの中、俺おれは問うた。

「……桐きり乃のと、どんな話……したんだ？」

『……秘密』

　絶対に教えない、という強い拒きよ絶ぜつを感じた。

『ねぇ、きょうちゃん』

「ん？」

『わたしは、いつだって、きょうちゃんの味方だよ』




『だから、がんばって』




　それだけ言って、幼おさな馴な染じみの声は聞こえなくなった。

　携けい帯たいを切り、折おり畳たたむ。

　目をつむり、想おもう。

　……麻ま奈な実み。

　………………もしも。

　……もしもこれが、逆の立場だったら。

　俺おれは麻ま奈な実みに、同じ台詞せりふを言ってやれただろうか？

「がんばるに……決まってんだろ」

　携けい帯たいを、強く握にぎりしめる。

　再び目を開けると、桐きり乃のとあやせが至近距きよ離りで対たい峙じしていた。

「桐きり乃の──わたしの話を聞いて」

「うっさい、話しかけんな」

　あの時と同じくらい……いや、あの時以上に険悪な、一いつ触しよく即そく発はつの空気。

　それが、いま──

「あたしは絶対、認めないから！」

　弾けた。

「あんたたちが付き合うなんて、そんなの絶対ダメ！」

「理由は？」

「はあ!?」

「認められない理由を言えって言ってるの！」

「そんなの、なんだっていいでしょ！」

「よくない！」

　ついさっきまで弱々しい態度を見せていたあやせが、激しく声を荒あらげ、桐きり乃のに食い下がる。

　その威い勢せいに、桐きり乃のは一いつ瞬しゆんたじろぎ、それでも負けじと言い返す。

「……あんたが変な男とくっついたらイヤだから、反対してあげてるんでしょ」

「噓うそ吐つかないで！　なんでこんなときまで噓うそを吐つくの!?」

「なにが噓うそだって!?」

「桐きり乃のは！」

　あやせはそこで、一いつ旦たん言葉を切った。

　すぅ、と、大きく息を吸って、ずっとずっと……長い間溜ため込こんできたすべてを解放するかのように──

「桐きり乃のは！　お兄さんをわたしに取られるのがイヤなだけでしょ！」

「違ちがう！　ばかなこと言うな！」

　反応は劇的だった。

「違ちがう！　違ちがう違ちがう違ちがう違ちがうッ！　そんなわけない！　あたし……あたしは────」

　桐きり乃のは、もはや涙なみださえ浮うかべて、否定を繰くり返かえす。

「──兄貴なんて大ッ嫌きらい！　大ッ嫌きらい！　大大大大大大大ッ～～～嫌きらい！」

　ぐうぅぅ～～～～～！　と、大泣きしながら、

「だけどあたしの兄貴なの！」

　魂たましいの奥おく底そこから、その想おもいを引っ張り出した。

「せっかく、せっかく……また話せるようになった兄貴なの！」

　その想おもいを、初めて真まっ直すぐ叫さけんだ。

「もう二度と……絶対誰だれにも渡わたさないッ！　それがあたしの気持ち！　なんか文句あるッ!?」
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「き、桐きり乃の……」

　俺おれは、呆ぼう然ぜんと、その叫さけびを聞いていた。全ぜん身しん全ぜん霊れいの想おもいをぶつけられていた。

「はあ、はあ、はあ……チッ」

　俺おれの妹が、息も絶え絶えになって、みっともなく涙なみだを流して、俺おれを見上げる。

「……なに？　言いたいことあんなら言えば？」

　いくつもの思い出が脳のう裏りをよぎった。

　ひとつ屋根の下で暮らしているのに、お互たがいに嫌きらい合い、目を合わせることも、口を聞くこともしなかったあの頃ころ。

　妹の秘密を知って、とんでもない人生相談を受けて、笑え顔がおのあいつに振ふり回まわされ続けた日々。

　色んなことがあったよな。何度も赤っ恥ぱじをかいて、何度も何度も泣いて笑って。

　高こう坂さか京きよう介すけは、久々に、全力を尽つくしてきた。

　平へい穏おんを愛しているってのに、ずっと騒そう々ぞうしい毎日だったぜ。

　そう、これは人生相談から始まった、クソ生意気な妹と、ごく平へい凡ぼんな兄貴の話。

　いまの俺おれをくれた妹に、言いたいことがあるかって？

　そんなの──


































①　俺おれの妹がこんなに可か愛わいいわけがない。

②　あやせと別れる。







「……おまえに彼かれ氏しができたら、きっと俺おれも、似たようなこと言うだろうなって……思った」

「え……？」

「この際だから、正直に言わせてもらう。俺おれだって、おまえのことなんか大だい嫌きらいだよ。ずっとずっと大だい嫌きらいだった」

「……っ。──あっそ！」

「けど……おまえは俺おれの妹だ。せっかくまた話せるようになった、妹なんだ。──そんなおまえを、他の男に取られるなんて死んでも嫌いやだ。考えただけでブチ殺したくなる」

　あんなに全力の本音をぶつけられたんだ。

　なら、こっちだって──本音で返さなくっちゃあな！

「……よく聞けよ……桐きり乃の」




「俺おれはおまえが好きだぁぁぁぁぁっ！」




　俺おれの突とつ然ぜんの絶ぜつ叫きように、

「……は」

「……へ」

　桐きり乃のとあやせは揃そろって目を見開き、

「「ええ────ッ!?」」

　仲良く声を張り上げた。

「ちょ、ちょちょちょ！」

　桐きり乃のが、耳先まで真っ赤になってツッコんでくる。

「あんた……さっきと言ってること違ちがうじゃん！」

「うるせえ！　大だい嫌きらいだけど大好きなんだよ！　自分でもよく分かんねえよ！　悪かったな！」

　俺おれは、逆切れぎみに叫さけぶ。

　照てれ臭くさいとか、もーしらん！　全部言っちまえ！

「ずっと口も利きかずに過ごしてきたおまえと、こうやって話せるようになって──本当は、嬉うれしくて嬉うれしくてたまらなかった！　妹に相談されて、頼たよられて……嬉うれしかった！　いなくなっちまったときは寂さびしかったよ！　毎日毎日寂さびしくて、死ぬかと思った！」

「……うあ」

　桐きり乃のは、俺おれの赤せき裸ら々らな告白をどう受け止めたのか、唇くちびるを波打たせて震ふるえている。

　どう思われようと構うか！　こっちはもうやけくそなんだよ！

「俺おれはおまえのことが好きだ！　おまえがそばにいてくれないと生きていけないくらい好きだ！　おまえを他の男になんか、間ま違ちがってもやりたくねえ！　それくらいなら俺おれが結けつ婚こんしてやんよ！」

「……あ……う……ふぁぁ…………」

「だけどなあ──」




「おまえと同じくらい、あやせのことが好きなんだ！」




「！」

「好きで好きでたまらねえんだよ！　愛しているんだよ！」

　そうして俺おれは、結論を言う。

「だから別れねえ。おまえがなんと言おうともだ」

「……あんた……あんた……自分がめちゃくちゃなこと言ってるって……分かってる？」

「ああ。──それが俺おれの気持ちだ。ぐちゃぐちゃでデタラメな、正直な気持ちだ」

　全部出し切った！　もう空っぽだ！　一生分の羞しゆう恥ち心しんを、使い切ったぜ！

　こんなにこっ恥ぱずかしい思いをすんのは、もう絶対にないだろう！

　桐きり乃のはうつむき、目をつむって、言葉を嚙かみしめるようにしていた。

　それから顔を上げ、

「……あっそ」

　さじを投げるように、笑った。

「勝手にすればっ！」

　さっきまでの空々しいものとは違ちがう、堂々とした笑えみ。

「そこまで言われたら……あたしが言うことなんて、なにもない」

「桐きり乃の……」

　あやせが言葉を掛かけようとするが、先んじて桐きり乃のが言う。

「あやせも──こいつのこと、好きなんでしょ？」

「うん、大好き」

　あやせは、すぐにそう応えた。

「桐きり乃のと同じくらい、大好き」

　きっとそれは──

　あやせにとって、最高の愛の言葉だった。

「……いや、それはちょっと……困るケド」

　ちゃんと伝わってしまったがゆえに、桐きり乃のはやや引いていたが。

「とにかく──分かった。もう、邪じや魔まはしない。二人が付き合っても、あたしはあんたの妹だし、あたしはあやせの親友だから」

「……桐きり乃の、ありがとう」

「一つだけ確かく認にんさせて」

　桐きり乃のは、俺おれに問うた。

　大切な質問。

「あんたさ。もしもあたしが妹じゃなかったら──」




　──どうしてた？




「どうも。いまと同じだ」

「そか……うん、ならいい」

　妹が浮うかべた笑え顔がおは、何かを吹ふっ切きったかのように、爽さわやかなものだった。
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　──そうして。

　色々な人に祝福されて、わたしたちは結ばれた。

　幸せな歳さい月げつはあっという間に過ぎていき、繰くり返かえされる日常も、その形を少しずつ変えていく。

「……なあ、そろそろだよな？」

「……ええ、そろそろですよ。お兄さん」

「……お。なんだおまえ、えらく懐なつかしい呼び方だな」

「……思い出していたんです。あなたと、出会ったばかりの頃ころを」

「……げっ……」

　どんな光景を回想しているのか、主人は顔色を青くする。

　その表情は、何年経たっても子供のようで──

　わたしはつい、くすくすと笑いをこぼしてしまう。

「ふふ、なにを想像したんです？」

「おまえが鬼おにのような形相で俺おれにハイキックをぶちかますシーンだよ」

「あら、久しぶりに蹴けられたいようですね？」

「やめとけ。身体からだにさわるぞ」

　……本当にこの人は、変わっていない。

　スケベで、馬ば鹿かで、変態で、シスコンで──

　──そして、とても優やさしい。

　大好きな人。

「──まさかおまえと俺おれが、結けつ婚こんするなんてな。初めて会ったときは、思いもしなかった」

「……はい、わたしもです」

　夫がわたしにプロポーズをしてくれたのは、彼かれが地元の会社に就職してから、ほどなくのことだった。

　わたしの両親の前で、いつか桐きり乃のに向かってそうしたように、わたしを愛していると叫さけんでくれた。

　そして──




「ただいまー」




「うおっ！　桐きり乃のおま……いきなり入ってきやがって。挨あい拶さつは玄げん関かんでしろ玄げん関かんで」

「きゃはは、びっくりするかなーって」

「何なん歳さいだおまえは。子供かよ」

「ごめんごめん。あ、これお土産みやげね」

「桐きり乃の！　久しぶり……！」

「あやせ！　久しぶり！　元気だった？」

「うん！　うん……！　桐きり乃のも、変わりないようでよかった……！」

「あったり前じゃん。あたしを誰だれだと思ってんの？」

　そうして親友は、わたしの大好きな、あの時のままの笑え顔がおで笑う。

　成長した桐きり乃のの美び貌ぼうは、まさに輝かがやかんばかりで、わたしは一いつ瞬しゆん、気を失いそうになってしまった。

　そんな彼かの女じよはいまや、海外でプロのモデルとして活かつ躍やくしている。

　今日は、数年ぶりの帰国というわけだ。

「それにしても……お腹なか、大きくなったよね。予定日、もうすぐだっけ？」

「……うん、女の子だって」

「へえ！　女の子！　そっか。なら、しばらくはあたし、日本にいるよ」

「え、いいの？」

「もっちろん。──姪めいっ子の顔、あやせの次に見たいしね」

「馬ば鹿かいえ。──二番目に見るのは俺おれだ」

「はあ？　あたしが先に見るゥ～」

「……相変わらずわがままな女だぜ」

「なんか言った？」

「別に？　もうすぐおまえも、叔オ母バさんだなってさ」

「ちょ!?　……あ、あああ、あんた……女の子に言ってはならないことを……!?」

「もう、二人とも……久しぶりに会ったのに、いきなり喧けん嘩かしちゃダメでしょ？」

　咎とがめるわたしだったが。

　変わらない二人のやり取りが、微ほほ笑えましかった。

「ねぇ、あんたこそ……赤ちゃんが生まれたら、お父さんになるんだよ？」

「……おう、そうだな」

「で……あやせが、お母さん」

「……うん」

「お父さんがお爺じいちゃんで……お母さんがお婆ばあちゃん。……でもってあたしが……叔お母ばさんか……はぁ……歳さい月げつって……怖こわい」

　がっくりと肩かたを落とし、引きつった笑えみを浮うかべる桐きり乃の。

　その頭に、彼が手を乗せて、苦く笑しようしている。

　かつてのわたしなら嫉しつ妬としていただろう光景も。

　いまのわたしには、幸せの象しよう徴ちようであるかのように思える。

　わたしは仲なか睦むつまじい兄きよう妹だいを見み詰つめ、膨ふくらんだお腹なかをさすりながら……

　静かに祈いのった。




　こんな穏おだやかな日常が、いつまでも続きますように。
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　月日はさらに流れ………………

　──その日、俺おれは人生最大級の窮きゆう地ちに立たされていた。

「…………駄だ目めだ……俺おれはもう駄だ目めだ……」

「もぉ……いい加減覚かく悟ごを決めてください」

　玄げん関かん前の廊ろう下かでうなだれる俺おれの背を、あやせが優やさしく撫なでてくれる。

　それでも、俺おれの心は重いままだ。

「そんなこと言ったってよ……」

　と、情けない声を漏もらす。

「緊きん張ちようしちまって」

「いままでに、もっと緊きん張ちようする場面だってたくさんあったでしょう？　たとえば、お仕事とかで」

「そりゃそうだけどよ。なんつーの？　緊きん張ちようの種類が違ちがうんだよ」

　言い訳に聞こえるかもしれんが、内心必死だ。

「俺おれ、仕事が忙いそがしくって……いままでずっと行けなかったし…………ここまで緊きん張ちようするのは……ちとせが生まれたとき以来だぜ」

「……なにを大げさな」

　呆あきれた顔は、出で逢あったあの頃ころよりも、ずっとずっと美しい。

「ちなみにその前は、おまえの両親に挨あい拶さつしに行ったときな」

　──あんときは死ぬかと思った、と、トラウマを漏もらす。

　当時を思い出したのか、あやせも苦く笑しようで俺おれに応えた。

「はいはい。そうでしたね」

　そこに──




「──ちょっと、あんたまだグダグダやってるわけ？」




　桐きり乃のが乱入してきた。

　玄げん関かんで仁に王おう立だちした桐きり乃のは、廊ろう下かで止まっている俺おれに向けて、

「さっさとしないと置いてくよ！　間に合わなかったらどーすんの!?」

「なんでおまえが一番張り切ってんだよ。そんなごっついビデオカメラ、どっから持ってきやがった」

「この日のために買い直したに決まってんでしょ！　ちーちゃんの晴れ舞ぶ台たいを撮とるために！」

「うわ……桐きり乃の……今年のはおっきいビデオカメラだね？　幾いくらしたの？」




「二百五十万」




　バカだ……バカがここにいる……。

「あは……あはは……桐きり乃のらしいね」

「……やれやれ」

　俺おれは、ゆっくりと立ち上がった。

「覚かく悟ご決めて行くか。──遅おくれたら、二百五十万払はらえって言われそうだ」

　そう。

　今日は、とても特別な日。




　──俺おれたちの娘むすめの、授業参観日だった。




　そして。

　娘むすめが通う小学校の教室へとやってきた俺おれたちは、いま、他の保護者たちと同様、教室の後方に並んでいる。それぞれ自じ慢まんの子供たちを、見守っているのだ。

　教きよう壇だんには、担任の五ご更こう珠たま希き先生。

　麗うららかな春の陽光が、子供たちを照らしている。

　小さな生徒たちは皆みな、授業参観に、緊きん張ちようの面おも持もち。

　授業は作文──家族について書きましょう。

　五ご更こう先生による授業は、しかし、つつがなく進んでいるとは言えなかった。

　原因は──




「……はぁ……はぁ」




　とあるビデオカメラを構えたバカのせいだ。

　そいつは、被ひ写しや体たいを側面から捉とらえられるポジションに陣じん取どって、

「いいよー。ちーちゃんいいよー。──キタ！　ちーちゃんの番キタ！　うひょ～、マジ天使きたよー♪　──あ、すいません。その場所いいですか～？　ウチの子の横顔撮とりたいんで」




「ちょっと！　やめてくださいっ！　みんなのめーわくですよ！」




「────あう」

　あのバカ、姪めいっ子に怒おこられてやがる。

　桐きり乃のの姪めいっ子。

　俺おれとあやせの娘むすめ──高こう坂さかちとせ。

[image: ]

　あやせをそのまま小さくしたような──俺おれたちの天使が𠮟しかる姿は、母親そっくりだ。

　桐きり乃のはいまにも泣きそうになっている。

「ご、ごめんね、ちーちゃん」

「ど、どっかいってください。ふんっ」

「……ぅぅ」

　あ、泣いた。

「……なぁ、あやせ。なんで桐きり乃のって、ちとせに嫌きらわれてんの？」

「桐きり乃のって、仕事で数年、日本を離はなれていた時期があったでしょう？」

「ああ」

「その間に、ちとせったら、桐きり乃ののことすっかり忘れちゃってたみたいで……」

「……哀あわれなやつだ。あんなに溺でき愛あいしてんのに」

「ええ──それであの子ったら、帰ってきた桐きり乃ののこと、あなたの浮うわ気き相手だと勘かん違ちがいしてるみたいなんです」

「……なんだそりゃ」

「嫉しつ妬としてるんですよ、桐きり乃のに──」

　あやせは、笑って娘むすめの声真ま似ねをする。




　────『──おとーさんとケッコンするのはわたしですよっ』




「……ですって」

「……ははは」

　苦く笑しようする。ちっとばかり、声がうわずっていたかもしれない。

「なんでそんな勘かん違ちがいしたもんかね」

「あら、あなたがシスコンだからでしょう？」

「……うっ」




「────まぁ、一番愛されてるのは、わたしですけど」




　耳を寄せて、そんなことを囁ささやくあやせ。

　……照れくさくて死んでしまいそうだ。

　この胸の高鳴りは、付き合い始めた頃ころとなに一つ変わらない。

「そうだな」

　──あれから幾いく度ども季節が巡めぐって。

　いまも俺おれは、あやせのことをこんなにも好きでいる。

　愛する妻と、可か愛わいい娘むすめと──おまけに美人の妹までそばにいて。

　日々の激務も、積み重なる疲つかれも、この光景を見れば吹ふき飛とぶってもんだ。

　さてさて。

　俺おれたちの娘むすめは、果たしてどんな大人に成長し、どんな人生を歩んでいくのやら。

　願わくは、彼かの女じよに幸福な未来を。

　平へい穏おんな日常を。

　そして──

　俺おれたちに負けない、奇き跡せきのような出で逢あいがありますように。







[image: ]

[image: ]







　あとがき




　伏ふし見みつかさです。『俺おれの妹がこんなに可か愛わいいわけがない』あやせifを手に取っていただきまして、ありがとうございました。

　あやせifは、ＰＳＰゲーム『俺おれの妹がこんなに可か愛わいいわけがない　ポータブル』で、私が書き下ろした『あやせルート』のノベライズです。

　上巻は、ドラマＣＤの内容と『あやせと付き合うまで』の話。下巻は、ゲームのクライマックス部分に、『あやせと付き合ってからの話』を加筆しました。『俺おれの妹がこんなに可か愛わいいわけがない　ポータブルが続くわけがない』の内容も、一部含ふくまれております。

　作者として、細かい解説など、何時間もお話ししたいくらいなのですが、きりがないので一言だけ。

　あやせifを、小説という形で皆みなさんにお届けすることができて、とても嬉うれしく思っております。心残りをひとつ減らすことができました。

　そして、大切なお知らせです。

　少年エースで、渡わた会らいけいじ先生による、あやせifのコミカライズが始まります。

　私も、原作者として、一読者として、とても楽しみです。

　嬉うれしいお知らせが、もうひとつございます。

『あやせif』に続きまして、電でん撃げき文ぶん庫こより『黒くろ猫ねこif』『加奈子if』の刊行が決定しました。

　このあとがきを書いているのは二〇二〇年の三月なのですが、『黒くろ猫ねこif』の上巻が、もうすぐ書き上がりそうです。

　うまくいけば、発売日が、このあとがきの前に、書かれていることでしょう。

　きっと、『あやせif』に負けないくらい面白い作品をお届けしますので、ご期待ください。

　今後も、一冊、一冊、大切に、新刊を出していきますので、よろしくお願い致いたします。





二〇二〇年三月　伏ふし見みつかさ
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